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１．議事日程

会議録署名議員指名　８番　福田　秀憲　議員　　９番　今田　政行　議員

　(1)議長

　(2)町長

　(3)監査委員

　(4)宇城広域連合議会議員

町長提出議案の一括上程（議案第79号から議案第90号及び同意第16号並びに諮問

第１号）

町長提出議案の提案理由説明

美里町浄化槽市町村整備推進事業の設置等に関する条例の制定

について

美里町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定について

美里町行政組織の改革に伴う関係条例の整理に関する条例の制

定について

美里町簡易水道事業及び美里町生活排水事業に地方公営企業法

の財務規定等を適用することに伴う関係条例の整理に関する条

例の制定について

美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の制定について

美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

令和５年度美里町一般会計補正予算（第７号）

令和５年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和５年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号）

令和５年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）

令和５年第４回美里町議会定例会会議録（第１号）

議案第83号

日程第１

議案第80号

議案第84号

日程第６

日程第７

日程第３

議案第86号

日程第14 議案第87号

日程第９ 議案第82号

会期の決定

日程第13

議案第81号

議案第79号

日程第８

議案第85号

諸般の報告

日程第５

日程第10

日程第11

日程第12

日程第２

日程第４

令 和 ５ 年１２月 ５日 (火)

午  前 １０時００分 開　会　

日程第15 議案第88号

日程第16 議案第89号

日程第17 議案第90号
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一般質問

　(１)　８番　福　田　秀　憲　議　員

　(２)　１番　村　﨑　公　一　議　員

２．出席議員（１０名）

１番 ２番

３番 ４番

５番 ６番

７番 ８番

９番 10番

３．欠席議員（なし）　

４．説明のため出席した者

５．事務局職員出席者

事 務 局 長

今　田　政　行　君

宮　嵜　幸　仁　君

松　岡　征　二　君

松　永　栄　作　君

美しい里創生課長

学校教育課長

隈　部　尚　美　君

町 長

中　川　幸　生　君

森づくり推進課長

住民生活課長

健康保険課長

日程第18

税 務 課 長

上下水道課長 会 計 課 長

谷　口　信　也　君

西　寺　　　清　君

富　永　英　司　君

中　川　利　加　君

総 務 課 長

建 設 課 長

農業政策課長

副 町 長

教 育 長

福 祉 課 長

社会教育課長

村　﨑　公　一　君

吉　住　淳　一　君

髙　田　美千子　君

濱　田　憲　治　君

平　野　保　弘　君

隈　部　　　寛　君

坂　田　竜　義　君

福　田　秀　憲　君

上　田　 　 孝　君

上　田　泰　弘　君 吉　住　慎　二　君

坂　村　　　浩　君

島　田　昌　臣　君

長　井　一　浩　君

立　道　　　誠　君 野　田　ま　や　君

安　達　浩　一　君

酒　井　博　文　君

書 記
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（上田 孝君） 改めまして、おはようございます。ただいまから令和５年第４

回美里町議会定例会を開会します。 

本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員指名 

○議長（上田 孝君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１２０条の規定により、８番、福田秀憲君、９番、

今田政行君を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（上田 孝君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

１１月２４日に議会運営委員会が開催されておりますので、議会運営委員会委員

長の報告を求めます。議会運営委員会委員長、今田政行君。 

○議会運営委員長（今田政行君） おはようございます。 

令和５年第４回議会運営委員会報告。 

令和５年１２月５日、美里町議会議長、上田孝様。 

１１月２４日金曜日、午前１０時より、中央庁舎議会委員会室において、令和５

年第４回議会運営委員会を開催しましたので、その報告をいたします。 

出席者は、議会より上田議長、濱田総務文教常任委員長、坂田産業厚生常任委員

長、福田委員、髙田委員、と私、今田。執行部より上田町長、吉住副町長、坂村総

務課長、事務局より立道事務局長、野田主事の出席のもとに開会をいたしました。 

議題といたしまして、（１）執行部提出議案について、（２）議員提出議案につ

いて、（３）一般質問について、（４）日程・会期等について、（５）その他を議

題といたしました。 

まず、（１）執行部提出議案について。条例関係７件、補正予算関係５件、その

他２件、合計の１４件の説明を受けました。 

次に、（２）議員提出議案について。３件の請願・陳情お願い分がありましたが、

２件を受理し、１件を不受理といたしました。受理した２件につきましては、シス

テムにて皆さんと共有をいたします。また、議員発議１件を受理しましたので、発

議第４号「教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、

２０２４年度政府予算に係る意見書の提出について」を提出議案としました。 

次に、（３）一般質問について。受付順で吉住淳一議員、濱田憲治議員、平野保
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弘議員、村﨑公一議員、福田秀憲議員、坂田竜義議員の６名から通告があり、抽選

の結果、１番、福田秀憲議員、２番、村﨑公一議員、３番、濱田憲治議員、４番、

坂田竜義議員、５番、平野保弘議員、６番、吉住淳一議員の順番に決定をしました。 

次に、（４）日程・会期等について。会期予定表のとおり、１２月５日火曜日よ

り１２月８日金曜日までの４日間とする会期としました。日程の内容については、

議案集の「令和５年第４回美里町議会定例会議事予定表」のとおりでございます。 

議会初日、本日は、令和５年第４回美里町議会定例会議事日程より、日程第３、

諸般の報告、次に、日程第４、町長提出議案の一括上程（議案第７９号から議案第

９０号及び同意第１６号並びに諮問第１号）を上程し、日程第５、町長提出議案の

提案理由の説明の後、日程第６、議案第７９号「美里町浄化槽市町村整備推進事業

の設置等に関する条例の制定について」から、日程第１３、議案第８６号「美里町

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」

までを内容説明の後、質疑・討論・採決を行います。 

次に、日程第１４、議案第８７号「令和５年度美里町一般会計補正予算（第７

号）」から日程第１７、議案第９０号「令和５年度美里町簡易水道事業特別会計補

正予算（第４号）」までを内容説明のみを行い、質疑・討論・採決は議会最終日に

行います。 

次に、日程第１８、２名の一般質問を行います。質問順については、福田秀憲議

員、村﨑公一議員の順番で行い、一般質問終了後は散会の予定としております。 

議会２日目、１２月６日水曜日は一般質問を行います。質問の順については、濱

田憲治議員、坂田竜義議員、平野保弘議員、吉住淳一議員の順番で行います。一般

質問が終わり次第、散会といたします。 

議会３日目、１２月７日木曜日は休会とし、各常任委員会開催の予定となってお

ります。 

議会最終日、１２月８日金曜日は各常任委員会の委員長の報告及び質問を行いま

す。 

その後、議案第８７号「令和５年度美里町一般会計補正予算（第７号）」から、

議案第９０号「令和５年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）」を再

度上程し、内容説明は終わっていますので、質疑・討論・採決を行います。次に、

同意第１６号「美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて」か

ら、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて」ま

での内容説明後、採決を行います。次に、発議第４号「教職員定数改善と義務教育

費国庫負担制度２分の１復元をはかるための２０２４年度政府予算に係る意見書の

提出について」の趣旨説明後、採決を行います。その後、議員派遣の件、各常任委
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員会の閉会中の所管事務の継続調査の件、議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継

続調査の件を協議し、閉会の予定となっております。 

以上、１１月２４日金曜日に行われました令和５年第４回議会運営委員会の報告

といたします。 

美里町議会運営委員会委員長、今田政行。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 以上で、議会運営委員会委員長の報告を終わります。 

お諮りします。ただいま議会運営委員会の報告のとおり、会期は、本日１２月５

日から１２月８日までの４日間としたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（上田 孝君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、会期は、本日１２月５日から１２月８日までの４日間に決定し

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（上田 孝君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

まず、議長から９月定例会以降の報告を行います。一覧はシステムに入れており

ますので、主なものだけ報告します。 

９月５日、委員会室におきまして、広報委員会が開催されたところでございます。 

９月９日、美里町総合運動公園におきまして、中学校野球美里大会の開会式に出

席しております。 

９月の２０日、砥用庁舎の第一会議室で美里町民生員推薦会議が開かれましたの

で、坂田委員とともに出席しております。 

９月２１日、地域おこし協力隊の活用研修が行われましたので、議員の皆様、ま

た職員の皆様とともに出席したところでございます。 

９月２６日からは、議員の皆様方とともに国会陳情並びに議員研修ということで、

９月の２９日まで、東京、岩手、宮城を訪問したところでございます。 

１０月６日、オンライン研修ということで、皆様方は庁舎内でございましたが、

私は自治会館のほうに向かいまして、町村議会の議員研修会に出席したところでご

ざいます。 

同じく、自治会館におきまして、１５時から市町村総合事務組合の議会定例会に

出席しております。当日は宇城管内の消防団意見交換会も７時から開催されました

ので、文化交流センターのほうで出席しております。 

１０月８日、総合公園グラウンドにおきまして、令和５年度美里町スポーツレク
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リエーションということで新しい取り組みでございましたので、議員の皆様全員と

出席したところでございます。 

１０月１２日、熊本県の議長会の理事の皆様を美里町にお迎えしまして、理事・

郡事務局合同会議が開かれておりますので出席したところです。当日は、町長にも

ご講話をいただいたところでございます。 

１０月１５日、ホテルキャッスルにおきまして、衆議院議員西野だいすけを励ま

す会に出席しております。 

１０月１７日は上京いたしまして、町村議会の制度に関する検討委員会に出席し、

夜は九州各県の議長会長とともに懇談会に出席しております。 

翌日１８日は、都道府県会長会が開かれておりますので、そちらに出席したとこ

ろでございます。 

なおまた、翌日の１９日は、九州中央自動車道建設促進協議会の中央提言がござ

いましたので、そちらに出席しております。 

１０月２４日、南九州西回り自動車道整備促進に係る要望ということで、九州地

方整備局のほうに出向いております。 

１０月２６日、あさぎり町常任委員会の視察研修がございましたが、所用により

欠席でしたので、濱田委員長並びに坂田委員長に対応をお願いしたところでござい

ます。 

１０月２８日、ホテル熊本テルサにおきまして、各種団体の県への令和６年度予

算要望聴取の会に出席しております。 

１０月２９日は、佐俣の湯におきまして、温泉祭りが開催されましたので、議員

の皆様とともに出席したところでございます。 

１０月３０日は、浜戸川改修期成会要望活動のため、熊本県庁並びに国土交通省

熊本工事事務所に出向いたところでございます。 

１０月３１日の熊本城ホールで行われました森林・林業・林産業活性化九州大会

は坂田委員長に出席をお願いしたところでございます。 

１１月１日、宮崎県綾町議会議会運営委員会の視察研修がございましたので、濱

田委員長、坂田委員長とともに対応をしたところでございます。また、夜は教育の

日講演会がございましたので、文化交流センターで議員の皆様とともに出席したと

ころでございます。 

１１月２日、令和５年第２回熊本県後期高齢者医療広域連合議会定例会が開催さ

れましたので出席しております。 

１１月３日は、美里町の文化祭が開会されましたので、議員の皆様とともに出席

しております。 
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１１月８日は、南九州西回り自動車道建設促進大会が東京で行われましたので上

京し、出席したところでございます。 

１１月１０日は、令和５年第２回宇城広域連合定例会がございましたので、濱田

議員とともに出席しております。 

１１月１３日、この日も上京いたしまして、地方議会活性化シンポジウム２０２

３に出席したところでございます。 

１１月１７日、委員会室におきまして、議員向け「一般質問の組み立て方」セミ

ナーに議員の希望者の皆様とともに出席したところでございます。同じく、当日は

１５時から議会全員協議会がございましたので、議員の皆様とともに出席しており

ます。 

１１月１８日は、アタック・ザ・日本一が開催されましたので、議員の皆様とと

もに出席したところでございます。 

１１月２４日、委員会室におきまして、議会運営委員会が開催されましたので出

席しております。 

１１月２５日は、大西一史熊本市長の政経フォーラムが開催されましたので、そ

ちらのほうに出席したところでございます。 

１１月２８日からまた上京いたしまして、夕方４時から自民党幹部との懇談会、

当日同じく６時半から、議長による県関係国会議員への要望・意見交換会に出席し

ております。 

翌日１１月２９日は、ＮＨＫホールにおきまして、第６７回議長大会が開催され

ましたので、そちらのほうに出席したところでございます。 

帰りまして１１月３０日、熊本県防災センターにおきまして、一般県道三本松甲

佐線整備促進期成会の要望活動に出席し、そのまま夜は、甲佐町におきまして意見

交換会がありましたので、そちらのほうに出席したところでございます。 

以上で、報告を終わります。 

次に、町長に行政報告を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） おはようございます。 

それでは、私のほうから９月定例会後の行政報告をさせていただきます。タブレ

ットのほうにあげております。同期をお願いいたします。なお、タブレットでも見

れますので、時間等要約してお答え、ご報告を申し上げたいと思います。 

まず、９月の８日、熊本県建設業協会の宇城支部様から寄附をいただいておりま

す。その伝達式を行っております。 

９月の１２日、宇城広域連合の正副連合長会議。 

９月の１３日、令和４年度熊本県市町村総合事務組合の会計監査。その後、ＪＡ
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熊本宇城の砥用・干し柿部会の総会に出席しております。 

９月の１４日、第６５回熊日金婚式夫婦表彰、文化センターひびきで行われてお

ります。出席をしております。 

９月の１５日、上京いたしまして、全国簡易水道協会の、今、県の会長をしてお

りますので令和５年度の第２回の理事会に出席し、そのあと、全国簡易水道協会の

要望活動を行っております。 

９月の１６日、第２１回宇城・上益城地域統一畜産共進会に出席しております。 

９月の１７日、有安区の敬老会。 

９月の１８日、敬老の日のお祝いということで、萱野区の公民館に伺っておりま

す。 

９月の２１日、有限会社石段の郷「佐俣の湯」の臨時株主総会に出席をし、その

後、午後から美里町法人会中央支部のチャリティーゴルフコンペの寄附の伝達をい

ただいております。その日の午後は、令和５年度秋の全国交通安全運動宇城管内合

同出発式に出席をしております。 

９月の２５日、令和５年度熊本県温泉協会の御船・宇城支部の総会。 

９月の２６日から２９日まで、議会の議員の皆様と同行させていただきまして国

会陳情、その後、岩手県の紫波町、それから宮城県の女川町を訪問いたしておりま

す。 

１０月の１日、灌漑期終了に伴う用配水委員会、これは東部土地改良でございま

すが、その委員会に出席しております。 

１０月の２日、ダム発電関係市町村全国協議会、これも県の会長をしております

常任委員会で上京をいたしております。 

１０月の３日、中学生による美里町プロモーション動画、これはＫＡＢと協定を

結んでつくらせていただいております。おそらくＫＡＢでもですね、ＣＭが流れて

いるのではないかなと思います。そのプロモーション動画の撮影の取材を受けてお

ります。 

１０月の４日、令和５年度美里まちづくり公社の取締役会。 

１０月の６日、第２５回市町村非常勤職員の公務災害補償等認定委員会に出席を

し、その後、令和５年度第２回熊本県市町村総合事務組合の議会定例会に出席して

おります。そのあと、令和５年度第２回熊本県町村会の評議委員会、そして帰りま

して、第８回宇城管内消防団の意見発表会に出席をしております。 

１０月の８日、令和５年度美里スポーツレクリエーション大会、これはご案内の

とおり、昔の以前の体育祭でありますが、それに出席をいたしております。 

そして、１０月の１０日、１００歳の長寿者表敬訪問をいたしております。今年、
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本年度は１６人の方が１００歳になられました。そこを表敬訪問をし表彰等を行わ

せていただいております。 

１０月の１２日、熊本県町村議会議長会の理事郡事務局合同会議が行われ、美里

で行われましたので出席をさせていただいております。 

１０月の１３日、令和５年度第１９回全国環境全国大会、今回熊本で開催されま

したので出席をいたしております。 

１０月の１６日、令和５年度熊本県産材需要拡大一斉行動、宇城の支部長をして

おります宇城３市町の教育委員会を要望活動で回っております。そして午後から、

令和５年度宇城広域連合の正副連合長会議。 

１０月１７日、令和５年度主要地方道小川嘉島線道路整備促進期成会の総会。そ

の後、令和６年度当初予算編成会議を行っております。 

１０月１８日、小崎神社の秋季例大祭。そしてその後、令和５年度第１回美里町

土地改良区の理事会に出席をしております。 

１０月の１９日、穂積阿蘇神社の例祭。 

１０月の２０日、令和５年度第３回美里町の嘱託会の役員会議に出席しておりま

す。 

１０月の２２日、令和５年度若宮神社の願解祭。 

１０月２３日、九州たばこ販売協会からの要望を受けております。 

１０月２４日、上京いたしまして、緑川改修期成会の第２回の要望会。そして次

の日の朝から、令和５年度九州治水期成同盟連合会の国会議員との意見交換会を行

い、それに出席をしまして、それが終了後、富山に移動いたしております。富山で

全国過疎問題シンポジウム、今過疎の支部長をしております。このシンポジウム、

２０２３ｉｎ富山に出席をいたしております。シンポジウムが終了後、今度は福島

に移動いたしまして、 

１０月２８日、２０２３年度日本フットパス協会の理事会、そして理事会終了後、

通常総会に出席をし熊本に帰っております。 

そして、これには抜けておりますが１０月の２９日、朝から佐俣の湯の温泉祭り

に出席をさせていただいております。 

１０月の３０日、浜戸川改修期成会の要望活動。県庁並びに河川国道事務所に赴

いております。その後、令和５年度九州各県治水砂防協会支部長並びに参与会議。

今砂防協会の副会長をしております。その関係でこの会議に出席をしております。 

１０月３１日、上京いたしまして、総務省の過疎問題懇談会、今現在委員をして

おります。この懇談会の会議に出席をいたしております。 

１１月の１日、自衛隊の防衛白書の説明を受けております。その夜は、令和５年
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度美里町教育の日講演会、野口さんを迎えての講演会に出席をいたしております。 

１１月の２日、令和５年度美里まちづくり公社の取締役会。 

１１月の３日、令和５年度美里町の文化祭。 

そして、１１月の４日、第１４回ふれあい畜産まつりに顔を出しております。 

１１月の５日、美里町消防団の非常招集訓練を朝から行いまして、その後、令和

５年度宇城広域連合の職員採用試験第二次試験を行っております。 

１１月の６日、上京いたしまして、浜戸川改修期成会の要望活動を行っておりま

す。 

そして、１１月８日、そのまま東京に残りまして、安全・安心の道づくりを求め

る全国大会に出席をし、 

１１月の９日、令和５年度治水事業促進全国大会。 

そして、１１月の１０日、朝から行われました令和５年度九州地方国道整備促進

総決起大会に出席をしたあと熊本に帰りまして、午後から宇城広域連合の第２回定

例会に出席をいたしております。 

１１月の１１日、美里町砥用地区和牛生産組合の懇親会。 

１１月１２日、嘱託会のスポーツ交流グラウンドゴルフ大会に出席をし、その後、

貫平神社の秋季例大祭に出席をいたしております。 

１１月の１３日からまた上京いたしまして、全国過疎地域連盟第５６回の定期総

会、そしてその後、国保制度改善強化全国大会、そしてその後、ダム発電関係市町

村の全国協議会、それから理事会、そしてその後、熊本県町村会のトップセミナー、

そしてその後、町村会の交流会にそれぞれ出席をいたしております。 

１４日、次の日になりますが、熊本県の過疎連盟による県選出国会議員への要望

活動を行っております。 

１１月の１５日、令和５年度全国町村長大会、そしてその後、全国防災危機管理

トップセミナーに出席をし、 

１１月１６日、令和５年度全国治水砂防促進大会に出席をしたあと、熊本に帰っ

ております。 

１１月の１７日、元美里町議会議長中川政司さんが叙勲を受けられました。その

伝達式を行っております。そしてその後、令和５年度第７回美里町議会の議員全員

協議会。 

１１月１８日、第３７回アタック・ザ・日本一に出席をしております。 

１１月１９日は、筒川地区の収穫祭で、 

１１月の２０日、令和５年度第３回、これも上京いたしまして令和５年度第３回

全国簡易水道協議会の理事会。 
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そしてその次の日、第６８回簡易水道整備促進の全国大会に出たあと、熊本県と

して簡易水道協会の第２回の要望活動を行っております。 

そして１１月の２２日、令和５年度宇城広域連合の正副連合長の視察研修、福岡

に行っております。これはクリーンセンター、ごみ焼却場、久留米のごみ焼却場を

見て、そのあと福岡市の消防の通信指令室を見ております。その日の夜に、台湾の

陳総領事のご自宅に招かれまして、正副連合長、それぞれ陳総領事を囲んで会食を

しております。今後、ＴＳＭＣの関係で非常に台湾との交流というものも深めなけ

ればいけませんので、そういった非常に有意義な話ができたところでございます。 

１１月の２４日、令和５年度第４回美里町議会の議会運営委員会、その後、課長

会議、そして定例監査報告を受けております。 

１１月の２７日から２８日まで、熊本県治水砂防協会の役員研修で雲仙普賢岳の

被災現場を視察をしてきております。 

そして、令和５年１１月２９日、美里町の建設業協会のボランティアを行ってい

ただいております、その出発式に出席をしております。そしてその後、ＧＩＧＡシ

ステムのテレビ会議システム、今回本庁で取り入れましたテレビ会議システムを取

材したいということでＷｅｂインタビューを受けております。 

そしてその日、１１月２９日は、午後から令和５年度第１回美里町のＤＸ推進本

部会議に出席しております。 

１１月の３０日、宇城地区花き協会からシクラメンをいただいております、贈呈

式を行っております。そして午後から、令和５年度一般県道三本松甲佐線道路整備

促進期成会の要望活動に出席をし、夜は熊本県建設業界宇城の支部長菊池さんが国

土交通大臣の表彰を受けられました。その祝賀会に出席をしております。 

１２月１日に地域おこし協力隊の辞令交付式を行いまして、 

１２月３日、自衛隊熊本地方協力本部長を囲む懇親会に出席をし、 

昨日、令和５年度美里まちづくり公社の取締役会を行っているところでございま

す。 

以上で、９月定例会後の私の行政報告を終わらせていただきます。 

○議長（上田 孝君） 以上で、町長の行政報告を終わります。 

次に、監査委員の例月現金出納検査報告及び定例監査報告を求めます。５番、髙

田美千子君。 

○監査委員（髙田美千子君） 皆様、おはようございます。監査委員報告を申し上げま

す。まず、例月現金出納検査について報告いたします。トップページの③の３、例

月現金出納検査９月から１１月をご覧ください。令和５年９月２６日付の美里監第

２８号の公文でございます。読み上げます。 
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美里町議会議長 上田 孝様 

美里町監査委員 大西 茂 

美里町監査委員 髙田美千子 

例月現金出納検査の結果に関する報告書の提出について 

地方自治法第２３５条の２第１項により、令和５年８月分の出納検査を行ったの

で、同条第３項の規定によりその結果に関する報告をします。 

１、検査対象は、会計管理者所管の一般会計、特別会計、歳入歳出外現金に関す

る現金、一時借入金。 

２、検査の時期。令和５年９月２５日（月）。 

３、検査結果。諸帳簿及び提出された諸表の計算は正確であり、不正、不当な出

納はなく確実なものと認める。 

以上となっております。 

次のページからは、令和５年度８月分の例月現金出納検査調書、出納計算書、８

月末現在の基金積立金調書、基金積立金金融機関別明細書が付されております。な

お、令和５年９月分の例月現金出納検査を、１０月３１日火曜日に行っております。

１０月分の例月現金出納検査を１１月２４日金曜日に大西監査委員とともに行って

おります。それぞれの公文と調書にて上田議長に報告をいたしております。 

それぞれの検査結果につきましては、諸帳簿及び提出された諸表の計算は正確で

あり、不正、不当な出納はなく、確実なものと認めたところでございます。 

いずれも、付されております調書をそれぞれご確認くださいませ。 

以上で、例月現金出納検査の報告を終わります。 

続いて、令和５年度定例監査結果報告をいたします。トップページの③の４、令

和５年定例監査結果報告書をお開きください。２ページが令和５年１１月２４日付

の美里監第４０号の公文でございます。読み上げます。 

美里町長 上田泰弘様 

美里町監査委員 大西 茂 

美里町監査委員 髙田美千子 

令和５年度定例監査結果報告について 

地方自治法第１９９条の第４項の規定に基づき、定例監査を実施したので、その

結果を同条第９項及び第１０項の規定により意見を添えて別紙のとおり報告いたし

ます。 

２ページは監査の期日及び対象となっております。１０月１６日以降の定例監査

実施の日程を記載しております。役場各課、町内各小中学校、指定管理施設を含め

た監査を計画に沿い行っております。 



－ 15 － 

１１月１５日の最終日には、町内の各公共施設や公共工事現場の視察を行い、１

１日間の日程を終了しております。 

なお、１１月２１日の午後に監査のまとめをいたしております。 

３ページから監査結果の詳細を述べております。少々時間をいただきますが、ペ

ージを追ってかいつまんで報告をいたします。 

第１、監査総括。 

定例監査を実施するに当たっては、各課等から事前に提出された監査資料に基づ

き、事業内容及び事業推進上の課題等について聴取し、次の点に主眼を置いて行っ

ております。 

１）町の財務に関する事務が関係法令等に準拠し適正か。 

２）町の運営に係る事業の管理が合理的かつ効率的か。 

３）財産の管理は適正に行われているか。 

４）町の事務事業の執行に係る工事について、当該工事の設計、施工状況等が適

正か。 

また、当日は担当課長及び担当係長に出席を求め、諸帳簿及び証書類の整理記帳

は完全か、財産の管理はどうか等、指摘すべきは指摘して、改善を要する点につい

ては適切な処理を講ずるよう指示をいたしております。 

また、昨年の指摘事項の措置状況は、事前に提出されていた改善スケジュールに

沿って概ね適正に処理されており、監査最終日には、改善状況を含め工事中の現場

を視察、確認しております。 

それでは、次に各項目について報告をいたします。 

１ 予算の執行。 

本町の財政状況は、自主財源が乏しい中、国や県の支援の及ばないものについて

は、財政調整基金の取り崩し等で対応してきました。直近では、上水道未整備地域

に対する拡張事業や、公共施設等の長寿命化対策等に本格的に取り組みはじめてお

ります。また、長期的な将来負担として、宇城広域連合の大型施設整備事業による

公債費負担金等の増加が見込まれています。 

町債につきましては、振興計画・過疎計画に沿って適正な発行に努められ、予算

編成に当たっては、将来負担を見据えた行財政運営の効率化、経常経費の縮減に努

められたいとしております。 

２ 収入事務 

調定事務・徴収事務・現金取扱事務については、適正に処理されておりますが、

令和５年４月から税及び使用料等のキャッシュレス決済が、また１１月から公金ス

テーションが、１２月からはセミセルフレジが導入されますので、住民への周知を
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図り、さらに適正に処理されたい。また、町税や各種使用料等の滞納については、

早期徴収に努め、長期化・高額化しないように対処され、請求・督促の通知と併せ

て直接訪問を強化するなど、職員のなお一層の奮起を望むとしております。 

３ 町税 

台帳・帳簿・証拠書類は整備され、記帳は適正に処理されております。所得の把

握は各種の課税に影響を及ぼしてくるため、個人の所得調査には万全を期すととも

に、極力未申告者の一掃に努め、公平な課税・徴収に努めらえたいと述べておりま

す。 

４ 起債及び一時借入 

起債の目的・資金種別・時期・限度額・方法・借入先、利率及び償還の方法等は

適切であり、今後とも事業の精査を行い、起債発行額の抑制と一時借入金の適正な

運用に努められたいとしております。 

５ 支出事務 

財務会計システムを利用した会計処理により、計算相違はなく、関係簿冊及び証

書類は正確に整備されております。 

６ 現金及び有価証券等の保管 

現金については、保管体制とその責任の所在が確立されており、かつ毎月末の預

金の残高証明書を取り、照合・確認されているのは当を得ており良好であり、有価

証券及び出資による権利証券は、会計課で的確に保管をされております。 

７ 契約事務 

契約事務については、法令及び条例等に則して処理され、適正な契約がなされて

おります。随意契約の締結については、慣例化が懸念されますことから、安易に随

意契約は行わず、契約内容等を十分精査して慎重に対応されたいとしております。 

８ 工事関係事務 

施行伺から竣工検査に至るまでの関係書類はよく整備されており、また、一部で

総合評価落札方式を取り入れて、品質の確保が図られています。災害関係の工事も

多い中、担当課におきましては円滑な工事の実施及び事故防止の観点からも、随時

現場に出向き、適切な指導監督と進捗状況の把握に努められたいとしております。 

９ 財産管理事務 

備品台帳は、総務課管財係で保管されておりますが、本年４月の機構改革以降の

所管転換はなされているものの、配置場所等の情報が未更新のものがあり、早急な

整備に努められたい。 

今後、公有財産の統廃合を進めるに当たっては、地区住民や利用団体の理解が得

られるよう対応すると同時に、町民に進捗状況がわかるような広報にも配慮された
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い。 

また、新たに取得した財産や未登記の土地の管理についても、専門知識を持つ人

の知恵を借りるなど、早急に対応されたいと述べております。 

１０ 特別会計の公営企業会計への移行 

令和６年４月から公営企業会計に移行する簡易水道事業及び生活排水事業につい

ては、他団体の導入事例等も参考に、委託業者の支援を受けながら準備が進められ

ております。今後も関係各課と調整し、条例の整備や会計システムの導入等の準備

を進めていただきたいと述べております。 

以上、１０の項目についてご報告を申し上げ、最後に結語を述べます。５ページ

をご覧ください。 

結語 

今回も前年同様、指導に重点を置いて監査したものであり、項目ごとに記述した

ほか、書類監査及び現地調査の時点において、それぞれ指摘してあるので速やかに

実行に移していただきたい。 

今後、宇城広域連合で整備した施設に係る後年度の公債費負担金の増加が見込ま

れることから、実質公債費比率と将来負担比率の増加が懸念されます。 

また、過疎化・少子高齢化、農業の後継者不足等々、いずれも歯止めのかからな

い状況が続いており、町内での就業機会の確保、企業の誘致、新規転入者の受け入

れ態勢の整備など、「小さくてもキラリと光るまちづくり」には、町民のニーズを

的確に捉えた丁寧で速やかな対応が必要です。 

自主財源の確保と歳出の見直しを図り、併せて公共施設等の整理合理化を進め、

将来負担の抑制を目指し、弾力性のある健全な財政運営が継続できるようにさらに

努力されたい。 

地震・豪雨災害からの復旧・復興も進み、新型コロナウイルス感染症は５類に移

行し、住民生活や経済活動も徐々にコロナ禍前に戻りつつある現在、今後とも住民

の期待に応えられるよう、健全な行政運営になお一層努力されることを望んで結語

とする。 

以上の報告をもちまして、１１月２４日金曜日、午後４時から町長室において、

大西監査委員とともに定例監査結果報告書を町長に提出をいたしております。 

以上で、私からの例月現金出納検査及び令和５年度の定例監査報告を終わります。 

○議長（上田 孝君） 以上で、監査委員の例月現金出納検査報告及び定例監査報告を

終わります。 

次に、宇城広域連合議会議員の報告を求めます。７番、濱田憲治君。 

○７番（濱田憲治君） おはようございます。 
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宇城広域連合議会議員の報告をいたします。 

令和５年第２回宇城広域連合議会定例会が、令和５年１１月１０日木曜、午後２

時から宇城広域連合２階交流プラザにて、参加者、守田連合長及び元松、上田副連

合長、宇城市議会より広域議員５名、宇土市議会広域議員３名、美里町より上田議

長と私、濱田、宇城広域連合事務局出席のもと、開会をされております。 

まず、一般質問があり、宇土市議会広域議員、福田慧一議員より通告があり、

「宇城広域連合施設環境センター「ＫＩＲＥＫＡ」へのし尿浄化槽汚泥が搬入され

ているが、計画を超える搬入量となっている。今後の見通しと対応、今後も搬入量

は増加すると思われるが、連合長に対応を期待」との質問でございました。 

次に、認定第１号、令和４年度宇城広域連合一般会計歳入歳出決算の認定につい

て、採決の結果、賛成多数により可決されております。 

次に、認定第２号、令和４年度宇城広域連合・宇城ふるさと市町村圏基金特別会

計歳入歳出決算の認定について、採決の結果、全議員により可決されております。 

次に、議案第１０号、宇城広域連合ごみ処理手数料条例の一部を改正する条例の

制定について、これは令和６年４月１日より自己都合で宇城クリーンセンターに搬

入される場合、一般家庭ごみ及び事業ごみは現行では１０キロ以下は１５０円とし、

１０キログラムを超える場合は、１０キロを増すごとに１５０円を加算する金額で

ありましたが、一般家庭ごみ、事業ごみとも持ち込みを１０キロ以下は２００円と

し、１０キログラムを超える場合は、１０キログラムを増すごとに２００円を加算

するものであります。採決の結果、賛成多数により、可決をされております。 

次に、議案第１１号、宇城広域連合火災予防条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、採決の結果、全議員により、可決をされております。 

次に、議案第１２号、工事請負変更契約の締結について、これはエネルギー回収

型廃棄物処理施設整備工事で、原材料価格の上昇や円安の影響などにより、受注者

である日立造船・エスエヌ環境特定建設工事共同企業体より、規定に基づきインフ

レスライド額の請求があり、国が公表しているインフレスライド条項の規定に基づ

き、複数回の協議を重ね、インフレスライド額を決定をされております。インフレ

スライド額は７,０５２万７,６８８円であります。契約の金額、変更前は９２億９,

５００万円でございましたが、変更後は９３億６,５５２万７,６８８円となってお

ります。採決の結果、賛成多数により、可決をされております。 

次に、議案第１３号、宇城広域連合一般会計補正予算（第２号）について、これ

は、歳入歳出それぞれ８,８２８万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ３５億６,８１６万６,０００円とするものであります。主なものは、

前年度繰越金及び関係市町決算剰余金返還金であります。美里町への返還金は１,
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６７６万４,０００円であります。採決の結果、全議員賛成により、可決をされて

おります。 

次に、議案第１４号、令和５年度宇城広域連合ふるさと市町村圏基金特別会計補

正予算（第１号）について、これは歳入歳出それぞれ２４４万３,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６９１万２,０００円とするものであ

ります。主なものは、前年度繰越金、県補助金、婚活支援業務委託料積立金であり

ます。採決の結果、全議員により、可決されております。 

以上が、令和５年度第２回宇城広域連合議会定例会の報告であります。 

次に、１１月１４日火曜日に行われました宇城広域連合エネルギー回収型廃棄物

処理施設整備工事火入れ式の報告をいたします。当日、午前９時３０分より神事の

式典があり、施主関係者１７名、施工関係者３８名、計５５名の出席のもと行われ

ております。美里町からは、吉住副町長、吉住美里町消防団長と私が出席をしてお

ります。 

令和６年４月１日より稼働し、焼却炉２基を備えた地上５階、地下１階建てで、

延べ面積は約３,０００平方メートルでございます。一日に８６トンを処理し、ご

みの焼却炉で発生する熱を利用し、最大１,６００キロワットを発電する蒸気ター

ビン発電所を設けてあります。 

以上で、宇城広域連合議会議員の報告といたします。 

○議長（上田 孝君） 以上で、宇城広域連合議会議員の報告を終わります。 

これで、諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 町長提出議案の一括上程 

○議長（上田 孝君） 日程第４、町長提出議案の一括上程を行います。 

議案第７９号から議案第９０号及び同意第１６号及び諮問第１号までの案件を一

括して上程し、案件のみ議会事務局長に朗読させます。立道議会事務局長。 

○事務局長（立道 誠君） それでは、①表紙、会期予定、議事予定表をご覧ください。

３ページをご覧いただきたいと思います。読み上げます。 

議案第７９号 美里町浄化槽市町村整備推進事業の設置等に関する条例の制定に

ついて 

議案第８０号 美里町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定について 

議案第８１号 美里町行政組織の改革に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

について 

議案第８２号 美里町簡易水道事業及び美里町生活排水事業に地方公営企業法の

財務規定等を適用することに伴う関係条例の整理に関する条例
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の制定について 

議案第８３号 美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

議案第８４号 美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

議案第８５号 美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

議案第８６号 美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

議案第８７号 令和５年度美里町一般会計補正予算（第７号） 

議案第８８号 令和５年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

次のページをお願いします。 

議案第８９号 令和５年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号） 

議案第９０号 令和５年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

同意第１６号 美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 以上で、議会事務局長の朗読を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 町長提出議案の提案理由説明 

○議長（上田 孝君） 日程第５、町長提出議案の提案理由説明を行います。 

町長に、町長提出議案の提案理由の説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） それでは、提案理由をご説明申し上げます。 

今定例会に提案しております議案は、条例７件、補正予算５件、その他２件の計

１４件でございます。 

はじめに、議案第７９号、美里町浄化槽市町村整備推進事業の設置等に関する条

例の制定及び議案第８０号、美里町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定につ

きましては、地方自治法の規定により、両事業に地方公営企業法の一部を適用する

ため、本条例を制定するものでございます。 

続きまして、議案第８１号、美里町行政組織の改革に伴う関係条例の整理に関す

る条例の制定につきましては、喫緊の行政課題に対応し、併せて住民サービスの向

上、及び業務の効率化を図るために、町長部局の一部を再編し、関係条例を整理す

る必要があるため提案するものでございます。 

続きまして、議案第８２号、美里町簡易水道事業及び美里町生活排水事業に地方
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公営企業法の財務規定等を適用することに伴う関係条例の整理に関する条例の制定

につきましては、対象事業に地方公営企業法の財務規定等を適用することに伴い、

関係条例の整理が必要となるため、提案するものでございます。 

続きまして、議案第８３号、美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例の制定から、議案第８６号、美里町一般職の任期付職員の採用等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定につきましては、人事院勧告に伴う国家公務員

の給与法の改正に基づき、関係条例において報酬等及び給与を改定したいため提案

するものでございます。 

また、議案第８４号、美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例の制定及び議案第８５号、美里町長等の給料、諸手当及び旅

費に関する条例の一部を改正する条例の制定につきましては、人事院勧告に伴う国

家公務員の給与法の改正に基づき、美里町議会の議員の議員報酬等及び美里町長等

の給与の改定をしたいため、提案するものでございます。 

続きまして、議案第８７号、令和５年度美里町一般会計補正予算（第７号）につ

きましては、主に人事院勧告に伴う人件費の補正のほか、７月上旬に発生をしまし

た豪雨災害に伴います林道施設や農用地等の災害復旧事業や、デフレ完全脱却のた

めの総合経済対策といたしまして、低所得世帯、住民税非課税世帯等、１世帯当た

り７万円の追加支援を行うための経費等に所要の補正を行う必要が生じたため、歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億７,５１５万８,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を８２億３,３４０万２,０００円とするものでございます。 

続きまして、議案第８８号、令和５年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２

号）から、議案第９０号、令和５年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第４

号）までにつきましては、主に人事院勧告に伴う人件費の補正や、介護保険特別会

計におきまして、令和６年度介護保険制度改正に伴います総合行政システムの改修

などに必要経費を補正いたしております。 

続きまして、同意第１６号、美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とにつきましては、委員１名の任期が令和５年１２月２２日で満了するため、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律の規定により、委員の任命につきまして議会

の同意を求めるものでございます。 

最後に、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつき

ましては、委員１名の任期が令和６年３月３１日で満了するため、人権擁護委員法

の規定により、委員候補者の推薦につきまして、議会の意見を求めるものでござい

ます。 

以上で、提案理由の説明を終わりますが、詳細につきましては担当課長に説明を
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いたさせますので、慎重なるご審議をいただき、速やかなるご議決をお願いいたし

まして、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（上田 孝君） 以上で、町長提出議案の提案理由説明を終わります。 

ここでしばらく休憩いたします。再開を１１時１５分とします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０３分 

再開 午前１１時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（上田 孝君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第７９号 美里町浄化槽市町村整備推進事業の設置等に関する条例の

制定について 

○議長（上田 孝君） 日程第６、議案第７９号、美里町浄化槽市町村整備推進事業の

設置等に関する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。酒井上下水道課長。 

○上下水道課長（酒井博文君） システムの「⑥議案第７９号」をご覧ください。 

議案第７９号について、ご説明を申し上げます。 

議案第７９号、美里町浄化槽市町村整備推進事業の設置等に関する条例の制定に

ついて 

美里町浄化槽市町村整備推進事業の設置等に関する条例を別紙のとおり定める。 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。 

美里町浄化槽市町村整備推進事業に、地方公営企業法の一部を適用することに伴

い、条例を制定する必要があるため、提案するものでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町浄化槽市町村整備推進事業の設置等に関する条例でございます。第１条か

ら第１０条までの条立てとなっております。第１条は、浄化槽市町村整備推進事業

の設置、第２条につきましては、法の財務規定等の適用が示されております。第３

条は、経営の基本、第４条は、利益の処分方法及び積立金の取り崩しに関する規定

でございます。積立金は、目的以外の使途には使用することができないとされてい

ますが、この規定に関わらず、議会の議決を経た場合については、積立金をその目

的以外にも使用できるとされています。 

次のページをお開き願います。 

第５条につきましては、資本余剰金の規定、第６条につきましては、重要な資産
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の取得及び処分の規定となっております。第７条につきましては、議会の同意を要

する賠償責任の免除を規定されており、議会の同意を得なければならない場合は、

賠償責任に係る賠償額が１０万円以上である場合とすることが規定されています。

第８条につきましては、会計事務の処理、第９条につきましては、議会の議決を要

する負担付きの寄附の受領等、第１０条につきましては、業務状況説明書類の作成

についての規定でございます。 

附則でございます。この条例は、令和６年４月１日から施行するとしております。 

以上で、議案第７９号の説明を終わります。 

○議長（上田 孝君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから、質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。採決は起立により行います。 

議案第７９号、美里町浄化槽市町村整備推進事業の設置等に関する条例の制定に

ついては、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第７９号、美里町浄化槽市町村整備推進事業の設置等に関

する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第８０号 美里町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定について 

○議長（上田 孝君） 日程第７、議案第８０号、美里町簡易水道事業の設置等に関す

る条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。酒井上下水道課長。 

○上下水道課長（酒井博文君） システムの「⑦議案第８０号」をご覧ください。 

議案第８０号について、ご説明を申し上げます。 

議案第８０号、美里町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定について 

美里町簡易水道事業の設置等に関する条例を別紙のとおり定める。 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 
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提案理由でございます。 

美里町簡易水道事業に地方公営企業法の一部を適用することに伴い、条例を制定

する必要があるため、提案するものでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町簡易水道事業の設置等に関する条例でございます。第１条から第１０条ま

での条立てとなっております。 

第１条は、簡易水道事業の設置、第２条につきましては、法の財務規定等の適用

が示されております。第３条は、経営の基本として給水区域、給水人口及び一日の

最大給水量が示されております。第４条は、利益の処分の方法及び積立金の取り崩

しに関する規定でございます。積立金は、目的以外の使途には使用することができ

ないとされていますが、この規定に関わらず議会の議決を経た場合については、積

立金をその目的以外にも使用できるとされております。 

次のページをお開き願います。 

第５条につきましては、資本余剰金の規定、第６条につきましては、重要な資産

の取得及び処分の規定となっております。第７条につきましては、議会の同意を要

する賠償責任の免除を規定されており、議会の同意を得なければならない場合は、

賠償責任に係る賠償額が１０万円以上である場合とすることが規定されております。

第８条につきましては、会計事務の処理、第９条につきましては、議会の議決を要

する負担付きの寄附の受領等、第１０条につきましては、業務状況説明書類の作成

についての規定でございます。 

附則でございます。この条例は、令和６年４月１日から施行するとしております。 

以上で、議案第８０号の説明を終わります。 

○議長（上田 孝君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。採決は起立により行います。 

議案第８０号、美里町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定については、原

案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 
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（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８０号、美里町簡易水道事業の設置等に関する条例の制

定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第８１号 美里町行政組織の改革に伴う関係条例の整理に関する条例

の制定について 

○議長（上田 孝君） 日程第８、議案第８１号、美里町行政組織の改革に伴う関係条

例の整理に関する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。坂村総務課長。 

○総務課長（坂村 浩君） システムの「⑧議案第８１号」をご覧ください。 

それでは、議案第８１号につきまして、ご説明申し上げます。 

議案第８１号、美里町行政組織の改革に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

について 

美里町行政組織の改革に伴う関係条例の整理に関する条例を別紙のとおり定める。 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。喫緊の行政課題に対応し、併せて住民サービスの向上及

び業務の効率化を図るため、町長部局の一部を再編し、関係条例を整理する必要が

あるため、提案するものでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町行政組織の改革に伴う関係条例の整理に関する条例でございます。 

第１条では、美里町課設置条例の一部を改正し、第２条では、美里町議会委員会

条例の一部を改正するものでございます。 

今回の機構改革は、児童福祉及び母子保健事業を集約し、子どもへの一体的な相

談支援等を行うため、課を新設するものでございます。 

なお、改正内容につきましては、別紙、議案資料、新旧対照表によりご説明させ

ていただきます。 

次のページをお開き願います。 

議案第８１号資料、美里町課設置条例の新旧対照表、第１条関係でございます。

左の欄が改正前、右の欄が改正後となっております。 

はじめに、改正条例の第１条でございます。改正後の第１条、課の設置に今回新

たに新設します「こども応援課」を追加し、第２条、課の分掌事務に総務課の係に

新たに「秘書広報係」を新設しますので、総務課のほうに「第３項、秘書及び渉外

に関すること」を追加するものでございます。 



－ 26 － 

新旧対照表の２ページをお開き願います。 

次に、今回、こども応援課の新設に伴いまして、これまで福祉課で担っておりま

した一部の業務をこども応援課に集約いたしますので、新旧対照表の改正前の第２

条、福祉課の項の第４号「こどもの支援に関すること」を削り、改正後の第２条

「こども応援課」を追加し、こども応援課の項に「第１号、子どもの支援に関する

こと」及び「第２号、子ども家庭センターの運営に関すること」を追加するもので

ございます。 

新旧対照表の３ページをお開き願います。 

美里町議会委員会条例新旧対照表、第２条関係になります。 

改正条例の第２条でございます。改正後の第２条、常任委員会の名称、委員定数

及びその所管の第２号、産業厚生常任委員会に「こども応援課」を追加するもので

ございます。 

再度、議案書の２ページを改めてお開き願います。 

附則でございます。この条例は、令和６年４月１日から施行するといたしており

ます。 

以上で、議案第８１号についての説明を終わります。 

○議長（上田 孝君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。採決は起立により行います。 

議案第８１号、美里町行政組織の改革に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８１号、美里町行政組織の改革に伴う関係条例の整理に

関する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第８２号 美里町簡易水道事業及び美里町生活排水事業に地方公営企
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業法の財務規定等を適用することに伴う関係条例の整理に

関する条例の制定について 

○議長（上田 孝君） 日程第９、議案第８２号 美里町簡易水道事業及び美里町生活

排水事業に地方公営企業法の財務規定等を適用することに伴う関係条例の整理に関

する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。酒井上下水道課長。 

○上下水道課長（酒井博文君） システムの「⑨議案第８２号」をご覧ください。 

それでは、議案第８２号について、ご説明を申し上げます。 

議案第８２号、美里町簡易水道事業及び美里町生活排水事業に地方公営企業法の

財務規定等を適用することに伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 

美里町簡易水道事業及び美里町生活排水事業に地方公営企業法の財務規定等を適

用することに伴う関係条例の整理に関する条例を別紙のとおり定める。 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。 

美里町簡易水道事業及び美里町生活排水事業に地方公営企業法の財務規定等を適

用することに伴い、関係条例の整理が必要となるため、提案するものでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町簡易水道事業及び美里町生活排水事業に地方公営企業法の財務規定等を適

用することに伴う関係条例の整理に関する条例でございます。 

変更内容につきましては、上部で言います８分の４ページ、資料の下に掲載され

ておりますページで言いますと５分の１ページをご覧ください。 

議案第８２号資料の新旧対照表にて説明をさせていただきます。美里町監査委員

条例の新旧対照表でございます。左の欄が改正前、右の欄が改正後の規定となって

おります。 

まず、地方公営企業法適用に伴い、地方公営企業法に基づく監査について規定す

る必要が生じたため、第５条と第８条にそれぞれ「地方公営企業法に関する規定」

を追加しております。 

次のページをご覧ください。 

美里町生活排水減債基金条例の新旧対照表でございます。第２条の積立額を、

「美里町生活排水特別会計歳入歳出予算」から「美里町一般会計歳入歳出予算」で

定める額に改正するものでございます。 

次のページをご覧ください。 

美里町浄化槽市町村整備事業に伴う浄化槽条例の新旧対照表でございます。 

第１条の見出しは、この条例の規定内容の要約が規定されていて、設置の旨が規
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定されているわけではないので、趣旨規定となるように第１条の見出しを「趣旨」

と改正しております。第３条につきましては、新規制定する「美里町浄化槽市町村

整備推進事業の設置等に関する条例」に規定するため、この条例からは削除となり

ます。第４条につきましては、第３条を削除することに伴い、この条例の抄訳規定

を用いることができなくなるため、新たに文言を改正し追加したものでございます。 

次のページをご覧ください。 

美里町簡易水道給水条例の新旧対照表でございます。第２条につきましては、新

規制定する「美里町簡易水道事業の設置等に関する条例」に規定するため、この条

例からは削除となります。 

次に、上部でいう８分の３ページの美里町簡易水道事業及び美里町生活排水事業

に地方公営企業法の財務規定等を適用することに伴う関係条例の整理に関する条例

にお戻りください。 

第５条にあります美里町簡易水道事業特別会計条例及び美里町生活排水特別会計

条例につきましては、地方公営企業法第１７条の規定により、地方公営企業法を適

用する事業については、条例で定めるまでもなく、特別会計を設置することが法律

上義務付けられていますので廃止となります。 

附則でございます。この条例は、令和６年４月１日から施行するとしております。 

以上で、議案第８２号の説明を終わります。 

○議長（上田 孝君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。採決は起立により行います。 

議案第８２号、美里町簡易水道事業及び美里町生活排水事業に地方公営企業法の

財務規定等を適用することに伴う関係条例の整理に関する条例の制定については、

原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８２号、美里町簡易水道事業及び美里町生活排水事業に
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地方公営企業法の財務規定等を適用することに伴う関係条例の整理に関する条例の

制定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第８３号 美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

○議長（上田 孝君） 日程第１０、議案第８３号、美里町一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。坂村総務課長。 

○総務課長（坂村 浩君） それでは、システムの「⑩議案第８３号」をご覧ください。 

それでは、議案第８３号につきまして、ご説明申し上げます。 

議案第８３号、美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定

める。 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。 

人事院勧告等に基づき、一般職の給与を改定したいため提案するものでございま

す。 

次のページをお開き願います。 

美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例でございます。な

お、改正内容につきましては、別紙、議案資料、新旧対照表によりご説明させてい

ただきます。 

新旧対照表の１ページをお開き願います。 

議案第８３号資料、美里町一般職の職員の給与に関する条例の新旧対照表、第１

条関係でございます。左の欄が改正前、右の欄が改正後となっております。 

最初に、改正条例第１条関係でございます。第１６条第２項につきましては、職

員の本年１２月に支給する期末手当の率を「１００分の１２５」に改めるものでご

ざいます。同条第３項につきましては、定年前再任用短時間勤務職員の本年の１２

月に支給する期末手当の率を「１００分の７０」に改めるものでございます。 

新旧対照表の２ページをお開き願います。 

第１７条第２項第１号につきましては、職員の本年の１２月に支給する期末手当

の率を「１００分の１０５」に改めるものでございます。失礼しました。勤勉手当

の率を「１００分の１０５」に改めるものでございます、失礼しました。第２号に

つきましては、定年前再任用短時間勤務職員の本年の１２月に支給する勤勉手当の
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率を「１００分の５０」に改めるものでございます。 

新旧対照表の２ページから７ページまでの別紙第１、第３条関係につきましては、

定年前再任用短時間勤務職員を含む一般職員の職員の給与表の改正でございます。

初任給をはじめ、若年層に重点を置いた平均改定率「１.１％」の引き上げの改定

となっております。 

新旧対照表の８ページをご覧ください。 

美里町一般職の職員の給与に関する条例の新旧対照表（第２条関係）でございま

す。左の欄が改正前、右の欄が改正後となっております。 

改正条例の第２条関係でございます。第１６条第１項につきましては、令和６年

４月１日以降に支給する職員の期末手当の率を「１００分の１２２.５」に改める

ものでございます。同条第３項につきましては、令和６年４月１日以降に支給する

定年前再任用短時間勤務職員の期末手当の率を「１００分の６８.７５」に改める

ものでございます。 

新旧対照表の９ページをご覧願います。 

第１７条第２項第１号につきましては、令和６年４月１日以降に支給する職員の

勤勉手当の率を「１００分の１０２.５」に改めるものでございます。また、第２

号につきましては、令和６年４月１日以降に支給する定年前再任用短時間勤務職員

の勤勉手当の率を「１００分の４８.７５」に改めるものでございます。 

再度、議案書の２ページをお開き願います。 

附則でございます。第１項、この条例は公布の日から施行する。ただし、第２条

の規定は令和６年４月１日から施行するといたしております。第２項では、第１条

の規定は、令和５年４月１日から適用するといたしております。第３項につきまし

ては、これまで支給した給与を内払いとみなす規定でございます。第４項は、規則

への委任規定でございます。 

以上で、議案第８３号の説明を終わります。 

○議長（上田 孝君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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これから採決を行います。採決は起立により行います。 

議案第８２号、美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８３号、美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第８４号 美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（上田 孝君） 日程第１１、議案第８４号、美里町議会の議員の議員報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。坂村総務課長。 

○総務課長（坂村 浩君） それでは、システムの「⑪議案第８４号」をご覧ください。 

それでは、議案第８４号につきまして、ご説明申し上げます。 

議案第８４号、美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

を別紙のとおり定める。 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。 

人事院勧告等に基づき、議会議員の報酬等を改定したいため提案するものでござ

います。 

次のページをお開き願います。 

美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

でございます。なお、改正内容につきましては、別紙、議案資料、新旧対照表によ

りご説明させていただきます。 

新旧対照表の１ページをお開き願います。 

議案第８４号資料、美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の

新旧対照表、第１条関係でございます。左の欄が改正前、右の欄が改正後となって

おります。 

最初に、改正条例第１条関係でございます。改正後の第２条第１項につきまして

は、町の一般職の職員の改定に併せまして、議員報酬を次のとおり改めるものでご

ざいます。 
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まず、議長の月額を「３１万６００円」に、副議長の月額を「２５万７,１００

円」に、議員の月額を「２４万１,０００円」に改めるものでございます。 

次に、第２条の２につきましては、議員の本年１２月に支給する期末手当の率を

「１００分の１６２.５」に改めるものでございます。 

新旧対照表の２ページをご覧ください。 

美里町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の新旧対照表第２条関係

でございます。左の欄が改正前、右の欄が改正後となっております。 

改正条例の第２条関係でございますが、第２条の２につきましては、令和６年４

月１日以降に支給する議員の期末手当の率を「１００分の１５７.５」に改めるも

のでございます。 

再度、議案書の５ページをお開き願います。 

附則でございます。 

失礼しました、２ページです。２ページをお開き願います、失礼しました。 

附則でございます。第１項、この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２

条の規定は、令和６年４月１日から施行するといたしております。第２項では、第

１条の規定は、令和６年４月１日から適用するといたしております。第３条につき

ましては、これまで支給した議員報酬及び期末手当の内払いとみなす規定でござい

ます。第４項は、規則への委任規定でございます。 

以上で、議案第８４号の説明を終わります。 

○議長（上田 孝君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。採決は起立により行います。 

議案第８４号、美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を

求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 
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したがいまして、議案第８４号、美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に

関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第８５号 美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

○議長（上田 孝君） 日程第１２、議案第８５号、美里町長等の給料、諸手当及び旅

費に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。坂村総務課長。 

○総務課長（坂村 浩君） それでは、システムの「⑫議案第８５号」をご覧ください。 

議案第８５号につきまして、ご説明申し上げます。 

議案第８５号、美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり定める。 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。 

人事院勧告等に基づき、特別職の給与を改定したいため提案するものでございま

す。 

次のページをお開き願います。 

美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正する条例でござい

ます。なお、改正内容につきましては、別紙、議案資料、新旧対照表によりご説明

させていただきます。 

新旧対照表の１ページをお開き願います。 

美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の新旧対

照表、第１条関係でございます。左の欄が改正前、右の欄が改正後となっておりま

す。 

最初に、改正条例第１条関係でございますが、第５条第１項につきましては、美

里町の一般職の職員の改定に併せまして、特別職の給与を改めるものでございます。

町長等の本年１２月に支給します期末手当の率を「１００分の１６２.５」に改め

るものでございます。 

次に、改正後の別表第１、第２条関係でございますが、を次のように改めるもの

でございます。 

まず、町長の月額を「７７万７,５００円」に、副町長の月額を「５８万２,８０

０円」に、教育長の月額を「５３万６,４００円」に改めるものでございます。 
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新旧対照表の２ページをお開き願います。 

美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の新旧対照表、第２条関係でご

ざいます。左の欄が改正前、右の欄が改正後となっております。 

改正条例第１条関係でございますが、第５条につきましては、令和６年４月１日

以降に支給する町長等の期末手当の率を「１００分１５７.５」に改めるものでご

ざいます。 

再度、議案書の２ページをお開き願います。 

附則でございます。第１項、この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２

条の規定は、令和６年４月１日から施行するといたしております。第２項では、第

１条の規定は、令和５年４月１日から適用するといたしております。第３項につき

ましては、これまで支給した町長等の給与を内払いとみなす規定でございます。第

４項は、規則への委任規定でございます。 

以上で、議案第８５号の説明を終わります。 

○議長（上田 孝君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。採決は起立により行います。 

議案第８５号、美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８５号、美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 議案第８６号 美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

○議長（上田 孝君） 日程第１３、議案第８６号、美里町一般職の任期付職員の採用

等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 
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内容説明を求めます。坂村総務課長。 

○総務課長（坂村 浩君） それでは、システムの「⑬議案第８６号」をご覧ください。 

議案第８６号につきまして、ご説明を申し上げます。 

議案第８６号、美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり定める。 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。 

人事院勧告等に基づき、一般職の任期付職員の給料を改定したいため提案するも

のでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例でござい

ます。なお、改正内容につきましては、別紙、議案資料、新旧対照表によりご説明

させていただきます。 

新旧対照表の１ページをお開き願います。 

議案第８６号資料、美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の新旧対照

表、第１条関係でございます。左の欄が改正前、右の欄が改正後となっております。 

最初に、改正条例第１条関係でございますが、第５条第１項につきましては、特

定任期付職員の給与表の改正でございます。給与表の全ての号給において、増額改

定となっております。 

新旧対照表の２ページをお開き願います。 

第６条第２項につきましては、特定任期付職員の本年の１２月に支給する期末手

当の率を「１００分の１７５」に改めるものでございます。 

次に、新旧対照表の３ページをお開き願います。 

美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の新旧対照表、第２条関係でご

ざいます。 

改定条例第２条関係でございますが、第６条第２項につきましては、令和６年４

月１日以降に支給する特定任期付職員の期末手当の率を「１００分の１７０」に改

めるものでございます。 

再度、議案書の２ページをお開き願います。 

附則でございます。第１項、この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２

条の規定は、令和６年４月１日から施行するといたしております。第２項では、第

１条の規定は、令和５年４月１日から適用するといたしております。第３項につき
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ましては、これまで支給した特定任期付職員の給与を内払いとみなす規定でござい

ます。第４項は、規則への委任規定でございます。 

以上で、議案第８６号の説明を終わります。 

○議長（上田 孝君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。採決は起立により行います。 

議案第８６号、美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８６号、美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条

例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

ここで、しばらく休憩します。再開を１３時ちょうどといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５６分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（上田 孝君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

先ほど、宇城広域連合議会議員の７番、濱田憲治君より訂正の申し出がございま

したので、皆様にお諮りいたします。広域連合議会議員の報告の中で、吉住美里町

消防団長を削除することとしたいと思いますが、皆様、訂正にご異議ございません

か。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、宇城広域連合議会議員の報告の中で、吉住美里町消防団長を削

除することといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第１４ 議案第８７号 令和５年度美里町一般会計補正予算（第７号） 

日程第１５ 議案第８８号 令和５年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第１６ 議案第８９号 令和５年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号） 

日程第１７ 議案第９０号 令和５年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第４

号） 

○議長（上田 孝君） 日程第１４、議案第８７号、令和５年度美里町一般会計補正予

算（第７号）から、日程第１７、議案第９０号、令和５年度美里町簡易水道事業特

別会計補正予算（第４号）までの４案件について、一括して議題としたいと思いま

す。 

お諮りします。日程第１４、議案第８７号から日程第１７、議案第９０号までの

４案件について一括して議題とし、本日は内容説明のみを行い、質疑・討論・採決

は、最終日に行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、日程第１４、議案第８７号から日程第１７、議案第９０号まで

の４案件について一括して議題とし、本日は内容説明のみを行い、質疑・討論・採

決は、最終日に行うことに決定しました。 

それでは、議案第８７号から議案第９０号までを一括して議題とします。 

まず、議案第８７号、令和５年度美里町一般会計補正予算（第７号）の内容説明

を求めます。坂村総務課長。 

○総務課長（坂村 浩君） それでは、システムの「⑭議案第８７号」をご覧ください。 

議案第８７号につきまして、ご説明を申し上げます。 

議案第８７号、令和５年度美里町一般会計補正予算書（第７号）の１ページをお

開き願います。 

議案第８７号、令和５年度美里町一般会計補正予算（第７号） 

令和５年度美里町の一般会計の補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億７,

５１５万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出予算それぞれ８２

億３,３４０万２,０００円とする。２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補

正」による。 

繰越明許費、第２条、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１３号第１項

の規定により、翌年度に繰り越して使用することができる経費は、「第２表 繰越

明許費」による。 



－ 38 － 

債務負担行為の補正、第３条、債務負担行為の追加は、「第３表 債務負担行為

補正」による。 

地方債の補正、第４条、地方債の追加及び廃止は、「第４表 地方債の補正」に

よる。 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 

５ページをお開き願います。 

第２表、繰越明許費でございます。 

款の２総務費、項の３戸籍住民基本台帳費の事業名「戸籍システム改修事業」８

０４万１,０００円から、事業名「住民基本台帳システム改修事業」５８７万４,０

００円までの３事業、総額１,７６５万５,０００円につきまして、繰り越しをする

ところでございます。 

次に、６ページをお開き願います。 

第３表、債務負担行為補正の追加でございます。 

事項の「Ｗｅｂ会議システム利用料」につきまして、期間を令和６年度から令和

６年度までとし、限度額を６万６,０００円と設定いたしております。 

次に、７ページをお開き願います。 

第３表、地方債補正の追加でございます。 

起債の目的及び限度額につきましては、脱炭素化推進事業債２９０万円から、緊

急防災減災事業債（防災設備整備事業）５００万円までの４件を追加いたしており

ます。 

なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、表内に記載のとおりでご

ざいます。 

続きまして、８ページをお開き願います。 

地方債補正の廃止でございます。 

起債の目的の地域活性化事業債（公用車購入事業）の限度額２００万円につきま

しては、備考欄の脱炭素化推進事業債（公用車購入事業）に振り替えるため、廃止

するものでございます。 

続きまして、１１ページをお開き願います。 

詳細につきましては、歳入歳出補正予算事項別明細書により、主なものにつきま

してご説明させていただきます。 

まず、２の歳入でございます。 

３つ目の枠の款の１４国庫支出金、項の２国庫補助金、目の１総務費国庫補助金

の社会保障・税番号制度システム整備費補助金（戸籍）８０４万１,０００円につ

きましては、戸籍の氏名にふりがなを追加するためのシステム改修に係る補助金で
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ございます。 

また、その下の社会保障・税番号制度システム整備費補助金（住基・附票）７９

９万７,０００円につきましては、マイナンバーカードへの氏名にローマ字表記等

を行うためのシステム改修に係る補助金でございます。 

続きまして、次の目の２民生費国庫補助金の電力・ガス・食料品等価格高騰重点

支援交付金（非課税世帯追加分）１億１,４８２万１,０００円につきましては、国

の補正予算に伴う重点支援地方交付金の低所得世帯支援事業に対する補助金でござ

います。 

次に、その下の子育て家庭支援事業費補助金２,９９５万４,０００円につきまし

ては、こども家庭センター設置に伴う経費に対する補助金でございます。補助上限

額はございますが、対象経費の９割が補助されるものでございます。 

次に、１２ページをお開き願います。 

２つ目の枠の款の１５県支出金、項の２県補助金、目の１総務費県補助金の物価

高騰対応生活者支援交付金１,４１０万１,０００円につきましては、先に事業を実

施しておりました低所得世帯、１世帯当たり３万円の給付を伴う物価高騰対応生活

者支援交付金の交付決定を受けまして増額するものでございます。 

次に、その下の目の２民生費県補助金の節の３老人福祉費補助金の介護基盤緊急

整備特別対策事業補助金４,６０５万円につきましては、介護施設等が実施する広

域型施設の大規模修繕や耐震化整備及び大規模整備の際に併せて行う介護ロボット

のＩＣＴの導入に必要な経費に対する補助金でございます。 

続きまして、その下の目の４農林水産業費（県補助金）の節の１農業費補助金の

農用地等災害復旧事業補助金（Ｒ５災害分）２,３４０万４,０００円と、その下の

災害査定設計委託費補助金１,０２５万９,０００円につきましては、本年７月の豪

雨災害で被災を受けました農用地等に対する災害復旧事業補助金でございます。 

次に、その下の節の２林業費補助金、林業施設災害復旧事業補助金（７月豪雨災）

１,１３４万２,０００円につきましては、こちらも本年７月の豪雨災害で被災した

林道の災害復旧費の増額に伴い、補正するものでございます。 

次のページをお開き願います。 

二つ目の枠の款の１７寄附金、項の１寄附金の目の１一般寄附金の、節の２ふる

さと応援寄附金２,０００万円につきましては、ふるさと納税の増額を見込んで増

額するものでございます。 

三つ目の枠の款の１８繰入金、項の１基金繰入金、目の１基金繰入金のふるさと

応援基金繰入金２,０３７万５,０００円につきましては、国が行う出産・子育て応

援交付金に、町単独で２万５,０００円を上乗せする交付金及びこども家庭センタ
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ーの工事費用等に係る一般財源分の財源として繰り入れるものでございます。 

次のページをお開き願います。 

二つ目の枠をお願いします。 

款の２１町債、項の１町債、目の８災害復旧債の節の３現年発生災害復旧事業債

５,４８０万円につきましては、本年度発生しました公共土木施設及び農地農林施

設等補助災害事業に充てる起債でございます。 

次に、その下の目の９消防債の、節の１緊急防災減災事業債５００万円につきま

しては、福祉避難所になっております保健福祉センター「湯の香苑」に併設します

車中避難所（駐車場）の用地購入費に充てる起債でございます。 

１５ページからが、３の歳出でございます。 

歳出におきましては、それぞれの科目におきまして、人事院勧告に伴います人件

費の補正を行っております。 

それでは、歳出の主なものにつきまして、ご説明申し上げます。 

１６ページをお開き願います。 

款の２総務費、項の１総務管理費、目の１一般管理費の節の８旅費におきまして、

費用弁償６８万１,０００円と、その下の普通旅費６３万７,０００円と、またその

下の節の１２委託料の台南市訪問コーディネート委託料７５万５,０００円につき

ましては、来年３月、宇城市・宇土市と合同で台南市に公式訪問を予定しておりま

すので、そちらに係る経費でございます。 

１７ページをお開き願います。 

款の２総務費、項の１総務管理費、目の１２特定目的基金費の節の２４積立金、

ふるさと応援基金積立金２,０００万円につきましては、ふるさと納税の増額を見

込み増額補正するものでございます。 

その下の目の１３合併２０周年記念事業費の節の１２委託料のまちの歌及び踊り

振付等作成委託料１３６万３,０００円につきましては、合併２０周年記念事業に

併せまして作成します町歌作曲及び踊りの振り付け等に係る委託料でございます。 

１８ページをお開き願います。 

二つ目の枠の款の２総務費、項の３戸籍住民基本台帳費、目の１戸籍住民基本台

帳費の節の１２委託料につきましては、マイナンバーカードへの氏名等のふりがな

及びローマ字表記等に係る戸籍附票システム改修委託料３７４万円と、その二つ下

の住民基本台帳システム改修委託料５８７万４,０００円につきましても、同様の

改修を行う経費を計上いたしております。 

２０ページをお開き願います。 

款の３民生費、項の１社会福祉費、目の２高齢者福祉費の節の１８負担金、補助
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及び交付金の介護基盤緊急整備特別対策事業補助金４,６０５万円につきましては、

介護施設（特別養護老人ホーム陽光園）等が実施する広域型施設の大規模修繕や耐

震化整備及び大規模修繕の際に併せて行う介護ロボットＩＣＴの導入に必要な経費

に対する県からの１０分の１０の補助金でございます。 

２２ページをお開き願います。 

款の３民生費、項の１社会福祉費、目の１０電力・ガス・食料品等価格高騰重点

支援事業費（低所得世帯支援分）におきまして、補正額１億１,５５２万１,０００

円につきましては、令和５年１１月２９日に国の補正予算で可決成立しましたデフ

レ脱却のための総合経済対策において、低所得世帯（住民税非課税世帯）に対し、

１世帯当たり７万円を追加支援するための必要経費を計上いたしております。約１,

６００世帯を見込んでおるところでございます。 

２３ページをお開き願います。 

一つ目の枠の款の３民生費、項の３児童福祉費、目の５こども家庭センター開設

準備費におきまして、補正額５,３１５万６,０００円につきましては、令和６年４

月から子どもへの一体的な相談支援等を行うため、保健福祉センター湯の香苑内に

こども応援課を新設し、運用を開始するこども家庭センターの開設準備費用をそれ

ぞれ計上いたしております。 

２６ページをお開き願います。 

款の５農林水産業費、項の１農業費、目の４農業振興費の節の１２委託料の農業

振興地域整備計画基礎調査業務委託料３３３万９,０００円につきましては、中央

北地区における農振農用地からの除外予定農用地の追加調査費用としまして、増額

計上いたしております。 

２８ページをお開き願います。 

二つ目の枠の款の７土木費、項の２道路橋梁費、目の２道路維持費の節の１４工

事請負費の社会資本整備総合交付金事業５,２００万円の増額につきましては、そ

の下の目の３道路新設改良費の社会資本整備総合交付金事業（通学路対策）の交付

決定が当初見込額を下回ったため、新設改良工事から道路維持費へ事業変更するも

のでございます。 

２９ページをお開き願います。 

一つ目の枠の目の４橋梁維持費の節の１４工事請負費、道路メンテナンス事業工

事費２,０００万円の減額につきましては、洞岳隧道に係る工事費が当初見込額よ

り安価で収まったことから、減額いたしております。 

次に、二つ目の枠の款の８消防費、項の１消防費、目の４災害対策費の節の１６

公有財産購入費５００万円につきましては、福祉避難所である保健福祉センター湯
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の香苑に併設する車中避難所及び備蓄倉庫を整備するための用地購入費を計上いた

しております。 

３０ページをお開き願います。 

二つ目の枠の款の９教育費、項の２小学校費、目の２教育振興費の節の１０需用

費の教科書改訂関連消耗品費１,０２１万１,０００円につきましては、令和６年度

から小学校教科書が改訂されることに伴い、今年度中に教科書及び指導書を購入し、

教職員の教材研究を行うため購入するものでございます。 

３２ページをお開き願います。 

款の９教育費、項の５保健体育費、目の２体育施設費の節の１０需用費の修繕料

２４５万４,０００円につきましては、美里町総合運動公園グラウンドの給水管及

び町営球技場のナイター照明の修繕に要するための増額計上いたしております。 

次に、二つ目の枠の款の１０災害復旧費、項の１農林水産業施設災害復旧費、目

の１農用地等災害復旧費の節の１４工事請負費、農用地等災害復旧工事（Ｒ５災害

分）２,６６０万円につきましては、７月豪雨災害関連事業費の増額見込みにより

補正を行うものでございます。 

また、次にその下の目の２林業施設災害復旧費の節の１４工事請負費、林道施設

災害復旧工事（７月豪雨災）１,５９５万円につきましても、７月豪雨災害により

被災した林道４路線の事業確定及び災害査定により、増額補正を行うものでござい

ます。 

以上で、議案第８７号の説明を終わります。 

○議長（上田 孝君） 以上で、議案第８７号の内容説明を終わります。 

次に、議案第８８号、令和５年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２号）の

内容説明を求めます。谷口福祉課長。 

○福祉課長（谷口信也君） それでは、システムの「⑮議案第８８号」をご覧ください。 

議案第８８号について、ご説明いたします。 

令和５年度美里町介護保険特別会計補正予算書（第２号）の１ページをお願いい

たします。 

議案第８８号、令和５年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

令和５年度美里町の介護保険特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２３０万

５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２１億４,９５８万

円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後
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の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 

予算の詳細につきましては、歳入歳出補正予算事項別明細書によりご説明いたし

ます。 

６ページをお願いいたします。 

歳入歳出補正予算事項別明細書の２、歳入でございます。 

一つ目の枠、款の３国庫支出金、項の１国庫負担金、目の１介護給付費負担金の

現年度分９万５,０００円の増額は、歳出側の介護予防サービス等給付費増額分の

２０％を計上しております。 

二つ目の枠、款の３国庫支出金、項の２国庫補助金、目の２地域支援事業交付金

（介護予防・日常生活支援総合事業）の現年度分３２万９,０００円の増額につき

ましては、歳出側の介護予防・生活支援サービス事業費及び介護予防ケアマネジメ

ント事業費増額分の２５％を計上しております。次の目の６介護保険事業費補助金

の介護保険事業費補助金５２万８,０００円の増額につきましては、歳出側の一般

管理費における総合行政システム改修委託料に対しての２分の１が補助されるもの

となります。 

三つ目の枠、款の４支払基金交付金、項の１支払基金交付金、目の１介護給付費

交付金の現年度分１２万９,０００円の増額につきましては、歳出側の介護予防サ

ービス等給付費増額分の２７％を計上しております。次の目の２地域支援事業支援

交付金の現年度分３５万５,０００円の増額につきましては、歳出側の介護予防・

生活支援サービス事業費及び介護予防ケアマネジメント事業費増額分の２７％を計

上しております。 

四つ目の枠、款の５県支出金、項の１県負担金、目の１介護給付費負担金の現年

度分５万９,０００円の増額は、歳出側の介護予防サービス等給付費増額分の１２.

５％でございます。 

五つ目の枠、款の５県支出金、項の２県補助金、目の１地域支援事業交付金（介

護予防・日常生活支援総合事業）の現年度分１６万４,０００円の増額は、歳出側

の介護予防生活支援サービス事業費及び介護予防ケアマネジメント事業費増額分の

１２.５％を計上しております。 

７ページをお願いいたします。 

款の７繰入金、項の１一般会計繰入金、目の１介護給付費繰入金の現年度分５万

９,０００円につきましては、歳出側の介護予防サービス等給付費増額分に対する

法定繰入分の１２.５％を計上しております。次は、目の２地域支援事業繰入金

（介護予防・日常生活支援総合事業）の現年度分１６万４,０００円は、歳出側の
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介護予防生活支援サービス事業費及び介護予防ケアマネジメント事業費増額分に対

する法定繰入分の１２.５％でございます。次の目の５その他一般会計繰入金につ

きましては、事務費繰入金として、歳出側の款の１総務費における事務費相当分の

４２万３,０００円を計上しているところでございます。 

８ページをお願いします。 

３、歳出でございます。 

一つ目の枠、款の１総務費、項の１総務管理費から三つ目の枠、款の１総務費、

項の３介護認定調査費までにつきましては、それぞれ事務費分における補正でござ

います。 

なお、一つ目の枠、款の１総務費、項の１総務管理費、目の１一般管理費におけ

る節１２委託料の総合行政システム改修委託料（介護保険制度改正分）１０５万６,

０００円の増額につきましては、令和６年３月の介護保険制度改正への対応分でご

ざいます。 

また、三つ目の枠の目の１介護認定調査費の節１８負担金、補助及び交付金の宇

城広域連合負担金２１万１,０００円の減額につきましては、宇城広域連合介護認

定審査会における審査会開催回数の減少、委員欠席等による報酬の減額や入札執行

による電算システム使用料の減額等により、本町が負担すべき額も減少するためで

ございます。 

四つ目の枠の款の２保険給付費、及び五つ目の枠、款の３地域支援事業費におけ

るそれぞれのサービスの増額は、これまでの７か月間の給付実績を踏まえて、必要

額を確保するため、介護予防サービス給付費で４８万円、通所型サービス費で１１

４万６,０００円をそれぞれ増額するものでございます。 

９ページをお願いいたします。 

一つ目の枠、款の３地域支援事業費、項の１介護予防・生活支援サービス事業費、

目の２介護予防ケアマネジメント事業費では、節の１２委託料の介護予防ケアマネ

ジメント委託料１０万９,０００円は、地域包括支援センターに委託する介護予

防・日常生活支援総合事業利用者の介護予防ケアプラン作成に対して、節の１８負

担金、補助及び交付金の介護予防ケアマネジメント事業費負担金６万３,０００円

は、居宅介護支援事業所への委託による介護予防・日常生活支援総合事業利用者の

介護予防ケアプラン作成に対してそれぞれ支払うもので、それぞれが当初見込みの

月額を上回る支出状況にあり、必要額を確保するための増額分でございます。 

二つ目の枠、款の５諸支出金、項の１償還金及び還付加算金、目の２償還金につ

きましては、平成２９年度から令和元年度までの介護給付費等における国県支払基

金交付金の再確定に伴う返還金で４９万４,０００円を計上しております。 
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最後の枠、款の７予備費につきましては、歳入歳出予算の調整によるものとなり

まして９３万８,０００円を減額しております。 

以上で、議案第８８号の説明を終わります。 

○議長（上田 孝君） 以上で、議案第８８号の内容説明を終わります。 

次に、議案第８９号、令和５年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号）の

内容説明を求めます。酒井上下水道課長。 

○上下水道課長（酒井博文君） システムの「⑯議案第８９号」をご覧ください。 

議案第８９号について、ご説明を申し上げます。 

次のページをご覧ください。 

議案第８９号、令和５年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号） 

令和５年度美里町の生活排水特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０２万

１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億１,０８２万円

とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 

４ページをご覧ください。 

まず、歳入についてご説明を申し上げます。 

一般会計繰入金につきましては、歳出の財源として１０２万１,０００円を計上

しております。 

次のページをご覧ください。 

次に、歳出についてご説明を申し上げます。 

款の１総務費、項の１総務管理費、目の１一般管理費、節の１０需用費の印刷製

本費８万４,０００円につきましては、公営企業会計移行に伴う浄化槽使用料徴収

の督促状作成費として計上しております。次の説明、修繕料につきましては、浄化

槽修繕についての不足見込額８０万円を計上しております。節の２２償還金、利子

及び割引料の浄化槽市町村整備促進事業使用料過年度還付金につきましては、過年

度分の浄化槽使用料の還付に充てるため１万２,０００円を計上しております。 

最後の枠、予備費を１万２,０００円減額しておりますのは、浄化槽使用料の還

付金１万２,０００円に組み替えをしております。 

以上で、議案第８９号の説明を終わります。 

○議長（上田 孝君） 以上で、議案第８９号の内容説明を終わります。 
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次に、議案第９０号、令和５年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）

の内容説明を求めます。酒井上下水道課長。 

○上下水道課長（酒井博文君） システムの「⑰議案第９０号」をご覧ください。 

議案第９０号について、ご説明を申し上げます。 

次のページをご覧ください。 

議案第９０号、令和５年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

令和５年度美里町の簡易水道事業特別会計の補正予算（第４号）は、次に定める

ところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９６万

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億６,２７８万１,０００円

とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 

４ページをご覧ください。 

まず、歳入についてご説明を申し上げます。 

款の１分担金及び負担金、項の２負担金、目の１消防施設整備負担金、節の１の

消防施設整備負担金につきましては、消火栓の修繕負担金として１７万円を計上し

ております。 

次の枠、款の４繰入金、項の１、目の１、節の１の一般会計繰入金につきまして

は、歳出の財源として１７９万円を計上しております。 

次のページ、次に歳出についてご説明を申し上げます。 

款の１総務費、項の１総務管理費、目の１一般管理費、節の１０需用費の印刷製

本費につきましては、公営企業会計移行に伴う水道料金使用料徴収の督促状作成費

として１６万８,０００円を計上しております。修繕料につきましては８７万円を

漏水修繕などの見込額として計上しております。 

次の枠、節の１１役務費の公金振替手数料につきましては、コンビニ納付が増加

したため、その手数料の不足見込額として３万円を計上しております。 

以上で、議案第９０号の説明を終わります。 

○議長（上田 孝君） 以上で、議案第９０号の内容説明を終わります。 

ここでしばらく休憩します。再開を１３時４５分とします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時３４分 

再開 午後１時４５分 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（上田 孝君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 一般質問 

○議長（上田 孝君） 日程第１８、一般質問を行います。 

一般質問の広報掲載のため、ここから広報担当者、福田主査の議場内での写真撮

影を許可します。 

通告があっておりますので、順次発言を許します。なお、発言時間は申し合わせ

事項により、答弁を含め６０分以内となっておりますので申し添えます。 

８番、福田秀憲君の一般質問を行います。福田秀憲君。 

○８番（福田秀憲君） それでは、先に通告しておきました質問をいたします。今回は、

中央北地区簡易水道事業、もう一つは入札、契約についての２項目について質問を

いたします。 

まず最初に、中央北地区簡易水道事業について質問をいたします。 

この事業は、年次計画によりますと事業費約３０億円、期間は令和５年度から令

和１４年度までの１０年間が予定をされています。計画給水人口が２,３２０人と

いうことであります。この事業については、５月の町政座談会で中央地区には説明

がなされています。さらに、１０月には中央北地区住民に対して、地区ごとに説明

会が行われました。 

そこで、この中央北地区における説明会への出席者はどれぐらいおられたのか。

また、世帯数にすると何世帯になるのか。 

私は自分の住んでいる馬場地区の説明会に参加をいたしましたけれども、参加者

は数えてみたら２０人でありました。ここは対象世帯は２４０世帯ありますので、

２０人来られたのは各世帯から１人ということを考えますと、非常に少ないような

気がしたわけであります。 

ということで、参加者等のいくら、どれだけ出席されたのかをお伺いをいたしま

す。 

○議長（上田 孝君） 酒井上下水道課長。 

○上下水道課長（酒井博文君） ご説明を申し上げます。 

中央北地区簡易水道事業説明会は、１０月１２日から１１月１６日までの期間に、

水源地の地区である小筵地区と中央北地区簡易水道事業の整備対象地区の１０地区、

合わせて１１地区への説明を行いました。参加者数は、合わせて２７２名の参加で

ありました。すみません、世帯数まではちょっと把握しておりません。 

また、その地区の説明会の中での主な質問・意見・要望等を６項目ほどに絞って、
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失礼いたしました。参加者数は合わせて２７２名の参加でありました。 

以上です。 

○議長（上田 孝君） 福田君。 

○８番（福田秀憲君） ええ、まあ第２項目の中でちょっとお聞きしようかと思いまし

たけど、今ちょっと説明をしかかられましたけども、その説明会がありましたけれ

ども、その中でいろんな意見とか要望が出たと思います。どういう意見・要望が多

かったのか、お伺いをいたします。 

○上下水道課長（酒井博文君） ご説明を申し上げます。 

その地区の説明会の中で、主な質問・意見、要望等を６項目ほどに絞って紹介を

させていただきます。 

まず、一つ目が「水道料金の将来的な値上げはあるのか心配である」と。次に

「消火栓の整備はしてもらいたいし、してもらえれば安心できる」と。次に「町営

水道と今ある水道の併用はできるのか。できれば加入しやすいと思う」と。次に

「工事分担金で給水管引き込みの工事はどこまでできるのか。メーター機引き込み

までではなく、今ある宅内の引き込み部分まで工事をしてもらえれば加入率も上が

るんではないか」と。次に「町営水道に加入するには、今ある水道施設がもったい

ない」という意見もありましたが、その反面、「困っていて町営水道を待ち望んで

いる。できるだけ早く水道事業を進めてもらいたい」というような意見がありまし

た。 

最後になりますが「この水道事業は採算が取れる事業なのか。将来の水道事業経

営が心配である」と、こういった質問、ご意見、要望などがありました。 

ほかにも多数質問等がありましたが、ここでは主なものに絞って紹介をさせてい

ただきます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 福田君。 

○８番（福田秀憲君） ええ、私が参加した馬場地区の説明の中にもですね、そういう

意見がありまして、その中で一番私が気にかかったのが、水質、それと水量、これ

で困っていて一刻も早く給水をしてほしいという切望された地区の方がおられまし

た。こういう要望に応えるためにも、ただいま年次計画をつくっておられますけれ

ども、その変更というのはできるのかどうか。できるならちょっと見直しをしても

らいたいところもあるんですが、できるのかどうかお伺いをいたします。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 今、議員が年次計画の変更ができるのかというようなご質問で

ございますが、それは要望等による計画の見直しはできるのかということでよろし
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いでしょうか。 

その件につきましては、本年６月の議会でも担当課長がお答えしておりますが、

原則として、基本的には計画通りに工事を進めてまいります。しかしながら、水道

組合または地区の既存水道施設が故障した、あるいは水質が著しく悪化したなどの

緊急性等が認められる場合であって、給水工事が可能な範囲の地区であれば、計画

の見直しや変更は可能であると考えております。 

とは申しましても、現段階では、当初の計画通りに工事を進めていきたいという

ふうに考えております。 

○議長（上田 孝君） 福田君。 

○８番（福田秀憲君） 今、中央北地区のほとんどの世帯がボーリングをした水を利用

しておられるわけであります。飲料水については、浄水器を利用するか購入をして

飲料水として使っておられるわけであります。 

先ほど困っておられるということを申し上げましたけれども、特にと言いますか、

困っておられるところがあります。その状況について、少しお話をさせていただき

ますけれども、そこは地域を特定して申し上げますけれども団地でありまして、馬

場の七班、ここではですね、ボーリングした水を共同で利用されています。その団

地の当初はですね、家が少なくて、件数も少なくて、安定した水を利用していたん

でありますけれども、段々家が建ってきますと、どうしても水が不足してきたとい

うことであります。現在はですね、最初４軒ぐらいだったんですけれども、今は１

４軒、人員にして５２名がおられるわけであります。こういう水量不足、それと濁

りに対してですね、対策として新たな井戸をボーリングして、その後、まだ水不足

が続くもんで、水不足を解消するために３トンの受水槽を設置しました。そして、

これはごく最近でありますけれども、補助金をいただいて濁りがすごくひどくてそ

れが取れないということで、大型の浄水器を設置をされました。しばらくはよかっ

たんですけれども、どうしても濁りが強くて、浄水器のフィルターが目詰まりをす

るということになりまして、水中ポンプに負荷がかかるということになりましたの

で、現在はその浄水器を通さないで、もうポンプで上げたやつをそのまま利用して

いるというような状況になっているわけであります。 

家庭内の水の利用状況につきましては、風呂、洗濯等はその濁ったままで利用さ

れております。飲料水については、購入して使用されているところがほとんどであ

るわけであります。中にはですね、その食器類を一旦少し濁りのある水で洗った後

に流水を汲みに行って、それでまた最終的に洗っているというような状況でありま

す。 

それでは、写真を用意しましたので、ちょっと見ていただけますでしょうか。 
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今、出ておりますけれども、これがですね、団地の全体、３ページだそうです。

全体図です。一番手前の右側にありますのが３トンの受水槽。真ん中がですね、給

水ポンプがあります、給水ポンプ。そして、左側が新しく付けた大型の浄水器、こ

れは今使っておりません、外して。その浄水器っていうのは、洗えばいいんじゃな

いか、フィルターを替えればいいんじゃないかと言われますけれども、もう１、２

週間ぐらいでもう目詰まりがして、使えなくなって、もう手に負えなくなって今外

しているところであります。 

それと、次に写真が出ましたけれども、丸いタンクの下に、これがタンクの内部

です。水が溜まっておりますけれども、これは少し濁りが出て、少しといいますか、

大分濁りが出ているわけであります。 

次に、写真が出たと思いますけれども、これは一つの家の浴槽なんです。浴槽で、

これが濁った状態なんですよね。これを使っておられるということであります。 

次に出ましたのが、これはもう水はどうしても買って飲まなければいけないんで、

どこの家庭でもサーバーを置いたりなんかして、こういう状態で何箱も買って準備

をされているところであります。 

それで、工事を計画されているのは、やはり水源に近いほうから順番に系統だっ

て工事を進めていくっていうのが当たり前のことで、そういうことは理解しており

ますけれども、その団地は、すぐ近くに配水管が計画の中で、令和８年度に布設さ

れるようになっております。地図を見ていただきますと、黄色いやつで、令和８年

度、上がっていって、令和９年度の横の、何て言いますか、ちょっと赤みがかった

やつがありますけれども、そのぶつかったところ。それから左のほうにいっていた

だいて、拡大していただきましたけれども、何ですか、馬のような形になっていま

すけれども、２３１、２３２、２３３、２３４とありますけれども、この２３３、

２３４のところがその団地になっているわけであります。令和８年度にここに配管

が来るのに、全体的な図面で見ると、令和１１年度の工事になっているわけであり

ます。こんなに困っているのに３年間待たなきゃいけないということでありますの

で、できれば令和８年度に引いた、布設されたその時点で、できるならこの団地ま

で引っ張っていただければ解消できるのかなというふうに思っております。 

ちなみに、私が歩測をして距離を測ってみましたところ、この橙色の配管の来る

ところからその団地のところまで、大体１８０メーターぐらいの距離になっている

わけであります。 

こういう状況でありますので、ぜひですね、工事の中で早めに検討していただい

て、変更するなら早いほうがいいでしょうから、ぜひ早く検討していただきたいな

というふうに思っています。やはり私がその立場になったら、やっぱり毎日使うや
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つ、健康にも関係するやつですので、ぜひですね、早めに対応を願いたいと思いま

す。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 今、写真を見せていただいてですね、現状をしっかりと確認を

させていただきました。 

先ほども申しましたが、やはり緊急性等がですね認められる場合には、ある程度、

弾力的に対応するということも考えております。絶対に計画を立てているから、そ

れから逸脱することなく完遂するということではなくて、そういった本当に困って

いらっしゃるところがあれば、できる限りの、できること、できないことはもちろ

んありますけれども、ある程度、弾力的に対応することは可能ではないかというふ

うに思います。 

ただ、これから先、恐らくいろんなところでいろんな要望が出てくると思います。

そういった全ての要望に全てお応えしているとですね、これは全ての計画が全て狂

ってしまうというような状況になってしまいますから、計画の見直しであったり、

変更する場合、そういった事案が発生した場合はですね、慎重に判断をしていきた

いというふうに考えるところです。 

○議長（上田 孝君） 福田君。 

○８番（福田秀憲君） やはり、水ですので、順番にやっていかないと、その工事とい

うのは進んでいかないと思うんで、飛び地ではこうやっぱりできていかないと思い

ますので、このあたりはすぐ近くまで来ているということで考えていただきたいと

思います。 

私は、ほかにもいろいろ聞いておりますけれども、その緊急を要するというよう

な話はほかには聞いておりませんけども、ほかにもですね、こういう、早く給水し

てもらいたいというようなところがありましたらですね、住民の要望に沿って、十

分検討していただきたいなというふうに思っております。 

次に、この簡易水道工事の財源についてお伺いをいたします。 

法の定めるところによる簡易水道事業は、国の補助金の対象外だと聞いておりま

す。３０億円の大事業であり、これを町の財源で賄うのは将来的にも大きな負担に

なってくると思います。補助金をもらうために、執行部と一緒に国への陳情を繰り

返しておりますけれども、目処がつかないような状態であります。私たちが陳情に

行ったその後、何かの動きや情報がありましたら伺いたいなというふうに思います。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 国のその後の動き等に関する情報ということでございますが、

美里町議会の皆さんと一緒に、国のほうに、かなり強力にですね要望をさせていた
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だいて、金子先生にもご随行いただいてですね、この水道を来年度から所管する国

土保全・水管理局のほうにも行って、局長さんにもお会いさせていただいたところ

です。 

現在、まだ厚生労働省の水道課、水道を担当する課がありまして、まだそこのほ

うでですね、移管するまでは様々な政策的なことを、あるいは法律的なことは決め

られていきます。美里町の議会の皆さんと要望活動をした後、その後、今度は全国

の簡水の要望活動もしましたし、熊本県の簡易水道協会の要望活動もさせていただ

いております。特に熊本県の簡易水道協会で要望したときはですね、ほぼ美里町の

要望をさせていただいたというような状況でありますけども、今、令和６年度に向

けてはですね、もう既に予算等が固まりつつあります。政策的なことももう財務省

との折衝は終わっておりますので、令和７年度に向けてですね、今こちらから要望

いたしております、越えなければいけない壁、それが緩和をできないかということ

でいろいろと今考えていただいているというような状況でございます。 

詳しいことはですね、まだここでお話しすることはできませんけれども、そうや

って、これは美里町だけが困っている話ではなくって、全国、いろんなところに同

じ悩みを持っていらっしゃる自治体があるわけですから、そういう自治体を救えな

いかということでいろいろと今考えていただいているというような状況でございま

す。 

○議長（上田 孝君） 福田君。 

○８番（福田秀憲君） 町長の行政報告の中でも、いろいろ全国簡易水道の会長かなん

か、県ですか、県のをされているということで、いろんな役職に就いておられるん

で、その辺りでも要望をしていただいているわけであります。これは１０年間とい

うスパンがありますので、最初できなくても、途中からでもその補助金がですね、

出してもらうようにすれば、財源としては助かるのかなというふうに思っておりま

す。 

熊本市では、なんか環境債というのが発行されたそうで、こういうのは当てはま

らないと思うんですけれども、いろんなやっぱり町でもほかに財源を検討してみる

必要もあるのかなという、いろんなやつがあるというのを私も知らなかったんです

けど、あるということですので、それと、町と一緒に、議会が一緒になってまた国

会への陳情を繰り返し行う必要もあるのかなというふうに考えております。 

この水というのは、住民にとって大事なライフラインでありますし、安心、安全

な水の供給は、生活する上でも不可欠な、必要不可欠なものであります。 

今回の水道事業にあたっては、町長の尽力で甲佐から水の供給を受けることがで

きるようになりました。今後は財源の確保とともに、安心、安全な水を待望してい
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る人や、移住者、定住者が増えるように、どれだけ早く給水できるかが課題になっ

てくると思います。 

それと、ここの中央北地区の簡易水道事業は、美里町にとっても大事業でありま

すし、この中央北地区だけじゃなくって、美里町の砥用地区にも、私はみんなに知

ってもらったほうがいいと思います。いろいろ、広報なんか見ましても、この事業

についてのなんか報道といいますか、載せてないところがありますので、全体に情

報の共有化ができるようにやっていただければなと思います。説明会を開かないに

しても、いろんな方法でお知らせをするというようなことで考えていただきたいな

というふうに思っております。よろしくお願いします。 

それと、もう一ついいですか。この水源の確保にあたっては、ほか、砥用簡易水

道からの水とか、いろいろな検討をされて、水源の検討をされたと思いますけれど

も、その検討された結果というのは、次に生かすためにもぜひですね、データとか

保存をしていただいて、引き継いでいっていただきたいなというふうに思っており

ます。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） この質問の要旨にですね、財源のお話もございました。今、砥

用地区のですね水道、これは今美里町簡易水道事業という名前、名称で事業を行っ

ておりますが、これ等に絡めたそういった検討はしたのかというようなお話でござ

いますし、もっと美里全体にですね、この事業をわかっていただいたらいいんじゃ

ないかというようなお話でございますので、少し財源も含めてお話をさせていただ

ければというふうに思います。 

今回、この中央北地区の簡易水道事業を整備するにあたりまして、財源をどう確

保するのかなど、様々な方法を検討したところでございます。 

まず、先ほど議員もおっしゃいましたが、既存の美里町簡易水道事業、これは旧

砥用地区を中心に運営している水道事業になりますが、この事業を拡張し、中央北

地区と併せることを検討しました。 

しかしながら、費用もかなりかかりますし、水量的にもですね、全てを賄えない

というような結果にもなりました。と同時に、この場合、給水人口が５,００１人

を超えてしまいます。これは５,００１人を超えますと、上水道事業ということに

なります。これは上水道事業になりますと、該当する国庫補助、国からの補助金が

ですね全くなくなります。また、起債、先ほど議員おっしゃいましたが、熊本市は

環境債というものをつくっているというようなお話もされましたが、この起債をで

すね、利用した場合であっても、美里町は今過疎債、それから水道事業をするので

あれば水道事業債、この二つの起債が使われますが、そういった起債をですね仮に
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利用できたとしても、国も交付税措置による財政支援が補塡が全くなくなると。で

すから上水道事業で事業を進めてしまえば、ほぼ町の手出しになってしまうという

ことになります。 

また、今回行います簡易水道事業もですね、創設の許認可申請を行った場合、本

町には既に美里町簡易水道事業という事業が存在をしています。これは経営実態が

同じで、両事業の給水区域が１０キロ以内、これは今この法律、またこれもおかし

いところなんですが、１０キロ以内に存在する事業になりますので、特定簡易水道

事業という事業になります。これもまた国庫補助金の補助メニューの対象外になり

ます。 

しかしながら、この特定簡易水道事業では、先ほど申しましたが、水道事業債、

それから過疎対策事業債を活用することができますので、結果として、国の地方財

政の支援措置を受けることができます。つまり既存の水道事業を拡張して上水道事

業とするよりもですね、特定簡易水道事業という事業にはなりますけども、中央北

地区の簡易水道事業として、新たな簡易水道事業の創設のほうが有利であるという

判断に、これまでの経緯としては至ったところでございます。 

今後、事業を進めていく、その財源の内訳になりますけども、現段階におきまし

ては水道事業債、及び過疎対策事業債の起債、それから一般財源、合わせて水道の

ための基金を随分積んできておりますので、その基金をですね活用していきたいと

考えております。 

これは、先ほどもお話しましたが、本年９月、美里町議会の皆さんと国に対する

要望、かなりこれは強く要望させていただいて、美里町という町が水道の新設に関

して非常に困っているということをですね、認識していただいたと私は思っており

ます。 

しかしながら、まだその要件の、補助要件の緩和であったりですね、新しいメニ

ューの創設であったり、まだまだしっかりと今後できるように、今後も引き続き一

丸となって国に皆さんと一緒に要望活動をしていきたいと思いますので、どうかそ

の点はご理解とご協力をよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（上田 孝君） 福田君。 

○８番（福田秀憲君） 財源についてはですね、地方債を使えるということで理解をさ

していただきました。 

それでは、次の質問に移らさせていただきます。 

次に、入札及び契約ということについて質問をいたします。 

入札や契約については、まだ勉強不足のところがあって、あんまり認識しており

ませんけれども、確認しておきたいことがありますので質問をさせていただきます。 
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入札や契約については、いろんな種類があります。地方公共団体の契約は原則と

して一般競争入札によらなければならないとなっております。指名競争入札と随意

契約は、法に定められた事項に該当するときに限り、これによることができるとい

うふうになっているわけであります。 

現在、美里町にはほとんどが指名競争入札と随意契約で、入札と契約が行われて

おります。 

そこで確認ですけれども、指名競争入札の参加者や随意契約での見積書の徴収、

これはどうなっているのか。また、指名競争入札で行われている総合評価方式です

か、これは今後増やしていきたいと考えておられるのかどうか、お伺いをいたしま

す。 

○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） ご説明申し上げます。 

指名競争入札の参加者数と随意契約での見積もりの徴収はというご質問でござい

ますけども、本町では、美里町における指名基準についてという内規を作成いたし

ております。この内規では、指名競争入札の一件における指名業者数は特別な場合

を除き、最低５社以上といたしております。また、一つの案件において、対象業種

を希望する町内業者が５社に満たない場合には、他業種を希望する町内業者で、対

象業種の資格を有し、経審の審査を受けている業者の中から実績や施工能力等を考

慮して５社を確保することといたしております。町内業者のみでは、規模、能力、

その他の事由により適正な施工が見込めない場合、もしくは適正な入札の成立が見

込めないと認められる場合につきましては、県内業者、それから県外業者の順に指

名を行うことといたしているところです。 

また、随意契約につきましては、町の財務規則の規定に基づき、なるべく２社以

上の事業者から見積書を徴収するということといたしておりますが、施設の管理業

務であったり、ＩＣＴ関連業務など、専門性の高い業務の多くは１社からの見積も

り徴収を行っているところでございます。 

ちなみに、随意契約で業務委託契約の件数で見てみますと、昨年度の業務委託契

約の件数が３０９件、内１社の見積もりで随契を行った件数が２０２件ということ

になっております。 

それから、総合評価方式に関連するご質問があったかと思います。総合評価方式

は、予定価格の制限の範囲内の価格をもって申し込みをした者のうち、価格やその

他の条件が地方公共団体にとって、もっとも有利なものをもって落札者とするとい

うことができる制度でございます。本町では、令和３年度に導入いたしまして、当

該年度に２件、令和４年度に４件、本年度は、これからの予定も含めまして６件実
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施することといたしております。工事はいずれも土木工事ということになっており

ます。 

総合評価方式を導入した経緯につきましては、町建設業協会から価格以外の要素、

例えば、災害応急の実績なども評価していただきたいという要望がありました。ま

た、町としましても工事の品質を確保したいという思いがありましたので、導入す

るということとしたところでございます。 

総合評価方式の手続きとしましては、入札公告の前に指名審査会並びに総合評価

委員会を開き、評価基準や指名業者を選定することといたしております。 

次に、熊本県が開催する学識経験者の意見徴収で本町の案件を審議していただき

ます。その後、質問期間を設け、電子入札で通常通りに入札をしていただき、入札

金額と評点とで金額を算出し、落札者を決定するということといたしております。 

総合評価方式の導入によりまして、事業者側も品質の確保をより意識した施工が

できているというふうに認識しております。これからも、今後も総合評価方式とい

うのは続けてまいりたいというふうに考えておりますけれども、ここのちょっとデ

メリットというのが、県のほうの学識経験者の意見徴収というのを、県の開催に合

わせて行っておりますので、入札の公告から落札者の決定、それから契約までに相

当の期間を要します。通常の指名競争入札よりも期間を要しますので、年間に総合

評価方式を取り入れられる件数というのは限られてきます。本年度の６件ぐらいが

もうマックスではないかなというふうに考えているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 福田君。 

○８番（福田秀憲君） 今、詳しく説明をしていただきました。わかったところとわか

らないところありますけれども、この指名競争入札の参加者の指名、これは５社と

いうふうなかたちになって、それと随意契約の場合は２社、２人といいますか、こ

れは財務規定の中で謳われているわけですけれども、私がその財務規定だけしか見

てなかったもんですから、わからなかったのは、以前は原則としてというふうにな

っていたんですけれども、原則として５社、今はもうなるべく５社と、５人という

ようなかたちになる。そすと随意契約もなるべく２人以上のところから見積もりを

いただかなければならないというふうになっておりますけれども、この何ていいま

すか、曖昧というかな、なるべくということは、できるならという解釈もできるん

で、５社いなくても私は単に１社でもいいのか、２社でもいいのか、そういう考え

があったもんですから、この確認のために質問をさせていただきました。 

ということは、これは５社なければもういけないというふうなかたちで進められ

ているんでしょうか。 
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○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） ご説明申し上げます。 

先ほど説明をさせていただきましたが、指名競争入札につきましては、なるべく

５社ということではなくて、特別な場合を除き最低５社ということにしております。

また、随意契約につきましては、財務規則に基づき、これは財務規則の規定を読ん

でいただければわかりますけれども、財務規則の中でもなるべく２社以上という表

現がありますので、これを適用させていただいております。 

が、指名競争入札におきましては、本町の工種、業種においては、５社に満たな

い業種がありますので、そういう場合は、先ほど申し上げましたように、他業種を

希望している業者で対象業種の有資格を有しているということで、指名に加えてい

るところもありますけども、そこを加えても５社に満たないという工種もあります。

ただ、そこを今度は県内、県外に求めていきますと、町内業者の育成というところ

にも関わりますので、他業種を含めても５社に満たないというところは５社未満で

入札を行っている場合もあるというところで、なるべくという表現は随意契約のみ

という表現でございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 福田君。 

○８番（福田秀憲君） 財務規則の中を見たんで、そういうふうなかたちで質問をさせ

ていただきましたけれども、何かちょっとこう、どうにでも、何社でもいいなとい

うふうに捉えているところが、どうしてもやっぱり町内業者の育成、その辺りを考

えたときには、なるべく町内業者の人にお願いをしてほしいなと思うわけです。そ

れに満たないときもあるんじゃないかなということで、今副町長の説明でわかりま

したけれども、その辺りは柔軟に対応しておられるようですので、町内業者の育成

なんかも考えながら実施をしていただければと思います。 

次に、この指名競争入札をする場合には、発注者といいますか、町は設計図書を

つくって発注をされていると思いますけれども、その設置図書に従って入札者も同

じ設計図書で設計をされていると思いますけれども、その請負工事の締結後に変更

契約数が相当多くなっているように思います。どういう理由によるのか、お伺いを

いたします。 

○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） ご説明申し上げます。 

入札後の工事において変更契約が多いというご質問です。どんな理由かというご

質問ですけども、変更契約につきましては、公共工事の品質確保の促進に関する法

律、こういう法律があります。これにおきまして、設計図書に示された施工条件と
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実際の工事現場の状態が一致しない場合、適切に設計図書を変更、及びこれに伴い

必要となる請負代金の額、または工期等の変更を行うことという規定がございます。

本町では、これに基づき変更契約を行っているということになりますけども、その

ほかの理由では、例えば継続事業など、事業の進捗を図るため、予算の範囲内で請

負代金の増額変更を行う場合もございますし、昨年度に至りましては、世界情勢に

よる資材の入手遅延や物価高騰による資材確保が困難となったケースもあるという

ふうに認識をいたしております。 

これらの理由により、昨年度変更契約を行った件数を申し上げますと、工事関係

につきましては、発注件数が指名競争入札、随意契約と合わせて１６０件、そのう

ち変更契約を行ったものは１３１件、建設コンサル関係につきましては、発注件数

が指名競争入札、随意契約合わせて３８件、そのうち変更契約を行ったものは２１

件というふうになっております。 

変更契約が多いというご指摘でございますけれども、いずれも適正な理由により

変更契約を行ったものでございますので、今後も変更契約につきましては、個々具

体的な契約ごとにその内容、性質、目的等諸般の事情を考慮して、合理的な裁量に

基づいて判断してまいりたいというふうに考えております。その結果、変更契約が

多くなり得るということもあるというふうに認識をしているところでございます。 

また、受注者からの変更契約の申し出があった場合には、写真、あるいは現地等

で関係職員が確認をすることとしておりますし、先ほど申し上げました継続事業な

ど事業進捗を図るため、予算の範囲内で請負代金の増額変更を行う場合は、発注者

側からの指示で変更契約を行うということもいたしているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 福田君。 

○８番（福田秀憲君） その変更契約をする場合の確認としては、現地調査と書類なん

かも見られて確認をされているということで、ぜひそれはですね、実行をしていた

だきたいなというふうに思っています。 

この変更契約には事務処理というもの結構時間がかかるんじゃないかなと思うわ

けです。それを軽減するためにも、やはり変更契約はなるべく少ないほうがいいの

かなというふうな思いがしております。 

私は一つの工事について、ちょっと検証をしてみました。竣工から、ずっと着工

から発注からですね、検査結果、その検証については、詳しくは申し上げませんけ

れども、次の提案をさせていただきたいなというふうに思います。 

工事の変更契約が出た場合には、先ほど副町長からもありましたけれども、書類

の審査、それと現地の確認、この辺は確実にやっていただければなというふうに思
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います。相当な数の工事がありますので、なかなかそこまではできないところもあ

るかもしれませんけど、できるだけ多くの工事をですねやっていただければと思い

ます。やはり何かやっぱり違うといいますか、私の考えているのと違うようなとこ

ろもありますので、ぜひ確認、現地の調査、書類の確認を確実に行っていただくよ

うにお願いをしておきます。 

次に、随意契約の見直しはできないかということです。 

随意契約は、競争入札と比べて早期の契約、締結、手順の簡素化、小規模事業者

であっても参入可能なメリットがあるわけであります。一方、予算の効率化、公平

性、透明性などのデメリットもあるわけであります。競争入札に参加できない小規

模事業者を考慮しつつ、できる限り競争入札に移行するように見直すべきではない

かなと思っております。リース、レンタル、委託などの相当の数があると思います

けれども、なかなか手がつけられないと思いますけれども、将来的にはやはり見直

すというかな、そういうのが必要になってくるんじゃないかなと思いますけれども、

どうでしょうか。 

○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） ご説明申し上げます。 

随意契約は、将来的に見直しが必要ではないかというご質問だったかと思います

けれども、これ、先ほど議員も申し上げられましたが、随意契約につきましては、

地方自治法の規定により認められている制度ではありますけども、契約は一般競争

入札が原則であり、政令で定める場合に該当するときに限って、随意契約は認めら

れているということになります。 

本町におきましての随意契約につきましては、令和４年度の件数で見てみますと、

工事関係が３２件、建設コンサル関係が１４件、ＩＣＴや管理業務など業務委託契

約が３０９件、リース契約が７７件というふうになっております。 

随意契約の主な理由につきましては、工事や建設コンサル関係につきましては、

町の財務規則に定める額を超えないもの、あるいは緊急の必要により競争入札に付

すことができないものであります。また、業務委託契約、リース契約につきまして

は、専門的な知識やノウハウに加え、相当な信用、実績等を有する業者の選定が必

要との理由から、地方自治法施行令に規定しますその性質または目的が競争入札に

適しないものを適用しているところでございます。 

随意契約につきましては、契約の相手方の能力を十分に確認した上で選択ができ

るというような長所がありますけども、反面、競争による適正な価格形成という点

では、一般競争入札並びに指名競争入札に比べて劣り、公正さの確保等で問題がな

いとは言い切れないと思っております。そのために政令により、特に限定した場合
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について随意契約は認められているというふうに認識をしているところでございま

す。 

将来的に随意契約を見直したらどうかということにつきましては、随意契約を見

直すということになりますと、契約の全てを一般競争入札や指名競争入札に付すと

いうことになるかと思います。競争入札は、契約の期間までに時間がやはりかかり

ます、ひと月ほどかかりますし、案件ごとに緊急性がある契約については、やはり

時間をかけずに契約をしたいという思いもありますので、全てをやはり競争入札に

付すというのは難しいんではないかなというふうに思います。また、随意契約につ

きましては、手続きが簡略であり、経費も少なくて済み、さらに相手方の能力を十

分に確認した上で選択ができるというふうなメリットがありますので、随意契約を

行う場合には、政令の規定に、規定する理由を遵守するのはもちろんのことですけ

ども、個々具体的な契約ごとにその内容、性質、目的等諸般の事情を考慮して、合

理的な裁量に基づく判断により行うべきというふうに考えております。 

随意契約の例を一つ上げますと、例えば、ＩＣＴ関連業務につきましては、その

システムを導入した事業者が技術、経験等からのちの管理業務を行うというのが妥

当だというふうに考えております。この場合は、随意契約で事業者を選定すること

が、引いては本町の利益の増進につながるというふうにも考えておりますので、全

てにおいて随意契約を見直すのではなく、やっぱり個別の案件に基づいて考えてい

くというのが妥当ではないかなというふうに考えているところです。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 福田君。 

○８番（福田秀憲君） これは全てを見直すていうのは、ちょっとなかなか難しいのが

あります。今、副町長が答弁されたように、できるところですね、というのは、私

心配しているのは、ある町のデータを持っているところが、それをずっと随意契約

をしていったときに、ほかのところが入ってこれないと思うんですよね。そすと、

もうその契約をするときに、これでやりましょうと言われるときにはそれで受ける

しかないというようなところが私は出てくるんじゃないかと思うんですよね。 

○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） その随意契約につきましてですけども、過去には見積もりの

徴収だけで済ませていた随意契約を、ここ数年につきましては、プロポーザル方式

に切り替えているものもございます。例えば、計画策定であったり、業者の委託事

業であったりというのは、確かに一度本町の業務を受けてしまうと、本町の状況が

よくわかるということで有利にはなるんですけども、やっぱり競争の原理というの

は働かさなければならないということで、ちょっと件数的には把握しておりません
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けども、プロポーザル方式で行っている案件もここ数年はかなりの数になってきて

いるところでございます。 

○議長（上田 孝君） 福田君。 

○８番（福田秀憲君） やはり美里町は財源、自主財源というのは少なくて、２０何％

ぐらいしか自主財源ありません。やはりその使う先を、やっぱり先々にはいろいろ

入ってこなければ、出るやつを考えていかなければ私はいけないと思ってこの質問

をさせていただきました。 

やはり地方自治にも謳われておりますように、少ない経費で最大の効果が上がる

ようにということでありますので、ぜひその辺りを考えていただいて、今後の運営

をお願いしたいと思います。 

終わります。 

○議長（上田 孝君） これをもちまして、福田秀憲君の一般質問を終わります。 

ここでしばらく休憩します。再開を３時といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時４２分 

再開 午後３時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（上田 孝君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問の途中でしたので、一般質問を続けます。 

次に、１番、村﨑公一君の一般質問を行います。村﨑公一君。 

○１番（村﨑公一君） １番、村﨑です。通告に従い、質問をいたします。 

一つ目、町職員について、二つ目、社会体育施設について。 

まず、一つ目についてでございますけれども、１２月に入り、もう町の来年度の

採用試験も進んでいる、または終わっているかと思いますが、まず今回の質問の前

提として、ちょうど私の子どもたちがですね、高校を卒業する年代になりまして、

その周りでお話をする中で、例えば、公務員を志望するケースが多く、美里町の採

用試験を受けたとか、公務員の専門学校に通っているという話をよく耳にします。

実際に話を聞いてみると、今は公務員試験の受け方も多様化しており、複数箇所の

採用試験を受け、その中から選ぶというかたちも多く、なかなか美里町役場を希望

しても難しいという話を聞きます。これは募集人数の少なさも一因だと思いますが、

また、地域住民の方の話の中では、よく聞くのが、新しく入った職員は美里町出身

以外の方も多く、名前を聞いてもわからないとか、美里町の人を採用しないのかと

いうお話もお聞きします。もちろん、ひと昔前、ふた昔前は職員はほぼ町内の方だ

ったと思いますが、時代が変わり、今では誰でも住所に関係なく採用試験を受ける
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ことができ、逆に多くの美里町の人がほかの自治体の職員として働かれていること

もあります。また、採用された職員が他町に住居を構え、通勤されていることなど、

町内に住むように強制などできないことは十分理解した上での質問となりますので、

あらかじめお話をさせていただきました。 

その上で質問に入らせていただきます。 

令和５年度の職員数、並びに年代構成をお聞きします。 

○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） ご説明申し上げます。 

令和５年度の職員数と年代構成はというご質問でございますけども、令和５年、

本年の４月１日現在の職員数を申し上げます。行政職が１４１名です。そのうち再

任用職員が８名。技能労務職員が１０名、うち再任用職員が２名ということになっ

ております。また、正職員以外に会計年度任用職員を学校勤務の職員を含め５３名

任用をいたしております。 

正職員の年代構成につきましては、再任用を含む行政職が２０代３１名、３０代

４４名、４０代３６名、５０代２２名、６０代８名という構成になっております。

また、再任用を含む技能労務職員につきましては、５０代８名、６０代２名という

構成になっております。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 村﨑君。 

○１番（村﨑公一君） これから先、段階的に定年延長が行われるため、６０代の職員

の割合が増えてくると思われます。 

次に、採用試験についてお聞きしますが、一次試験は筆記試験になると思います

が、高校にも公務員コースとか専門学校の公務員専門学校等ございますけれども、

一次試験の内容なども含めて、現在の美里町の職員採用試験の流れはどのようにな

っているのかお聞きします。 

○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） ご説明申し上げます。 

採用試験の流れはというご質問でございますけども、職員採用試験につきまして

は、その当該年度の７月に試験公告をまず行います。その後、７月下旬から８月上

旬にかけて受け付けを行い、９月中旬に一次試験を行っております。一次試験につ

きましては、熊本県町村会が主催します共同試験において行うことといたしており

ます。 

試験の内容につきましては、一次試験は教養試験、それから適性検査、専門職に

あっては専門試験ということになっております。その後、一次試験を合格した人を
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対象に二次試験を行いますけども、二次試験は１０月下旬頃に例年行っているとこ

ろです。二次試験につきましては、作文試験、個別面接試験、集団面接試験または

集団討論試験を行っております。最終合格者の決定は、１１月上旬というぐらいの

毎年スケジュールでございます。 

ただ、近年は職員採用試験に応募する人数が少なく、９月に実施します共同試験

で町が予定していた人数の採用ができない場合というのが多くなってきております

ので、その場合は二次募集、年明けて大体１月ぐらいですけども、二次募集を行っ

ておりますし、専門職の採用が必要になった場合は不定期ではありますけども、町

単独で実施をするという場合もございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 村﨑君。 

○１番（村﨑公一君） 私も知らなかったことなんですけれども、最初にお話しした最

近の公務員試験の受け方というのが、一つの志望する試験、例えば美里町役場に入

りたいから美里町だけ受けるのではなく、日程さえ合えばいくつもの採用試験を受

けることができ、例えば、美里町、宇城市、宇土市が採用試験の日程が違えば受け

ることも可能で、そこに熊本市や熊本県等の複数の採用試験を受けることができ、

先に、もし美里町の一次試験を通過しても、その後に言い方は悪いですが、本命の

自治体の試験を通過した後、先に通っていた美里町の試験を辞退するということも

あるとお聞きしました。また、本採用を受け、新年度から役場、自治体のほうに勤

務しながらもほかの採用試験を受け、採用されたら退職するという事例もあるとお

聞きします。 

そこで、次の３番と４番は関連しますので、一括で質問いたします。 

過去５年間、採用試験の一次通過後、または内定ですね、二次過ぎて内定まで決

まった後に辞退をした人の人数はどれくらいあるのか。また、過去５年間の職員の

募集人数と採用人数、それに応募人数をお聞きします。 

○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） ご説明申し上げます。 

まず、人数を説明いたします前に、ただいま議員がおっしゃられました複数の自

治体の試験を受けるという状況に最近あるということにつきまして、少しお話をさ

せていただきたいと思います。 

先ほど本町９月に一次試験を行うという話をさせていただきましたが、これは共

同試験、県下一斉の共同試験になりますので、基本的には共同試験に参加した自治

体の試験を同時に受けるということは、これは不可能ということになります。ただ、

申込書だけは共同試験の団体に複数申込書を出すということは可能ですので、言い
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方は悪いんですけども、複数出して、例えば締め切り前に複数を出して、受験番号

の若い番号のところを受けると、当然受験者数が少ないのでそちらを受けるという

こともあるんではないかと思いますし、宇城管内で言いますと、宇城市と宇土市は

共同試験に参加しておりませんので、宇城市、宇土市、美里町、それぞれの自治体

の試験を受けることもできます。なのでいろんな受け方がありますので、その結果

で受験者の方がどこの自治体を選ぶかというのはあるんだろうというふうに思って

おります。 

それでは、ご質問の過去５年間の一次通過後、または内定後に辞退をした人の数、

それから５年間の募集人員、採用人員、応募人員についてご説明を申し上げたいと

思います。 

過去５年間、一次試験を通過後、または内定後に辞退した人の数につきましては、

この５年間ということですので、令和元年から本年、令和５年の９月までの採用試

験の状況についてということになります。この期間に本町で募集した人数は、５年

間で２４名でございます。これに対する応募人数は１３４名、うち一次試験を合格

された方は３７名、一次試験後に二次試験を辞退した人は４名、二次試験合格後、

内定を辞退した人は２名ということになっております。 

以上のことから、最終的な採用人数はこの５年間で２４名ということになってお

ります。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 村﨑君。 

○１番（村﨑公一君） 自治体としてもですね、内定まで出した後に辞退されると、ま

たもう一度、二次募集というかたちで採用試験を行わなければならなくなりますの

で大変な負担になると思います。ただそれもですね、今の公務員試験の受け方の流

れということになっていることだと思いますので、これからもそういった現象は少

しずつですが起きていくのかと考えられます。 

次に、今現在ですね、公務員ばかりではなく、民間の企業のほうでも働き方改革

という言葉が進められております。一口に働き方改革と言っても、具体的にはどう

いうことなのかと言うと、調べてみるとですね、働き方改革とは、端的に言えば一

億総活躍社会を実現するための改革となっております。さらに一億総活躍社会とは

ですね、少子高齢化が進む中で、５０年後も人口一億人を維持し、職場、家庭、地

域で誰しも活躍可能な社会ということになっております。国全体で人口が減少して

いく中で、当然、労働人口、生産年齢人口が減っていき、近い将来、労働力不足に

なることが見込まれています。その対応策として、働き手を増やす、出生率の向上、

労働生産性の向上という対応策を取られ、それをまた実現するために、長時間労働
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の解消、非正規と正社員の格差是正、高齢者の就労促進という課題が上げられてい

ます。高齢者の就労促進は、定年延長などにより、これまで退職されていた方に引

き続き働いてもらうことで補えることだとは思います。また、長時間労働の解消、

なぜ残業も含め長時間労働が起きるのか、一人当たりの仕事量が多いのか、人員不

足なのか、様々な理由はあると思いますが、シンプルに考えた場合、例えば美里町

の職員の一人当たりの仕事量を考えるときに、一人当たりの仕事量は、行政全体の

仕事量割る職員数、これは単純な計算なんですけれども、もちろん業務は各課ごと

に分かれており、一概には言えませんが、一人当たりの仕事量を減らすには、行政

全体の仕事量を減らす。例えば、公金ステーションやセミセルフレジの導入、コン

ビニでの証明書の発行など、機械化することで事務作業を減らすことにつながると

思います。これを学校に置き換えた場合、今進められている中学校の部活動の社会

体育移行も教職員の負担を減らすという意味でこれにあたると思います。あとは単

純に職員数を増やして、一人当たりの業務量を減らすということになると思います

が、今後、働き方改革や業務の効率化、人口減少などにより、町の職員数はどのよ

うになるのか、またこれから起こり得る課題はあるのかお聞きいたします。 

○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） ご説明申し上げます。 

今後、町の職員はどのようになるのか、またこれから起こり得る課題はあるのか

というご質問ですけども、まず、本町の人口の推移を、令和２年度に策定しました

人口ビジョンに基づく数値で申し上げたいというふうに思います。 

本町の人口は、２０３０年には７,３７６人、２０４０年には５,７３０人、２０

５０年には４,１９０人と、減っていくという数値が出ているところです。この期

間の生産年齢人口と年少人口を合わせた数で見てみますと、２０３０年が３,４２

４人、２０４０年が２,５２０人、２０５０年が１,６８２人となり、総人口の減少

率よりも生産年齢人口と年少人口の減少率のほうが大きいという結果が人口ビジョ

ンのほうでは出ております。このことは、これから社会を支える担い手が急速に減

少し、官民問わず将来的な労働力の不足につながっていくものではないかというふ

うに考えております。 

このような状況が町の職員数にどのような影響を与えるかというのを考えてみま

すと、ただいま申し上げましたように、生産年齢人口、年少人口が減少してまいり

ます。これは本町に限ったことではなく、多くの自治体でも同様だというふうに認

識しております。そうなりますと、町外、町内問わず、職員採用試験に応募する人

も減ってくるということになるというふうに思っております。 

行政が担う業務は、人口が減ってもやっていくことは変わりはありません。むし
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ろ昨今の国の施策から考えますと、マイナンバー制度、ＤＸ、ＧＸの取り組み、子

ども施策、地方分権以降の各種計画の義務付けに加えて、コロナウイルスをはじめ

とした感染症対策、頻発する自然災害への対応など、行政が担う業務は多岐にわた

ってきております。また、今後顕著化する道路や生活インフラの更新など、自治体

が抱えている課題にも対応していかなければならないというふうに思っております。 

そういうことで、生産年齢人口、年少人口が減少していく中で、町の職員の確保

について真剣に考えていくときではないかなというふうに思っております。ただ、

職員数をむやみに増やすということは、これはできません。やはりその自治体に応

じた適正な規模というのはあるんだろうと思います。 

昨年、定年延長制度を議会の全員協議会のほうで説明させていただきましたが、

その当時は、本町の適正規模は１３８名という説明をさせていただいかというふう

に覚えておりますけども、またその後、状況が変わりまして、先日説明させていた

だきましたこども家庭センターを立ち上げないといけないということで、そうなる

と１３８が適正規模ではなくなるということになりますので、むやみに職員を増や

すのではなく、適正規模を考えていく。ただ、そこには国の施策であったり社会情

勢であったりというのも絡んでくるということですので、今後の本町の適正規模が

何名なのかというのは、なかなか難しいなというふうに思っているところでもあり

ます。 

ただ、今後はですね、例えばＡＩであったり、人工知能などを活用し、従来より

も少ない職員でも自治体として本来担うべき機能を発揮できるようなスマート自治

体を目指していくこと、ＡＩで処理できる事務作業などはＡＩに任せる。そして職

員は企画立案や住民への直接サービスなど、職員でなければできない業務に集中し

ていくことだというふうに思っております。 

国のほうでも総務省が所管します地方制度調査会の中で、地方行政体制のあり方

など様々な議論が行われておりますので、そのような議論を注視しながら、本町の

今後の行政運営のあり方等を考えてまいりたいというふう思っているところでござ

います。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 村﨑君。 

○１番（村﨑公一君） これから人口が減少していったとして、町の業務自体がですね、

なくなるわけでもない。同じ分野である、まあ取り扱いの業務は減っていくかもし

れないと思っていたんですが、今のお話では、もしかしたらこれから先、いろんな

国の施策に応じて細分化され、業務が増える可能性もあるかもしれないというお話

をもらったんですけれども、そうなるとですね、余計にですね、これから先、労働



－ 67 － 

人口が減れば相対的に働く人が、働き手が少なくなるということで、公務員を希望

する人も減っていくことが考えられます。これからの課題として、人材の取り合い

になるかもしれない。そのときに選ばれる自治体になれるように、これからも取り

組んでいく必要があるのではないでしょうか。 

次に、町役場の業務は非常に多岐にわたり、様々な業務があり、その中で適正を

見極め人事配置をされているとは思うが、日々の業務の中で残念ながら体調を崩し

てしまわれる方もいると思います。 

そこで、現在休職されている職員はいらっしゃるのかお聞きします。 

○議長（上田 孝君） 坂村総務課長。 

○総務課長（坂村 浩君） ご説明申し上げます。 

職員の休職につきましては、地方公務員法の規定により、心身の故障のため、長

期休養を要する場合や、刑事事件に関し、起訴された場合などに職員の意に反して

休職することができるとされております。本町の場合、職員が負傷や疾病等の場合

に、療養を必要とする期間が連続する９０日を超えて休職を要する場合には、休職

を命じております。 

近年、新型コロナウイルス対策や災害対応などの突発的な有事や、多様化する住

民ニーズに対応するため業務の負担が増えている状況でございます。心身の故障を

来す職員も見受けられます。 

議員お尋ねの現在休職している職員につきましては、個人のプライバシーもあり、

また個人の特定にもつながりかねませんので、現在の休職者数については、差し控

えさせていただきますが、過去５年間では数名の職員が休職をしている状況でござ

います。 

○議長（上田 孝君） 村﨑君。 

○１番（村﨑公一君） 理由などについては、詳しくはお聞きしませんが、そういうふ

うに休職されて、その場合ですね、人員が一人少なくなり、誰かがその業務を引き

継ぐことになると思うが、その場合ですね、周りが補うのか、それとも人事異動し

て補充をされるのか、休職されている職員の業務にはどのように対応されているの

かお聞き致します。 

○議長（上田 孝君） 坂村総務課長。 

○総務課長（坂村 浩君） ご説明申し上げます。 

議員お尋ねの休職した職員が、これまで担っていた業務等への対応につきまして

は、人事異動による補充などの対応ができない場合には、先ほど議員おっしゃいま

したように、同一係内の他の職員で事務分掌を見直すなどし、対応を行っておりま

す。 



－ 68 － 

また、年度途中で人事異動が可能な場合には、同一課、または他課より職員の補

充を行っておるところでございます。 

そのほか、会計年度任用職員の募集を行うなど、他の職員への負担が軽減される

ような対策を行っている状況でもございます。 

以上です。 

○議長（上田 孝君） 村﨑君。 

○１番（村﨑公一君） まずもってですね、現在休職されている職員の方には、まず十

分に体と心を元に戻していただいて、一日も早く職場復帰できますように願ってお

ります。 

職員の皆さんは、日々町の行政を円滑に進めるため努力をされていると思います

が、現代社会では様々な問題があり、人間関係や仕事の悩み、また、ちょっとした

コミュニケーションの疎通がうまくいかなかったときに、言われたことを聞き流す

ことができず、まともに受け止めてしまう職員もいると思います。そのような職員

へのケアについて、現在、職員のメンタルヘルスケアについては、どのように取り

組まれているのかお伺いいたします。 

○議長（上田 孝君） 坂村総務課長。 

○総務課長（坂村 浩君） ご説明申し上げます。 

議員お尋ねの職員のメンタルヘルスケアの取り組みにつきましては、何点かござ

いますが、まず、職員の安全、健康を保持するとともに、快適な職場環境の形成を

促進するため、町が委託しております産業医や、町職員の代表からなる美里町職員

衛生委員会を設置しまして、職場環境改善を図っています。また、うつなどのメン

タルヘルス不調を未然に防止するため、法的に義務化されておりますストレスチェ

ックを年に１回、一般職をはじめ再任用職員や会計年度任用職員など、全ての職員

に対し実施しております。このストレスチェックを行うことで、職員が自分自身の

ストレスの状態を知ることができ、未然にストレスをため過ぎないように対処する

こともできますし、ストレス値が高い職員には、産業医による面談も行っておりま

す。 

また、本年１０月より、毎月１回にはなりますが、両庁舎に臨床心理士を招聘い

たしまして、町勤務の教職員を含め、全職員が様々な悩みに対し、気軽に相談がで

きる心理カウンセリング「こころのサポート」を実施しておる状況でございます。

これまで数名の職員が利用をしていると聞いております。 

また、そのほか、本年６月に美里町時間外勤務等に関する指針を策定いたしまし

た。この指針では、長時間の時間外勤務が職員の健康及び福祉に与える影響等を考

慮しまして、毎週水曜日を全庁一斉退庁日、ノー残業デーと定め、定時退庁を徹底
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いたしております。 

そのほか、ひと月に４５時間以上の時間外勤務を行った職員等がいた場合には、

所属長のヒアリングを実施し、６０時間以上の時間外勤務を行った職員がいた場合

には、所属長のヒアリングと、先ほど言いました産業医の面談を実施している状況

でございます。 

そのほか、メンタルヘルスに対する知識の習得や意識の向上、ストレスや誤解を

減らし、よりよい人間関係に気づくためのコミュニケーション能力の向上などを学

ぶメンタルヘルス研修を毎年実施しております。 

以上のような取り組みを実施し、職員の心の健康維持・増進のためにメンタルヘ

ルス対策を行っておる状況でございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 村﨑君。 

○１番（村﨑公一君） はい、行政としては、職員のことを考えてケアに努めていらっ

しゃるとは思いますが、職員を守るという意味では、例えばですね、美里町役場の

職員はですね、今年から新たなネームプレートを付けていらっしゃると思います。

今日も皆さん付けていらっしゃいますけれども、名前と写真も入っています。これ

をですね、これをですねっていうか、例えばですね、佐賀県の佐賀市の話なんです

けれども、佐賀市では職員のネームプレートをフルネームの表記から苗字のみの表

記に変えられています。もともとは佐賀市のほうでも職員の責任感向上のためにフ

ルネーム表記を導入されたそうでございます。ただ、名前だけで個人情報が特定さ

れてしまう時代、職員の生活を守らないといけないとの理由で、例えば、ＳＮＳで

個人の名前を検索され、昨日どこどこに行ってたねとか、晩御飯何食べてたねとか、

そういうことがもう特定される時代になってきております。苗字のみへの表記へと

変更されることで、窓口業務など担当する職員の方は、これまで不安感を抱きなが

ら業務を行ってきたが、安心して仕事に取り組めるという意見もあったそうです。

確かに、苗字さえわかれば特段フルネームがわからなくても業務には支障はないわ

けでございます。例えば、松岡課長は普段、お話しするとき松岡課長とお話します

けど、下の名前も知ってますけれども松岡課長としかお呼びしません。それでコミ

ュニケーションとしては成り立つわけですよね。そういった理由で苗字表記という、

苗字だけの表記ということを行われているとは思うんですけれども、こういう対策

も職員のケアにつながっていくのではないでしょうか。 

行政の職員は、日々地域住民の方が安心して生活するために、必要不可欠な人材

です。これから人口が減り、人材の確保も難しくなっていく中で、採用した職員が

安心して働ける環境づくりにも取り組んでいっていただきたいと思います。 
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次の質問に移らせていただきます。 

２、社会体育施設についてですが、実はこの質問については、今回補正のほうに

入っておりますが、次の質問への流れがありますのでそのまま質問を続けさせてい

ただきます。 

社会体育施設についてですが、本来、中学校の部活動の社会体育移行に伴い、地

域のクラブチームに移行したとして、練習時間の確保で、どうしても平日の夜間の

練習になり、特に今の時期は、午後６時前には暗くなり、どうしてもナイター設備

が必要となってきます。現在、町内では町の総合グラウンドＢ＆Ｇと町営球技場、

カントリーパークのテニスコート、ほかにもですね、励徳小学校の照明設備や砥用

中学校も照明はありますが、利用できるのはとてもスポーツができるほどの明るさ

ではなく、例えば消防の操法大会の練習や、今行われている駅伝大会の前の練習く

らいでしか使いません。 

そこでお聞きしますのが、町営球技場のナイター設備について、メインのナイタ

ー照明はグラウンドの東側で、補助のナイター照明が西側、小学校の体育館側に設

備があります。私も小学生のサッカーのクラブチームの指導に行った際、１つのナ

イターにですね、約１０個ほどの照明が付いているんですけれども、１０個のうち

着いていない照明がいくつもあります。サッカーは正直できないことはないですが、

薄暗い感じはやっぱりします。同じ場所を利用されている少年野球などは、暗すぎ

て練習をするとき、子どもたちの安全性の面でも改修してほしいという声がありま

すが、町営球技場のナイター設備の改修は考えているのかお聞きいたします。 

○議長（上田 孝君） 宮嵜教育長。 

○教育長（宮嵜幸仁君） ご説明申し上げます。 

町営球技場につきましては、昭和５６年１１月に整備され、現在まで部分的な修

繕及び改修を行い維持をしております。 

議員ご質問のナイター照明設備につきましては、６８基の水銀灯が設置されてお

り、そのうち１４基が点灯していない状態となっております。 

現在では、水銀灯の生産が中止され、電気料金の高騰のため、ＬＥＤ化の検討を

しておりますが、大規模な改修につきましては、高額な費用、そして期間を要する

ことから、今回は機能回復の修繕を行うこととし、確保できる水銀灯と代替品のマ

ルチハロゲン灯による修繕を行うための予算としまして、本定例会におきまして３

８万円を計上させていただいているところです。 

予算が通りましたら、早急なランプの取り替えを行いたいと思っております。 

以上です。 

○議長（上田 孝君） 村﨑君。 
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○１番（村﨑公一君） はい、以前にもですね、私もほかの体育施設の改修等の質問を

したときとか、ほかの議員さん方も質問をされた際にですね、答弁の中でよく出て

たのが美里町公共施設等マネジメント計画に基づいて検討していきますという答弁

がよくあったので、実際にですね、美里町公共施設等マネジメント計画等を読んで

気になったところを伺いたいと思います。 

そもそも、この美里町公共施設等マネジメント計画は、平成２９年３月に次世代

に継承可能な公共施設等を引き継いでいくため、そのあり方及びまちづくりに向け

た基本的な考え方や取り組み方針を示すことを目的に計画されました。 

対象となるのは、建築物とインフラ施設を合わせた公共施設及び町有地を対象と

し、本計画の対象期間は、２０１６年（平成２８年度）から２０５５年（令和３７

年度）までの４０年間とし、５年ごとに本計画の見直しを行うこととなっており、

現在は、令和４年３月に改訂版が出されています。インフラ施設、道路、橋梁、上

水道、公園のほかに、文化集会系施設、社会教育系施設、スポーツ・レクリエーシ

ョン系施設、産業系施設、学校教育系施設、子育て支援施設、保健福祉施設、行政

系施設、公営住宅、その他に分類されています。その中で、先ほどの町営球技場は

スポーツ・レクリエーション施設に分類されるわけですが、検討の仕方がスポー

ツ・レクリエーション施設の中で検討するのか、全体的に検討するのかで優先順位

が変わってくるのかと思い、生活に密着したインフラ設備と、スポーツ施設ではど

うしても生活に必要不可欠なインフラ設備が優先されるのではないかと思うのです

が、そういった改修等の検討について、美里町公共施設等マネジメント計画の中で

どのように検討されているのか、分類ごとに検討されるのか、全体に検討を進めて

いるのかをお聞きします。 

○議長（上田 孝君） 坂村総務課長。 

○総務課長（坂村 浩君） ご説明申し上げます。 

議員と説明が重なる部分もあるかもしれませんけども、美里町公共施設等マネジ

メント計画につきましては、次世代に継承可能な公共施設等を引き継ぐために、平

成２９年３月に策定し、令和４年３月に改訂を行っております。 

現在、９８の公共施設を対象に、将来にわたって持続可能な行政サービスを維持

するため、「中長期的な視点から公共施設の総量や配置の見直し」「公共施設のラ

イフサイクルコストの縮減」など、施設の最適化を検討するファシリティマネジメ

ントを進めていくための基本方針を策定しております。 

今後、人口減少や少子高齢化に伴う社会環境の大きな変化は、本町の公共施設を

通じたサービス提供のあり方にも大きく影響を与えると予想されることから、単に

公共施設の廃止や縮小を推進することでなく、予防保全の観点から公共施設をでき
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るだけ長持ちさせるとともに、今後の人口構成や町民ニーズの変化に対応しながら、

効果的・効率的な整備、管理運営を努めることで、今後も安心で効果的な行政サー

ビスを計画的に提供するため策定いたしております。 

議員お尋ねの、マネジメント計画の中で、どのように検討しているかにつきまし

ては、現在、個々の施設ごとに施設の老朽度や安全性などから見たハード面や、施

設の利用状況や運営状況から見たソフト面の２面から施設を相対的に継続・改善・

見直し・廃止などの４つの区分に分類し、評価を行い、個別施設計画を策定しまし

て、今後の検討を行っております。 

また、分類ごとに検討されるのかにつきましては、本計画では、施設を大きく庁

舎や文化交流センターひびきなどの「町域施設」や、農村婦人の家や各地区の集会

所等の「地域・コミュニティ施設」、また小中学校等の「学校教育系・子育て支援

施設」と「公営住宅」の四つのカテゴリーに分類し、カテゴリー内で相対評価を行

っております。 

また、最後に、全体的に検討を進められているのかにつきましては、計画の基本

目標であります総合管理の視点から検討をいたしております。 

１点目が、本町が提供を担うべき公共サービスかどうかを見極めた上で、適正な

規模を検討し、保有量の最適化を図っております。 

２点目が、今後も町として保持していく必要があると認められた施設につきまし

ては、災害に対する安全性の確保や計画的な修繕、改修による品質の保持と長寿命

化を目指しまして、施設の有効活用を図っております。 

３点目が、将来人口の見通しや地域特性、住民ニーズを踏まえながら、美里町に

住んでよかった、これからも住み続けたいと思えるように、また、町外の人からも

住んでみたいと思えるような町にするため、まちづくりの視点を重視しまして、地

域の将来像を見据えた公共施設等の再整備を行っておるところでございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 村﨑君。 

○１番（村﨑公一君） はい、今の答弁の中でもお話がありましたように、美里町の公

共施設等マネジメント計画の中では、各施設について、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４段階で

評価が行われています。Ａ評価「建物維持・機能継続」、Ｂ評価「建物見直し・機

能は継続」、Ｃ評価「建物は維持・機能は見直し」、Ｄ評価「建物・機能共に廃止」

という区分になっております。 

前の質問で伺った町営球技場は、この評価でいくとＤ評価になっております。私

もですね、個人的には町営球技場を再整備するならば、近くにあるカントリーパー

ク、今カントリーパークはテニスコートにはナイター設備がありますが、グラウン
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ドにはナイター設備がありません。そちらにナイター設備をつくって、スポーツ施

設の機能を集約してもいいのではないかと思っています。もちろん、町営球技場が

なくなることで地域の方々から様々な意見は出ると思いますが、何事も考え方次第

で、町営球技場がなくなるということは、あの場所に新しい何かができるスペース

ができるというふうにも考えられます。ほかにもＤ評価の施設が３９施設あります。

また、廃止や集約のほかにも、今ある施設の機能を見直す中で、例えば、現在、町

内の学校の体育館には空調設備が付いておりません。今年の夏のような酷暑の中、

グラウンドでの授業を避け、体育館で授業をすることもあったかと思います。 

そこで、現在国の事業で、公立の小中学校の施設に空調を設置する際の補助が

「３分の１」から「２分の１」へと引き上げられ、ただ、この補助には様々な要件

があり、２分の１補助は、新設が条件であり、空調設置をする場合、当該建物に断

熱性があることが要件のため、ない場合は空調設置と併せて断熱性確保のための工

事も必要になってくるそうです。ただ、その場合も補助の対象になります。学校の

授業で使うためだけにそこまで必要かという考えもあるかと思いますが、町内の砥

用中学校と中央中学校にある総合体育館は、町の非常災害時の避難所に指定されて

います。地震はいつ起きるかわかりませんが、台風や水害などは夏場の暑い時期に

起きることが多く想定されます。避難所においての住民の体調管理も、避難所運営

の課題だと思われます。 

このように一つの目的のためではなく、子どもたちの健康管理と災害時の住民の

体調管理ということを考えればあってもいいのかなと思いますが、何分補助があっ

たとしてもそれなりの金額がかかります。しかし、そこを踏まえても検討の議題と

してはあってはいいのかと考えます。 

このように、今後、公共マネジメント計画にのっとり、今後積極的に検討し、集

約、廃止などを進めていくべきではないでしょうか、お伺いします。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 本町の町民一人当たりの施設保有量は、延べ床面積８.７平米

と他市町村と比べても多く、また、人口も合併時から約４,０００人余り減少し、

今後も人口減少が進んでまいります。 

そのような中で、このまま全ての施設を維持することは非常に厳しい状況にござ

いますので、本計画では、今後の将来人口の見通しや投資的経費を勘案し、４０年

間で現在の施設総面積の３０％削減を目標といたしております。 

目標の達成には、各個別施設の評価結果に基づきまして、先ほど説明がありまし

た相対評価、それから議員がおっしゃいましたその相対評価の中のランクのＤ評価、

廃止等になりますが、そのランクのＤ評価とする施設の廃止に向けて検討を行って
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いく必要がございます。 

そのためには、町民の皆様への情報提供であったり、利用者の意見聴取等を行い

ながら、情報の共有や合意形成を図っていく必要がございます。 

また、今議員がご提案されましたが、廃止した後にですね、そこにはスペースが

できるので、また新たな考え方ができるのではないか、利用のですね、考え方がで

きるのではないかというようなお話もございましたし、集約の面から、体育館の改

修等の話もございました。そういったこともやはり住民の皆さんに、ただ壊すわけ

ではなくて、どういう理由で壊すのか、あるいは壊した後にこういう使い方がある

というようなそういった提案までしっかりできれば、ご理解もいただきやすいので

はないかなと考えたところです。 

今後も町の職員で構成します「美里町公共施設等マネジメント検討委員会」や、

各団体の長で構成します「美里町公共施設等マネジメント推進委員会」におきまし

て、計画の推進と進捗状況の確認を行いながら、公共施設等の適正配置であったり、

整備更新、あるいは廃止を今後進めていきたいと考えているところです。 

○議長（上田 孝君） 村﨑君。 

○１番（村﨑公一君） このようなマネジメント計画があっても、今、町長からも答弁

がありましたが、こういった検討会議等が若干分かりづらい部分もあるのではない

でしょうか。検討の段階から住民の方にオープンにして進めていくことが望ましい

のではないでしょうか。町が施設を持つということは、使用しようが使用しないで

も、維持管理費はかかってきます。そして、どこかのタイミングで改修や撤去など

を対応を取らなければならないわけです。もちろん、Ｄ評価になっているからと即

廃止というわけにはいかないと思います。地域住民の皆さんにも十分に説明してい

く必要はあると思います。美里町公共施設等マネジメント計画の中でも謳ってある

「次世代に継承可能な公共施設等を引き継いでいく」ため、これからも取り組んで

いっていただきたいと思います。 

私にはですね、町にやってもらいたい施策がほかにもあります。ただ、やってく

れやってくればかりではなく、コスト意識を持って、今回の質問をさせていただき

ました。無くすことによっていろんな意見は出ると思いますが、新しい可能性も出

てくるかもしれない、そういった思いでこれからも検討していただきたいと思いま

す。 

以上で、一般質問を終わります。 

○議長（上田 孝君） これをもちまして、村﨑公一君の一般質問を終わります。 

以上をもちまして、本日の日程は終了しました。 

お諮りします。本日はこれで散会したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
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[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 異議なしと認めます。 

明日６日、水曜日は、午前１０時から会議を開きます。 

それでは、本日はこれで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時５０分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（上田 孝君） 改めまして、おはようございます。 

本日の会議を開きます。 

一般質問の広報紙掲載のため、広報担当者、福田主査の議場内での写真撮影を許

可いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 一般質問 

○議長（上田 孝君） 日程第１、昨日に引き続き、一般質問を行います。 

７番、濱田憲治君の一般質問を行います。濱田憲治君。 

○７番（濱田憲治君） 通告に従いまして、今回は２項目、地域振興について、高齢者

支援についてお尋ねいたします。 

熊本県では、菊陽町へのＴＳＭＣの進出や、その第２、第３工場建設の話があり、

それに伴う関連企業の進出、また、交通網の整備など、県北を中心にこれから経済

が動き出していく気配であります。県知事は、県内各地にその波及効果を生み出し

たいと話されており、県央地区の美里町へも、この波及効果がもたらすような環境

を見い出したいという思いを込めて質問をいたしたいと思います。 

まずはじめに、地域振興についてお尋ねします。 

町道西山・下原線、町道馬場・西山線、町道堅志田・乙女線の接合交差点の改良

計画はあるのかの質問でございます。 

この交差点は、町道路線４本の接合交差点であり、５方向へ行き来する変則的な

交差点であります。以前は町道馬場・西山線が堅志田地区から西山集落へ直線的に

通行されていたものが、新しく甲佐町の船津地区から広域農道を熊本県が整備をさ

れ、現在はそちらの道路が優先道路となり、西山集落からは一時停止が必要となっ

た交差点でもあります。西山集落から堅志田方面へ向かう場合、以前のように一時

停止がなく、通行できる状態に戻してほしいとの声を聞いたこともあります。また、

甲佐町から堅志田方面へ通行される車両は、この交差点もスピードを落とすことな

く通過されているのも多く見受けられます。 

この交差点は、子どもたちの通学路でもあり、交通事故を心配していると地区か

らのご意見も聞いているところであります。 

この交差点の改良を町は考えているのか、お尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 富永建設課長 

○建設課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

議員ご質問の、町道西山・下原線、町道馬場・西山線、町道堅志田・乙女線が接
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続する交差点の改良につきましては、地元から以前のように、西山集落に一時停止

することなく通行できるようにしてほしいという要望が上がっていることは建設課

でも承知をしております。 

その要望につきましては、現在、建設課で工事を進めております。町道有安・西

山線の終点がその交差点付近に接続をするため、どのような形で接続するのがよい

かなどを３年ほど前から地元と協議をする中で、要望が上がったものでございます。 

その後、設計図面を作成し、事前に用地がかかる地権者への用地買収の意思確認

を行ったところ、用地買収が困難な土地などがあったことや、その設計図面を基に

警察署と事前協議などを行った結果、交差点の形状なども複雑となっているため、

交差点の安全を確保するためには、優先となる道路を決める交通量調査などを実施

する必要があるのではないかというような助言をいただいているところでございま

す。 

現在、優先道路となっている町道堅志田・乙女線は、旧中央町時代に中央町と甲

佐町をつなぐ基幹的な道路として、中央町と甲佐町で協議会をつくり、熊本県に要

望をして平成１１年から平成２２年にかけて、広域農道として整備をされた道路で

あり、現在の交差点の形状につきましても、建設当時、地元と協議をして決まって

いるというふうに伺っております。 

広域農道の整備にあたっては、接続する上益城広域農道（通称マミコウロード）

を経由し、御船町や益城町などの熊本空港方面へのアクセス道路の役割が期待をさ

れるなど、町が要望して整備をされた宇城地域、上益城地域を結ぶ重要な幹線道路

でございますので、その機能が損なわれることがないよう、慎重に検討する必要が

あるというふうに考えております。 

いずれにしましても、今後、新たな交差点を計画する上では、熊本県警察本部と

の交差点協議なども必要となってきますので、県警本部との協議した結果などを踏

まえ、安全な交差点となるよう地元とも協議を行ってまいりたいというふうに考え

ております。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 濱田君。 

○７番（濱田憲治君） 今までの流れを課長さんのほうからお話をいただきました。町

道有安・西山線の延長である交差点でもあるということで、いろいろ協議をされて

おりますけども、答えはまだできていないかなと今感じたところであります。 

例えば、宇城市、松橋町にある交差点、また、御船の大型ショッピングセンター

付近に新しく設置された交差点で、名前がラウンド・アバウト、環状交差点をこの

交差点に取り入れたならば、どの方向からも徐行し、その環状交差点へ進入するこ
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とになり、スピードの抑制にもつながり、子どもたちの通行も、また安全面の向上

にもつながるのではないかと個人的に思ったところです。この環状交差点は、一旦

停止は不要で、中央部分の島部の外周に沿った環道を時計回りに進む仕組みであり、

信号機もなく、進入する車は速度を落として流入するため、交通事故の抑制にもつ

ながることなどメリットもあるとされております。 

現在利用されていない旧町道と、周辺の土地の一部を活用するかたちで、この環

状交差点を整備する考えも一つの検討材料と思いますが、執行部の考えをお尋ねし

たいと思います。 

○議長（上田 孝君） 富永建設課長。 

○建設課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

ラウンド・アバウトにつきましては、平成２６年に環状交差点の定義及びその交

通方法が定められ、令和５年３月末時点で全国に１５５か所、熊本県においても議

員おっしゃられたように、宇城市や御船町など５か所で導入をされております。 

議員ご指摘のとおり、速度抑制や交錯ポイントの減少は事故の防止にもつながる

という利点もございますが、一方では、交差点に進入する車線と円形の通路から出

る車線の２車線が最低でも一方向に必要となるため、幅員が狭い道路では、交差点

部の道路拡幅が必要になることや、交差点が円形となるため、交差点の敷地は通常

より多くの用地が必要となることなどが考えられます。 

今回の交差点改良でラウンド・アバウトを計画してみてはどうかというご提案で

ございますが、先ほどのメリット・デメリットなどを踏まえてですね、今後検討し

ていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 濱田君。 

○７番（濱田憲治君） メリット・デメリットがあるという環状交差点であります。広

い土地が必要ということではありますけども、私が感じた御船町に設置されたこの

交差点になりますと、そう大きくないような形でつくってあるようにも見えたとこ

ろでもありますので、前向きに検討していただければと思ったところです。双方が

安全に交差点に進入してもう、それがベストになるような形ができるということで

あれば、ぜひとも進めてもらいたいというような思いであります。 

それでは、次に、町道西山・下原線の改良工事、幅員が狭く離合困難な箇所が多

くあるというこの町道について、お尋ねをいたします。 

この町道は、西山集落の方や陣の平の方々の生活道路であり、甲佐町へ行く道路

としては一番近いルートになります。また、農家の車両も多くが行き来する道路で

もあります。しかし幅員の狭いところが多く、道路脇の側溝にも蓋がされていない
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ところも多くある路線でもあります。 

西山地区の方で、甲佐町へ行くときは遠回りをされ、コンクリート会社前を通り、

町道乙女線に出て向かわれる車両を多く見受けられるのが現状であります。 

このように幅員が狭く、離合困難な町道西山・下原線の改良工事は考えておられ

るのか、お尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 富永建設課長。 

○建設課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

町道西山・下原線の改良工事はどのように考えているのかというご質問でござい

ますけれども、現在、具体的な改良計画はございません。町が新たに町道の改良工

事を計画する場合は、地区からの要望を踏まえ、現在工事中の改良工事の進捗状況

や車両等の通行量、工事をした場合の効果などを総合的に判断し、優先順位を付け

て取り組んでいくことになります。 

議員ご指摘のとおり、町道西山・下原線につきましては、狭いところでは幅員が

３メーター程度と離合が困難な箇所があることについては、建設課でも把握をして

いるところでございます。 

今後、地区からの改良の要望などが上がりました際には、どのような改良計画が

よいのか、全面的な拡幅なのか、側溝に蓋などをして幅員を確保するのがよいのか

など、具体的な改良計画についてですね、地区と協議し、検討していきたいという

ふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 今、議員ご質問のこの町道西山・下原線でございますが、この

路線にですね、隣接する農地、かなり広大な農地が広がっております。今後、農振

除外がですねどうなるかということにもよりますが、この広大な農地におきまして

は、その農振除外が進めばですね、今後開発、工業用地等も含めて開発の可能性が

ある、そういう地域になってまいります。そういうことであれば、やはりこの西

山・下原線、あるいはその広大な農地の中を通る町道大久保線、こういったところ

も含めて、一体的にやはり今後考えていく必要があるのではないかというふうに考

えているところでございます。 

○議長（上田 孝君） 濱田君。 

○７番（濱田憲治君） 今、町長からも申されたとおり、可能性がある土地がいっぱい

あるということで、農振除外を終わった後に工業団地等が建設も視野に入れている

ようなことも考えられるということでございます。 

町道大久保線も、この町道大久保線は、もう軽トラ１台しか通れないような道で
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もありますので、総合的な感覚で進めてもらいたいという気持ちは伝わっておりま

すけれども、できましたならば狭いところが多いですので、側溝の蓋だけでもまず

は設置をしていただければ、通行される方が安心して通行できるんじゃないかなと

思っておりますので、その点のところをご配慮いただければと思っております。 

次に、町道馬場・西山線の宇城市、熊本市への接続道の整備促進について考え方

はあるのか、お尋ねをいたします。 

町道馬場・西山線の峠越えまでの改良工事について、平成２５年に一般質問とし

て取り上げてあります。当時、高速道路のスマートインターチェンジが城南町の豊

田地区に建設される前の話であります。当時の議事録を閲覧しましたが、工事工区

を１期分、２期分と分けて工事を進められ、現在の西山の堤までのところが第１工

区で工事は完了されております。その当時、第２期工区、峠境まで区間約１,１０

０メートルの改修工事を地元地区から要望等も行われております。要望を受けられ、

役場は現地調査をした上で、路線計画、事業の採択要件等も踏まえたところで、十

分に検討しなければならないと当時の建設課長が答弁をされております。 

また、上田町長も財政も見据えながら、ここを改修することによって将来どのよ

うな効果が生まれるのかということも慎重に検討しながら、また、美里町だけの道

路ではないので、隣接する自治体とも相談させていただきながら検討を進めてまい

りたいと答弁をされております。 

それから１０年の歳月がたち、現在、城南スマートインターチェンジが建設をさ

れ、一方、菊陽町へ台湾企業のＴＳＭＣが国レベルの誘致が実現し、現在工場建設

がされており、今後、第２、第３工場の建設の話まで飛び交う状況になっておりま

す。近隣の自治体もこの波及効果で、関連企業の誘致であったり、規模を拡大され

る工場が新聞等で多く見受けられるようになっております。熊本県知事もその波及

効果を県内全域に拡大していきたいと抱負を語られていますが、県央地区である宇

城地域では、目立った波及効果はまだ見えない状況であります。これから城南スマ

ートインターチェンジ周辺の農地に企業が進出し、県央地区への波及効果もそこを

拠点に生まれる要素があるかもしれません。 

そこで、熊本市に一番近い集落が西山地区であり、町道馬場・西山線の峠境を含

め道路拡張ができるならば、美里町へも波及効果が生まれやすくなり、行き止まり

地域である西山地区へも新しい宅地開発も望めたりするのではないでしょうか。近

隣の自治体と一緒に、熊本県への要望書を作成し、県央地域でありながら人口減少

率が県内３番目である我が町にとってもプラス材料になる道路になり得る可能性が

あると考えます。 

県への要望、整備促進を前向きに考えられないか、お尋ねをいたします。 
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○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） ご質問の路線につきましては、旧中央町時代に旧豊野町や旧城

南町との間に道路整備の話があったというふうに聞いております。 

しかし、旧中央町側で一部用地交渉が難航し、拡幅できない状態になったことや、

事業採択の要件を満たさない等の条件が重なり、集落上の溜め池付近からの改良計

画がとん挫したというふうに理解をいたしております。 

確かに平成２５年第２回の定例会では、検討を進める旨の答弁を行っております。

しかしその後、平成２５年、同年の第４回の定例会において、当時の経済建設常任

委員会が現場を視察され、その後の委員長報告で、美里町にとってはメリットがあ

るが、熊本市、宇城市のメリットが少なく感じ、期成会に至るには相当厳しい。推

移を見ながら期成会の設立ができればとの報告があっております。この委員長報告

でもですね、わかりますように、美里町にはメリットがあるかもしれません。しか

し、熊本市、宇城市のメリットがないということであれば、期成会の設立は非常に

難しいと思いますし、最終的に熊本市、宇城市がその事業費を出すのではなくて、

美里町が全ての事業費を負担しなければならないというような状況が生まれる可能

性が、非常に大きいのではないかと考えております。 

なお、内の浦集落上のため池、この内の浦ため池付近から、終点の頂上付近まで

の延長は約１,１００メートル程度であり、片側一車線で改良した場合、これはあ

くまで概算になりますが、美里町側だけで７～１０億の工事費が見込まれます。 

今後は、水道事業に多大な予算が必要となってきますし、その先には宅地整備や

工業用地の整備等も必要となってくる可能性もございます。 

そのような状況でありますので、現時点で町が主体となって事業を進めていくと

いうものは、非常に難しいと考えているところでございます。 

もし仮に、道路改良を進め、新たな道路を建設した場合であっても、つながる先

は、田口橋に至る農免農道となり、中央庁舎から城南スマートインターチェンジ、

御船インターチェンジに向かう場合を想定しても、国道２１８号から県道小川嘉島

線を通って城南スマートインターチェンジ、町道乙女線から堅志田・船津線、県道

今吉の交差点、それから広域農道（マミコウロード）を通って御船インターチェン

ジに行く現状のルートと比較してみても、大きな有利性は出ないのではないかとい

うふうに考えているところでございます。 

議員がおっしゃいますように、県への要望ということでありますが、県への要望

を行ってはみます。しかしながら、今申し上げましたように、大きな有利性が出な

いということになればですね、県からの回答というものも非常に厳しいものになる

ではないかと考えているところでございます。 
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○議長（上田 孝君） 濱田君。 

○７番（濱田憲治君） なかなか厳しい感じがする新しい道というふうに私も思ってお

ります。熊本県への要望というかたちで、おつなぎだけでもしていって、それが形

になる可能性もあるというところからやっていただければと思っているところでご

ざいます。いずれにしましても、複数の道があるというところで、町負担でするの

は大きい金額がかかるということでありますので、現況も踏まえてこれからを見守

っていきたいと思ったところであります。 

それでは次に、農業振興地域の全体見直しについて、どのようなスケジュールを

計画をされているのかについて、お尋ねをします。 

農業振興地域整備計画の変更には、全体見直し、個別見直しがあり、美里町では

令和６年に全体見直しとなっております。そのため、令和５年度では、全体見直し

にかかる基礎調査の委託業務を実施されております。この基礎調査を基に、令和６

年度全体見直しがされることになりますが、令和６年度どのようなスケジュールを

計画されているのか、お尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 西寺農業政策課長。 

○農業政策課長（西寺 清君） ご説明申し上げます。 

農業振興地域整備計画の全体見直しにつきましては、議員おっしゃられましたと

おり令和６年度に予定しており、今年度、令和５年度に全体見直しに関わる基礎調

査を業務委託しているところでございます。 

業務の内容といたしましては、６業務ございまして、 

まず１業務目が、農用地区域の地番データ一覧表を作成する業務。 

２業務目といたしまして、土地マスターと農用地リストを突合、及び地番図デー

タと農用地リストの突合を行う業務。 

３業務目といたしまして、地目ごとに土地利用現況図データを作成する業務。 

４業務目といたしまして、除外や編入予定地の抽出を行いまして、既存の農業振

興地域全体において、除外対象となりうる場所を航空写真等によりまして、判読及

び抽出し、また、編入につきましては、農家が希望されました場所の地番一覧と図

面を整理し、判定の基礎資料等を作成する業務がございます。 

それから５番目の業務といたしまして、抽出した除外予定地の現地確認及び写真

撮影を行いまして、除外の判断基準及び根拠法令に基づきまして調査する業務。 

６業務目が、農用地区域の除外及び編入見直しを行うため、航空写真等を用いま

して、耕作放棄地や農業生産基盤整備受益者などを取り込んだ土地利用全体変更図

計画を作成する業務がございます。 

現在、４業務目の除外・編入予定地の抽出業務まで完了している状況でございま
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す。 

本来でありますと、５業務目の除外予定地の現地調査を行う筆数を、当初設計で

は１,０００筆と見込んでおりましたが、４業務目の完了時点で１,０００筆を上回

っている状況でございます。 

今後、５業務目の現地確認業務で除外予定地の筆数の増加を見込んでおりまして、

また、追加業務のほうも予定しているため、今回の補正予算におきまして、補正予

算（第７号）におきまして、増額の補正を計上しているところでございます。 

令和６年度の事業スケジュールといたしましては、基礎調査、基礎資料の確定を

行い、その後、整備計画書（案）の作成、素案協議を行いまして、整備計画書（案）

の確定をした後、県への事前協議を令和６年１２月に予定しております。 

その後、令和７年２月に開催予定の熊本県農振審議会に提出し、同意後、公告・

縦覧を行いまして、令和７年４月に法定協議を予定しているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 濱田君。 

○７番（濱田憲治君） 課長の説明でありましたとおり、今年が基礎調査の年というこ

とで、令和５年度の当初予算に委託料を組まれまして、１業務から６業務まで業者

に委託しているという説明でありました。 

この基礎調査は、おおむね５年ごとに行うものとされておりますが、私の記憶の

中では、美里町になって初めての基礎調査ではないかと思います。 

令和５年度の当初予算では５５０万円が予算化され、この定例会において、補正

予算額として３３３万９,０００円の増額計上をされております。委託業務で抽出

した除外予定地１,０００筆と想定しておられましたけれども、筆数の増加と追加

業務を予定して増額補正をされているという説明でありました。町全体での除外予

定地１,０００筆は少ない数字かもしれませんが、年々耕作者が少なくなり、耕作

放棄地の増加も加速する中、農業を守る農業振興地域でございますが、バランスの

取れた地目にしていくのもまちづくりの一つの考え方ではあると思います。 

令和６年度の見直しが美里町にとって、よりよい方向性になればと願いつつ、次

の質問に入りたいと思います。 

次に、中央北地区の上水道給水地域の農業振興地域の農振除外の計画はあるのか

について、お尋ねをいたします。 

町の喫緊の課題は、人口減少であります。この課題解決の一つの手段として、中

央北地区の上水道整備計画が始まっております。町長はこの上水道の整備は、未来

への投資であると言われ、１０年間で約３０億の予算を使い整備をされる計画であ

ります。 
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その上水道給水範囲で、農振農用地が多くあり、給水地域の農振除外を進めない

と住宅も工場建設もできない現状であり、菊陽町付近の自治体では、多くの農地が

新しく新設される工場建設用地へと変わりつつあります。美里町においても、中央

北地区の上水道整備給水地域の農振除外は、給水整備事業と並行し、手続きを進め

る必要があると思いますが、今後、この給水区域の農振除外の計画はあるのか、お

尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 中央北地区の上水道給水地域の農業振興地域の農振除外の計画

はあるのかというご質問でございます。 

中央北地区の地域は、熊本市内及びその周辺部からは決して遠い距離ではござい

ません。その中央北地区に簡易水道を整備することは住宅整備のきっかけをつくり、

町内の若い世代の転出による人口減少の軽減や、町外からの移住定住促進及び企業

誘致につながる重要施策と位置づけているところでございます。 

しかし、それらの施策を実行するためには、少なくとも中央北地区の新たな給水

区域内において、確実に農振除外を達成する必要があると考えており、そのために

は二つの課題をクリアしなければならないというふうに考えてございます。 

まず、一つ目は、令和６年度に予定しております農振の全体見直しによりまして、

農業の振興を図るべき地域を明らかにし、できるだけ農用地区域をコンパクト化す

ること。 

そして、二つ目は、農振法に対抗する法律を掲げ、農振法の縛りを緩和していた

だくことであります。 

例えば、急速に過疎化が進む本町におきましては、過疎地域の持続的発展の支援

に関する特別措置法等を活用し、農用地区域からの除外要件の大幅な緩和を、国や

県に積極的に要望していきたいと考えているところでございますので、議員の皆様

方のご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げたいと思います。 

○議長（上田 孝君） 濱田君。 

○７番（濱田憲治君） 給水区域の農振の除外を確実に行っていきたいという町長の答

弁であります。そのために、二つの要件があるということで、国・県をとおして、

美里町が美里町であり続けるためには、この給水区域に住宅が建っていくというの

が一番大きなメリットになると私も思っておりますので、給水区域内の農振除外に

ついては、町が本腰になって取り組んでいただきたいというところであります。 

次に移ります。 

移住定住促進のために、耕作放棄地を活用した制度を創出できないか。農地付定

住促進対策について、お尋ねします。 
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人口減少が喫緊の課題である美里町にとって、移住定住の制度は今後大いに期待

する制度であります。町では耕作放棄地が年々増加しております。耕作放棄地の樹

木が大きくなり、近隣の耕作地で日が当たらない問題や、鳥獣の住みかなどにもな

り、農作物の被害にもつながっております。 

このように問題が多くある耕作放棄地を、土地の所有者に相談し、無償で借り受

ける制度をつくり、仕事をリタイアされた方や若い方々が農業や家庭菜園を始めた

いという方に無償で貸し出し、空き家バンクと連携し、農地付空き家バンクとする

制度になれば、空き家バンクの登録の増加や興味がある方が増え、移住定住の促進

にもつながるのではないでしょうか。 

農家も減少し、すぐ後継者もいない農地が今後も多く発生する中で、試験的にで

大丈夫ですが、地域を限定し、農業委員会とも連携をし、農地バンク美里式の制度

をつくり、耕作放棄地解消と移住定住を促進する事業ができないか、お尋ねいたし

ます。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 現在、本町におきましては、移住定住促進のため、空き家バン

ク事業を行っております。最近の傾向といたしまして、所有者から登記地目が田・

畑になっている土地も空き家と一緒に手放したいとの相談が増えております。また、

移住相談においても、家庭菜園ができるような物件へのニーズもあるため、空き家

の紹介の際にも農地付空き家として紹介しているところでございます。 

そのような中、移住定住をしようとされる方が農地を取得される場合は、農地法

第３条による許可を農業委員会から受ける必要がございます。 

農地法第３条では、農地を取得しようとする個人への許可の要件として「全部効

率利用要件」「農作業常時従事要件」、そして「地域との調和要件」という三つの

要件がございます。これらの要件をクリアし、移住定住希望者が、家庭菜園程度の

農地を耕作したいということであれば、面積の小さな農地でも、農業委員会の許可

を得て農業ができるようになりました。 

また、現在、熊本県には熊本県農業公社、通称「農地バンク」という機関があり、

県内の農地を処分したい人と農地を増やしたい人とのマッチングを行っております。

しかしながら、本町におきましては、地理的要因や耕作条件等を含めて、応募条件

が厳しい面があり、なかなかマッチングに至っていないというような現状でござい

ます。 

そのような状況も鑑み、議員もおっしゃいましたが、農地バンク美里式とおっし

ゃいましたが、新たに美里町版農地バンク、このような制度ができれば、町内の農

地を貸したい・売りたい人の農地リストを作成し、移住定住される方に情報を提供
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することで耕作放棄地も含め、農地の賃貸や売買を促進することができるのではな

いかというふうに考えているところでございます。 

今後、そのような制度が創設できるかどうか、また、ちゃんとしたニーズが生ま

れるかどうか、そういったことを総合的に考えまして検討を進めていきたいと考え

ております。 

○議長（上田 孝君） 濱田君。 

○７番（濱田憲治君） 熊本県にも農地バンク制度がありますけども、町長言われたと

おり、なかなかマッチングができない現状であるということで、美里独自の農地バ

ンクができるならばよりよいことで、耕作放棄地の解消等にもつながっていくんで

はないかなと今感じたところです。総合的に検討していきたいというふうに申され

ましたので、農業委員会も一緒になって研究をしていただければというふうに思っ

たところであります。 

最後に、高齢者支援について、お尋ねをいたします。 

買い物難民対策について、今後どのように支援策を考えておられるのか、お尋ね

をします。 

高齢者支援の一環の中で、外出が困難な高齢者の買い物支援について、お尋ねを

いたします。 

運転免許証の返納、地域に店舗がない、一人暮らしの高齢者増加など、高齢者が

自力で買い物ができない現状がございます。これまで移動販売車や美里バスを利用

するかたちでの買い物支援の質問はありましたが、今回の質問では、外出はできる

のだが、店舗までは遠く、自力では行けない方に、買い物に連れて行ってもいいと

いう善意の住民がおられ、その善意をシステム化し、双方が安心して気兼ねなく買

い物に行ける支援策を考えてみてはどうかという視点であります。買い物支援をし

てもよいという善意ある方の登録をし、支援を受けたい高齢者を把握し、お互いが

気兼ねしないパートナーとなる仕組みをつくり、月数回の外出計画を立て、店舗に

出向いて自ら食品などを選び、そして行き帰りの会話など、日頃自宅だけの生活か

ら外出する喜びも生まれ、また、次回の外出日まで待ち遠しくなることにもつなが

り、生きがいづくりにもなるのではないでしょうか。 

ボランティアの方は、自分の車で一緒に出掛けられることになりますし、費やす

時間やガソリン代の費用もあることから、依頼される高齢者が一部を受益者負担と

し、残りを町が支援する仕組み、地域通貨などを活用するかたちでのやり方も考え

られるのではないでしょうか。 

このようなかたちでの高齢者の買い物支援策を、今後進めていくことができない

か、お尋ねをいたします。 
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○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 本町の高齢化率は、本年１０月末で４７.７％と県内でも上位

に位置しており、高齢者の方々の中には、買い物に出かける行為が困難になってい

る方もいらっしゃいます。このことは大きな課題と受け止めているところでありま

す。 

このような実情を踏まえ、本町におきましては、厚生労働省が所管する地域づく

り加速化事業に対し、買い物に対する移動支援、これを課題に掲げて採択を受けた

ところでございます。 

なお、この取り組みにおきまして、現在の買い物支援の買い物代行に加え、生活

支援ボランティアの車両に利用者が同乗し、町内の商店等で利用者自身が買い物で

きるような仕組みづくりができればと考えているところでございます。 

今後の事業展開に向けて、ご協力いただける生活支援ボランティアの確保、安全

運転等の講座受講要件や、活動する際の保険関係の確認等を行った上で、令和６年

度中にモデル事業を行い、令和７年度からの本格的な事業展開を計画しているとこ

ろでございます。 

併せて、これまでにも様々な場面で議論がありました公共交通網やＩＣＴ・ドロ

ーン技術等の活用方策等、引き続き、関係各課における検討等が必要であると考え

ておりますし、現在、国において議論が再燃しておりますライドシェアの方向性に

も注視しているところでございます。 

今後、様々な手段や方法が誕生してくると思われます。本町において、何が最善

かを見極めてまいりたいと考えております。 

○議長（上田 孝君） 濱田君。 

○７番（濱田憲治君） 目線を変えたところで今回提案をして、町もそれに合うような

何か制度があるということで、移動手段支援ということで受けておられるというこ

とでありました。利用者が自分の手で取って、買い物をして、それを食するという

のが一番ベストな形になると思いますので、この生活支援ボランティア、地域の

方々が多く興味を持っていただいて、そしてボランティアに積極的に参加をされる

ことにより、高齢者の支援ができていくならば、高齢化率が高い美里町においても

うれしいことにつながっていくんではないかなと思ったところであります。 

以上で、私の通告しておりました質問を終わりたいと思います。 

○議長（上田 孝君） これをもちまして、濱田憲治君の一般質問を終わります。 

ここでしばらく休憩します。再開を１１時ちょうどといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時４６分 
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再開 午前１１時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（上田 孝君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問の途中でしたので、一般質問を続けます。 

次に、６番、坂田竜義君の一般質問を行います。坂田竜義君。 

○６番（坂田竜義君） ６番、坂田竜義でございます。通告に従いまして４項目、ちょ

っと声変わりしておりますので、お聞き苦しいかもしれませんが。 

１点目は、町職員の採用に係る課題について、２点目が中山間地農業振興、３点

目が子宮頸がんワクチン接種後の副反応について、４点目が空き家特措法の改正と

町の対応について、お尋ねをいたします。 

まず、町職員の採用に係る課題について。 

昨日、１番議員のほうからかなり実態についてはお尋ねがあっておりますので、

できるだけ重複をしないようなかたちでお尋ねをいたします。 

動機も少し一致した点がございました。なぜこういう質問をするかと言うと、い

ろいろ町を回っておりますと、最近、町職員は本町出身の人の採用が少ないんじゃ

ないかなという声がですね、いろいろ聞こえてまいります。 

そういうところで、これはもう今かなり制度、法制が変わりまして、どこの住所

の人も受けられますし、美里町の居住の人も他の自治体を受けることもありますし、

現にそういう通って仕事をしておられるわけでございまして、そういう実態の中で、

この１０年間の職員採用での町内出身者と町外者の状況ですね、はどうなっている

のかをまずお尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） この１０年間の、平成２６年から令和５年、本年９月までの

職員採用試験の状況について、説明をさせていただきます。 

平成２６年は職員採用試験を実施しておりませんので、これから申し上げます数

字は、平成２７年以降のものとなります。この期間内の町内・町外の内訳につきま

しては、町内出身者の応募が９４名、うち合格者が２４名で、合格率は２５.５％。

町外出身者の応募は１８７名、うち合格者が３５名で、合格率は１８.７％となっ

ております。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 

○６番（坂田竜義君） 今の数字を聞く限りでは、１０年間で町外よりは町内のほうが

多い数字になってますね、一応。それはそれでいいんですが、最近特に、昨年でし

たか、８名うち８名全員が町外というのがありましたですね。そういうここ直近の

状況を見聞きして言われる方もおられるところでございます。 
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そこで２点目ですが、これちょっと今実際、町内出身者が少ないのはなぜかとい

うことでお尋ねなんですが、１０年間の数字はその通りですね。この直近、最近の

中では私の記憶でも、町外の出身者のほうが多いように思われますが、その辺りは

どうなっておりますでしょうか。 

○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） ご説明申し上げます。 

先ほどご説明申し上げました合格率で申し上げますと、町内出身者の合格率が高

いという数字が出ておりますが、単純に合格者を比較した場合は、１０年間で町内

出身者が２４名、町外出身者の合格者が３５名ということですので、合格者の数か

らいくと町外出身者のほうが多いということになります。 

それを踏まえまして、町内出身者の合格者が少ないのはなぜかというご質問です

けども、ただいま申し上げましたとおり、１０年間で町内出身の合格者は２４名と

いうことでございますけども、職員採用試験に合格をするためには、まず一次試験

におきまして教養試験、それから適性試験、専門職にあっては専門試験の基準点を

クリアしなければなりません。次に、一次試験合格者を対象に二次試験を行います。

作文試験、個別面接試験、集団面接試験または集団討論試験を行います。この二次

試験に合格した者が最終的な合格者ということになります。 

このように試験の合格者は、試験の結果に基づくものでありますので、この場で

町内出身の合格者の数の評価というのは控えさせていただきたいと思いますが、こ

こで注目していただきたいのは、先ほど説明いたしましたように、町内出身者の出

身の応募者が少ないということ、それから合格率で見ると、町内出身者の合格率が

町外出身者の合格率よりも高いということです。町内出身者の応募が少ないという

ことには注目すべきだろうというふうに思います。 

ここで、なぜ町内出身者の応募が少ないかという要因を考えてみますと、様々な

ことが考えられると思います。 

一番は、少子化による影響ではないかと考えております。新卒で試験を受ける１

８歳及び２２歳の本町の人口を見てみますと、平成２７年の１６３人に対しまして、

令和５年は１３２人と約２割減少をいたしております。 

次に要因として考えられますのは、昨今の公務員離れの要因として上げられてお

ります年功序列による終身雇用制度、これも関係しているのではないかというふう

に考えております。今の若者は、年功序列の終身雇用よりも成果主義、あるいは能

力主義にメリットを感じている人が多くなってきているのではないかというふうに

思っております。 

また、中学校を卒業し、熊本市内の高校に通う生徒が増えていること。大学に進
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学する割合も以前よりも増え、公務員や民間を問わず、その地で就職を考える学生

が増えているのではないかというふうに考えているところです。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 

○６番（坂田竜義君） １１月の、これは２１日ですかね、熊日に大きく取り上げられ

まして、最近の熊本県職員、あるいは市職員の受験者が非常に減っているというよ

うな記事でございます。熊本市におきましては、１０年前と比べて公募者が半分に

なっていると、熊本県職員についても４割減という実態で、非常に受ける人が少な

くなっているというのが出ております。 

３番目の質問で、能力の実証では、公務員の専門学校の出身者が有利かというお

尋ねをしておりますが、実態を聞くと、高校でもそういう公務員向けのカリキュラ

ムを組んでいる高校、あるいは大学でもそうですけども、そういうところが非常に

今増えていると、専門学校に行かなくても直で対策をされているという話も聞きま

すし、高校、大学行きながら専門学校にも行って、ダブルで学校に行っているとい

う話も聞きまして、非常に実態がいろいろ分かれているんじゃないかというふうに

思います。 

とにかく今、専門、実態はお答えしていただければ結構なんですが能力の実証で、

公務員の専門学校の人が有利になっているのかどうか、お尋ねいたします。 

○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） 能力の実証では公務員専門学校出身者が有利かというご質問

でございますけども、一般論で申し上げますと、公務員専門学校は、専門的な試験

対策を行いますので、公務員専門学校の出身者が公務員採用試験の知識を幅広く有

していると推測をいたしております。 

ただいま議員おっしゃいましたように、昨今、高校や大学のカリキュラムの中で、

公務員試験の対策を行うところもあります。 

また、本町では、公務員試験に向けた準備をしていない民間企業志望者でも受験

しやすい教養試験を採用しております。専門的な勉強をしていない人でも応募しや

すい環境を整えているところでございます。 

また、二次試験におきましても、個別面接に加え、集団面接試験または集団討論

試験を行っておりますので、合格する機会につきましては、公務員専門学校出身者

とそうでない者では差はないというふうに考えております。 

また、能力の実証ではということにつきましては、職務遂行能力は、職員個々の

スキルによるものだと考えておりますので、公務員専門学校出身者とそれ以外の者

とを比較するのは、適当ではないというふうに考えております。 
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入庁後の職務遂行能力の向上につきましては、町内出身、町外出身を問わず、全

職員等しく研修を行うなど、あらゆる機会を通じて、職務能力の向上に努めている

ところでございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 

○６番（坂田竜義君） わかりました。 

なぜそういう質問をしたかと言いますと、要するに、専門学校におきましては、

ちょっと聞くところでは、とにかく五者択一の五者択一、適性試験なら適性試験を

徹底的に指導するもんだから、そこにやっぱり適性試験は長期に反復でやったほう

が有利ですから、それを徹底的に教え込まれますと非常にそれは点数が高くなるの

は普通だと思います。そのペーパーテストでよくても、実際、仕事場に配置されて

ですね、実際、住民とのやり取りとか、いろんな職場の人間関係とかいろいろ含め

て、ペーパーテストでは十分に通ったけれども、よかったけれども、実際仕事がで

きなくて、いろいろはっきり言って処分を受けた人もおられるわけですね。ですか

らその辺りの見極めっていうのは非常にやっぱり難しいというふうに思います、誰

がやっても難しいなと思いますけれど、最近では、先ほど副町長がちょっと言われ

ましたが、宇城市辺りではもう、通常の試験だけでなくてですね、試験の内容とか

実施時期を見直して、とにかく民間企業の採用試験で一般的に用いられている適性

試験を導入をしてですね、非常にそこに重きを置いて試験をしていると、こういう

内容に聞いております。八代市とかほかの自治体でも、そういう適性試験を重視し

たですね試験をやって、必ずしも法律などの専門知識がなくても、前後の理解とか

論理的思考といった基礎的能力を中心に切り替えて、受験者が倍増したという、こ

れ八代市の例が出ております。 

そういうことで、県も総合土木職の関係では、適性試験を導入して、少しやり方

を変えて技術職の確保をしていると、こういうことでございますが、要するに、本

町におきましても通常の市町村の共同試験からずっと、昨日一連の手続きについて

説明がございましたけれども、あと面接試験も総合討論とかやっているということ

ですが、今ここで八代市とか宇城市でやっておるようなことは、既に本町でやって

いるということでしょうか、お尋ねします。 

○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） ご説明申し上げます。 

県内の自治体の状況というのは、詳しく私のほうも存じておりませんけども、全

国的に見ますと、教養試験そのものを廃止をしているという自治体もあるように伺

っております。 
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本町におきましては、先ほど説明いたしましたけれども、民間企業志望者でも受

験しやすい教養試験を採用していますということですけども、これは教養試験には

変わりはありません。ただ、設問の数であったり、受験の時間、試験の時間であっ

たりというのが、以前の教養試験と比べて短縮されているということになろうかと

思いますので、八代市が行っているようなこととはまた少し変わってまいりますけ

れども、また、他の自治体ではプレゼンテーションの試験をやるという自治体もあ

りますので、今後、能力ある職員の確保という意味では、いろんな検討がまた必要

になってくるのではないかなというふうには考えております。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 

○６番（坂田竜義君） なるだけ、非常に今、試験の方法も変わってきておりますので、

そういう流れをじっくり把握していただいて、適正な対応していただきたいという

ふうに思います。 

４点目の住民税と町外者についての認識についてですが、非常にこれはどこに住

もうがですね、職員はどこに住もうがどこから通おうが自由で何も拘束はされませ

んけれども、一般論、町民感情としてですね、役場職員はやっぱり町内に住む、あ

るいは住民票を置いて、住民税は払うべきじゃないかという、これは一般論ですよ。

だから強制も何もできませんので。そういう点について、前から聞いているのは、

できるだけ採用試験のときにですね、できるだけ町内に住むようにっていうことを

言っているという話も聞いたこともございますが、最近では、この辺りについては

どうされているのか、お尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） ご説明申し上げます。 

あのう町外在住、まあ出身の職員が採用試験を受けた場合につきましては、二次

試験においてですね、町内に住むことが可能かという問いかけをする場合もござい

ますが、必ずしも全員そういう投げかけをしていることではございません。 

以上です。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 

○６番（坂田竜義君） まあ例えばですね、大学に通学する人で、実際、熊本市に住ん

でも住民票は町内に残しているとかですね、そういう実態もいろいろ聞きますので、

どこか切り口を決めて住民票だけでも移してもらうとかですね、それは難しいかも

しれませんけれども、できるだけその、基本的にはやっぱり役場職員は町内に住ん

で、住民税を払うようにですね、執行部としても努力をしていただきたいと、この

ように思います。 
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次に、社会人枠というのがございます。一定、受験するときには年齢が何歳まで

ということで限られるのは普通ですけれども、そういうほかの自治体で例えば公務

員をしていた、公務員と類似の能力の実証ができる人で、途中で辞めて帰ってきた

という方がおられるとすれば、そういった人を例えばもう社会人枠でですね、それ

は多くはできんにしても、町内に住んでいるわけですから、そういうこともですね、

考えてはどうかということ、これはもう答えはいりません。ということで、申し上

げておきたいと思います。 

続きまして、この大きな２点目の中山間地の農業の振興ということでお尋ねをい

たします。 

なぜこの時期にということで質問するかと言いますと、この今年の６月にですね、

ここにこれだけでも十何ページあるんですが、農水省が食料・農業・農村政策の新

たな展開方向ということをここでまとめております。そして、今年の８月には農水

省内に三つの委員会というか会議を設置をしておりまして、食料供給が減少した場

合の対策とか、三つの会議を設置して議論をした結果ですね、今年の先月１１月に

農業基本法の、これは農政の憲法と言われます農業基本法の抜本見直しについての、

これは農水省の有識者会議の答申というのが出されました。そのこれは９月の１１

日です。農水省有識者会議の答申を受けて、来年の通常国会にこの法改正を提案す

ると、こういう流れに今なっておるところでございます。これは農政の憲法の２５

年ぶりの改正ということで、大きな流れになってございます。 

ポイントも幾つもありますが、いちいち申し上げますと時間が足りませんので、

一つは、食料危機時に生産転換や流通不足を指示する体制の検討とかですね、４項

目にわたって有識者会議の答申というのが出されているわけでございます。 

また、いろんな九州の九州農業レポートというのが毎年公表されます、農政局か

らですね。これも内容は概略申し上げますけれども、食品の輸出の関連とかですね、

統計的な数字が出ておりまして、前年比で３４％増えた、１,１０８億円というこ

とで出されておりますし、今度のいろんなその２１年８月の大雨の被害とか、九州

を中心に８５０億円の被害が出た。気候変動への対応を特集した記事も出されてお

りますし、有機農業を地域上げて取り組んでいる南阿蘇村とか山都町を例示してで

すね、具体的にそういう方法を示しているところでございます。 

そういうところでお尋ねですが、耕作放棄地、先ほども若干出ましたけれども、

１０年前と比べてどうなっているのかですね。一応あの、お米の会議とかいろんな

農業政策課の関係の会議で資料は示されておりまして、今の耕地面積の半分が耕作

放棄地ですよという数字を見たことがございます。それはそういう数字も聞いたこ

とがございますので、１０年間のこの耕作放棄地の実態、それをお尋ねいたします。 
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○議長（上田 孝君） 西寺農業政策課長。 

○農業政策課長（西寺 清君） ご説明申し上げます。 

耕作放棄地の面積につきましては、農業委員会で毎年度８月から９月にかけまし

て、農地がどのような状況かを調査する農地利用状況調査を実施しております。そ

の調査の中で、荒廃した農地の面積について把握を行っております。荒廃農地とは、

草刈りを行えば耕作可能となる農地、また重機等を使用して整備すれば耕作が可能

となる農地をＡ分類、森林・原野化している農地を復元して利用することが困難な

農地をＢ分類として集計しております。 

約１０年前の調査結果によりますと、荒廃農地の面積は４５７.３ヘクタールで、

内訳としましては、Ａ分類が１０１.２ヘクタール、Ｂ分類が３５６.１ヘクタール

となっております。 

直近、令和４年度の調査結果によりますと、若干分類方法が変わっておりますが、

約１０年前の調査結果と分類を合わせますと、荒廃農地の面積につきましては５５

３.１ヘクタールで、内訳としましては、Ａ分類は１５０.１ヘクタール、Ｂ分類が

４０３.０ヘクタールとなっており、比較いたしますと９５.８ヘクタールで、内訳

としましては、Ａ分類が４８.９ヘクタール、Ｂ分類が４６.９ヘクタール増加して

いる結果となっております。 

農業政策課での耕作放棄地への対応と、対策としましては、所有者に今後の農地

利用の意向確認や地域の農業委員会、農地利用最適化推進委員と連絡して、農地を

増やしたい人への貸し借りや売買の斡旋、及び熊本県農業公社を通した貸し借りや

売買の斡旋を実施しております。 

また、県の耕作放棄地解消事業などの補助事業を活用いたしまして、耕作放棄地

の解消に取り組んでおるところでございます。 

しかしながら、耕作者の高齢化や後継者不足の問題もありまして、今後も耕作放

棄地は増加していくことが予想されております。地域で守るべき農地とそれ以外の

農地を明確化し、また、Ｂ分類と判断された再生困難である農地につきましては、

現況を確認の上、農地でない地目に変更していく非農地判断を推進していきたいと

考えているところでございます。 

併せまして、荒廃農地の発生防止策といたしましては、中山間地域直接支払交付

金や多面的機能支払交付金などの、日本型直接支払制度を活用した地域での農地の

保全や、営農継続を促し、荒廃農地の発生防止や再生に努めていきたいと考えてい

るところでございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 
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○６番（坂田竜義君） えっと、今知った中では、とにかく荒廃農地の中で、いわゆる

今言われました非農地、非農地というのはもう回復困難というか、手を入れても農

地に返らんようなところが多いと思いますし、その非農地に分類されるようなとこ

ろは、もう最初から分母の耕作放棄地から除くべきだと私は思うとですよね。それ

を除いてＡだＢだというふうに決めたほうがよくはないかなと、このように思いま

すので、まあそれは課題として認識していただきたいと思います。 

それから、次に移りますが、最初に言うのを忘れておりましたが、先日、お米の

食味コンクールというのがございまして、新聞にも１２月１日に載りました。本当

に私があて職で実行委員長をさせていただいておりますが、機械も変わったかもし

れませんけれども、すごい高得点でですね、竹の迫の宮田さんという人、８５点、

九州では８７点になりまして、すごい高得点の人がずらっと出ているわけでござい

ます。 

多良木で行いました九州大会、１１月２６日ですか、この結果も新聞に載ってお

りますが、いわゆる機械検定した部分については４位でしたけれども、いわゆる食

味、食味鑑定士等が実際に食べて鑑定する結果ではですね、１位になっているわけ

ですね。ですから名実ともに美里の米は九州で一番というのが実証されたわけです。

ですからいろんなふるさと納税の返礼品をはじめとしてですね、いろんな波及効果

が出てまいりますし、町もとんとそれは九州で一番おいしい米だということを、広

報を通じていろんな場でですね、宣伝していただきたいというふうに思います。そ

してお米が少しでも高く売れるように、販売額が高く売れるように、あのうぜひ努

力をお願いしたいと思っております。 

そういうことで、次の特産物の作付けですね、これが販売額がどうなっているか、

１０年前を比べてどうなっているかをお尋ねいたします。 

かぼちゃとか、１０年前はアスパラガスとかですね、いろんなメロンとか特産で

ございました。非常に今、現実的にはその辺りがどのようになっているのか、お尋

ねいたします。 

○議長（上田 孝君） 西寺農業政策課長。 

○農業政策課長（西寺 清君） ご説明申し上げます。 

現在の指定振興作物、特産物でございますけれども、それには振興野菜といたし

まして５品目「アスパラガス、スティックセニョール、スナップエンドウ、島らっ

きょう、ショウガ」、それから振興果樹といたしまして６品目「柿、栗、銀杏、金

柑、梅、柚子」、それから工芸作物として１品目「お茶」でございます、の計１２

品目を指定しております。 

また、１０年前の指定振興作物につきましては、振興野菜につきまして４品目
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「フルーツ玉ねぎ、アスパラガス、こんにゃく、スティックセニョール（ブロッコ

リー）」、それから振興山菜といたしまして２品目「こごみ、たらの芽」でござい

ます。それから振興果樹といたしまして７品目「柿、栗、銀杏、金柑、いちじく、

梅、柚子」、それから工芸作物として１品目「お茶」でございます、の合計の１４

品目を指定しておりました。 

この中で、主要品目でありますアスパラガスにつきましては、１０年前の作付面

積が約１０ヘクタールであり、販売金額におきましては約１億５,０００万円ほど

ありましたが、直近の令和４年度になりますけれども、の作付面積が約２ヘクター

ルであり、販売金額につきましては約４,１００万円程度となっております。農業

者の高齢化による離農などによりまして、栽培農家数も減少していることから、作

付面積、販売金額についても大きく減少している現状となっております。 

続きまして、柚子につきましては、ゆず部会の活動が盛んでございまして、毎年

度、苗木の注文があっておるところでございます。このため作付面積も大きく増加

しているところでございます。現在、ゆず部会の会員で栽培している柚子の本数に

つきましては、１万本を超えている状況でございます。 

それからお茶につきましては、販売価格の低迷が続いていることなどによりまし

て、栽培面積も縮小され、その他の作物、高収益作物などにですね転換される傾向

があるのが現状でございます。 

なお、指定振興作物、特産物とは別になりますけれども、新規振興作物といたし

まして推進しております美里カボチャにつきましては、１０年前の作付面積が約７

ヘクタールでありまして、販売金額につきましては１,６００万円ほどございまし

たが、令和４年度、昨年でございますけれども、につきましては作付面積が約４ヘ

クタールであり、販売金額につきましては７００万円程度となっておる状況でござ

います。 

新規振興作物につきましても、指定振興作物同様にですね、農業者の高齢化によ

る離農などによりまして減少している状況でございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 

○６番（坂田竜義君） 随分やっぱりアスパラとか減っておりますですね。メロンはち

ょっと今言われなかったけど、メロンもかなり減っておるかなというふう思ってお

ります。 

町の振興計画で見てみますと、特産物に対しては補助金が３年間で２７０万とい

うのが出ておりましたが、１年にすると９０万ですかね、そういうことになってお

りますが、特産物については、とりわけやっぱりもう少し補助金を増やしてでもで
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すね、やっぱり奨励をして、やっぱり作付面積、販売価格ともに増えるように、ぜ

ひ計画を検討いただきたいというふうに思っております。 

柚子の関係、４番目、ちょっと課長のほうから今ございましたけれども、先日あ

のう大きくですね１２月の２日ですか、新聞に載りました。３８戸で６ヘクタール

ですか、ということで１００トンの出荷を見込んでいると、こういうことで記事が

出されておりまして、今後、柚子の見通しについてどうなるのか、お尋ねをいたし

ます。 

併せて、結局その付加価値を付けてですね、例えばポン酢とか、あるいはマーマ

レードとか、そういう加工して出したほうが利益が上がるのは当然ですね。そうい

うことで、そのまま成果物を出すのではなくて、加工して出すような今後の仕組み

というか、そういう点についてのお考えはどうなっているか、お尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 西寺農業政策課長。 

○農業政策課長（西寺 清君） ご説明申し上げます。 

柚子につきましては、指定振興作物として指定し、柚子の苗木代を農業の特産物

振興補助金で交付している状況もございまして、作付面積も増加傾向でございます。 

ゆず部会は、平成２２年にですね設立をされまして、現在、２８名の会員で技術

指導員及び栽培経験者を中心にいたしまして、栽培講習会や現地検討会を開催され

ております。栽培技術や秀品率の向上など、精力的にですね栽培及び管理され、販

売につきましては、ゆず部会の会員が生果のまま、全て持ち寄られまして、出荷さ

れている状況でございます。 

出荷した柚子につきましては、仲買業者が出荷し、加工業者が飲料や化粧品及び

ゆず胡椒などの原料として利用されているとお聞きしているところでございます。 

柚子は加工品が適した農産物というふうに、町としても考えております。 

本町におきましてもですね、６次産業化を推進していきたいと思っているところ

でございますが、個人や一つの法人で取り組むには、多額の初期投資が必要となっ

てまいります。その点、大変難しい部分もございますが、関係機関や地域等が連携

してネットワークした流通体制を、まずは構築する必要があるというふうに現在思

っているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 

○６番（坂田竜義君） はい、わかりました。 

ついでにお尋ねしますけれども、毎年苗木の注文って防災無線でやっておられま

したですね。最近はちょっとその防災無線でのそういう放送っていうのがなくなり

ましたが、何か理由があるとですかね。 
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○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 今、防災行政無線での周知というようなお話でございます。 

この件に関しましては、この前、畜産等もですねいろいろ周知をするときに、こ

の防災行政無線を使っておりました。畜産関係の方からも、最近流れなくなったと

いうようなお話も聞いております。 

今、防災行政無線のですね見直し等も行われておりまして、今日もその報告があ

るというふうに伺っております。本来、防災行政無線が果たすべき役割というもの

が、実はしっかりと明記をされておりまして、今までそれを超えたところでですね、

いろんな周知をされていました。このゆず部会に限らずですね、美里町には様々な

部会がございます。先ほどの特産物の品目だけでもあれだけあるわけでありますの

で、それぞれの部会から、やはり同じように周知をしてほしいということになれば、

それは莫大なデータ量、それから放送の時間ということになりますので、最近、そ

ういった広報的なものは少しずつ縮小をさせていただいているというような方向で

ございますので、ご理解を賜りますようにお願いを申し上げます。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 

○６番（坂田竜義君） まあいいんだけど、防災無線の見直しは今、後から話があるよ

うですけども、何て言いますかね、そのくらいいいじゃないかと思うんですよ。苗

木の注文は何日までしてくださいとかですね、あんまり長々とするわけじゃないし、

ゆず部会だけを、何ちゅうか融通してくれということじゃありませんよ。ですから

ほかの部会がその、畜産の方も今言われました。それは農家の人たちは、とにかく

赤字でですね、米も私たちつくっておりますが赤字で、赤字だけどやっぱり農地を

荒らさんためにいろんな作物をつくって農地を維持しておりますのでですね、でき

るだけ必要以上のものをしてくれて、これは無理な話ですが、できるだけ手を差し

伸べられるところはですね、少しでもやっぱり農家のために考えていただきたいと

このように思います。 

それでは、次に移ります。 

３番目は、子宮頸がんワクチン接種後の副反応について、お尋ねをいたします。 

これは非常にあのう、副反応が出る人はですね、これ何万人に１人ですから、め

ったなことでは副反応は起きらないというふうに思いますが、先日、この副反応、

娘さんがですね副反応が出てですね、大変困って、県内にその治療する機関がない

て。日赤も大学病院も、国立病院も対応ができなくて、この方は鹿児島大学の医学

部のほうに今治療で入院をしているというようなことなんでございます。この人は、

接種翌日から３８度を超える発熱があって、３７.５度の熱が５か月続いたて。そ

して翌週に視覚異常とかですね、になって１年４か月たった今もそれは続いておっ
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て、鹿大病院のほうに入院していると、こういう方でございます。 

そういうことで、発症、接種した産婦人科医院でですね、すぐ地元の拠点病院を

紹介をされたんですが、それが拠点病院では何の処置もされずに、大学病院にも紹

介状をなかなか書いてもらえなかったということでですね、とにかく時間だけが過

ぎたというようなことで、自治体からも数回訪問されましたけども、ただ横たわっ

て寝ている本人の容態を見て帰っただけでですね、特別どうこうというのはなかっ

たと。申請までの治療法、ワクチン副反応の申請は１回しかできないということで

すが、申請までの治療費しか払わないということで、全て治ってから副反応の申請

をされたらどうかと自治体の担当者から言われるということで、非常に幻滅を感じ

ておられまして、その親御さんのほうから、話をいろいろと聞いたところでござい

ます。 

そういう状況を受けまして、本、この子宮頸がんワクチンの接種に関する基本的

な考え、これは国の指針とか当然あると思いますので、要点だけでいいですから、

どうなっているかお尋ねいたします。 

○議長（上田 孝君） 隈部健康保険課長。 

○健康保険課長（隈部尚美君） ご説明申し上げます。 

子宮頸がんワクチン接種に関する基本的な考え方についてのお尋ねでございます

が、本ワクチン接種は、国内外の研究結果から、ワクチン接種による子宮頸がん予

防効果のメリットが副反応のデメリットよりも大きいことを確認されており、予防

接種法に基づいて実施しております。 

子宮頸がんの発症は、２０代から上昇し、４０代でピークを迎え、その後、徐々

に下降していきます。 

国立がん研究センターによりますと、日本では毎年約１万１,０００人の方が子

宮頸がんにかかり、さらに毎年約２,９００人の方が死亡されております。 

この子宮頸がんの発症には、ヒトパピローマウイルスが関わっており、長期に感

染することでがんになると考えられております。 

本ワクチン接種で、ヒトパピローマウイルス感染を防ぐとともに、子宮がん検診

によって早期発見し、早期治療することで、子宮頸がんの発症や死亡の減少が期待

されております。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 

○６番（坂田竜義君） 基本的な部分はわかりましたが、それでは、本町におきまして

ですね、接種者で副反応が出た人はいるんでしょうか、お尋ねいたします。 

○議長（上田 孝君） 隈部健康保険課長。 
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○健康保険課長（隈部尚美君） ご説明申し上げます。 

日本では、ヒトパピローマウイルスワクチンは３種類ございます。筋肉注射とい

う方法で、一定の間隔を開けて２回から３回接種いたします。主な対象者は、小学

６年から高校１年相当の女子です。 

本町におきましては、県内の医療機関で令和３年度に２１件、令和４年度は４８

件接種されております。接種後に見られる主な副反応としましては、発熱や接種し

た部位の痛みや腫れ、注射による痛み、恐怖、興奮などをきっかけとした失神など

が上げられますが、本町ではそのような報告は受けておりません。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 

○６番（坂田竜義君） これは何万人に１人ということで、まれなケースでお話を聞い

ております。ただ、いろいろ、ただだからとかですね、何月何日までにするとただ

だからとか、もう必要以上に宣伝してですね、子宮頸がんのワクチンを打たせよう

とするような動きもある様に聞いております。 

専門家ではですね、慌ててワクチンを打たなくても、二十歳になったら２年に１

度、子宮がん検診等もあるので、十分１２歳とか１６歳の女性にですね、今なんか

こう言葉は悪いですけどバーゲンセールのように、いつまでするとただだけん、ど

んどん打ちなさいと、そういうことはいかがなものかと私は思います。 

ですからまあ、国の指示でいろいろそういう広報をされたりするとは思いますけ

れども、そういうことについては、必要以上にですね、宣伝をして進める必要はな

いんじゃないかと思いますが、この辺りは、そういうことはあっていないでしょう

か、お尋ねをします。 

○議長（上田 孝君） 隈部健康保険課長。 

○健康保険課長（隈部尚美君） ご説明申し上げます。 

予防接種法に基づき案内をしておりまして、接種を望まない方に接種を強制する

ことはございません。 

町ホームページによる情報提供ほか、接種対象者には文書により個人通知をして

おります。予診票と一緒に子宮頸がんの現状や、ワクチン接種の効果と副反応、予

防接種健康被害救済制度のご案内も入れております。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 

○６番（坂田竜義君） 必要以上にお勧めをされないように、お願いしておきたいと思

います。 

それでは、最後の質問に移ります。 
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空き家特別措置法の改正と町の対応について、お尋ねをいたします。 

この改正法についても、国土交通省のホームページではもうものすごい分厚い内

容になっておりますので、この改正法の特徴ですね、時間があまりありませんので、

改正法の特徴点と、要するに町に関係する部分だけで結構ですので、その特措法の

改正が町にどう関係してくるのか、その辺りをお尋ねします。 

○議長（上田 孝君） 松岡美しい里創生課長。 

○美しい里創生課長（松岡征二君） ご説明いたします。 

主な改正内容、四つだけ説明させていただきます。 

まず１点目が、特定空き家となる前の状態の空き家を「管理不全空き家」として

指定できるようになったことです。これにより、特定空き家になるまで対応できな

かった行政による改善の指導・勧告が管理不全空き家に対してもできるようになり

ました。指導改善に従わず、勧告の段階になると固定資産税の住宅用地特例が解除

できるようになります。 

２点目は、空き家の活用や管理に取り組むＮＰＯ法人や社団法人等を「空家等管

理活用法支援法人」に指定することが可能になったことです。これにより、行政職

員では対応が難しかった相続や不動産等の専門知識、ノウハウが必要な業務を外部

委託できるようになります。 

３点目は、空き家等活用促進区域制度の創設ですが、これは主に中心市街地の話

になりますので、紹介にとどめます。 

４点目は、特定空き家への勧告・命令等の円滑化です。これまで倒壊による危険

性がある場合や、災害時の安全確保等で、迅速な対応が必要な場合でも所要の手続

きが必要でしたが、今回の改正により、命令等の手続きを省略した緊急時の代執行

が可能となり、その費用も所有者の財産から強制的に徴収することが可能となりま

す。 

以上です。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 

○６番（坂田竜義君） 大体、改正法の中身についてはおおむねわかりましたけれども、

本町におきますところの空き家の数ですね、これはもう大分以前に、以前の企画情

報課のときから数字を聞いておりまして５００何件ということで、利用可能な家に

なりますと、空き家バンクに登録している人自体が少ないので、非常に少なくなっ

ておりますけれども、要するに、５００何件もあって、なかなか利活用が進まない

という、いわゆる手詰まり感というかですね、そういうことになっているような気

がいたします。今度この空き家特別措置法の改正というのがあって、人口減少や高

齢化、単身世帯の増加の中でですね、大きな依然として課題になっていると。 
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今説明がありました老朽化した空き家は、倒壊が危ぶまれるだけでなくて、景観

とか治安の面でも悪影響を及ぼすと、こういったかたちでですね、いろんな分析を

された上で改正がされております。 

そして、２点目の関係も先ほど言われますように、空き家管理活用支援法人とい

うのがですね、新たに改正法の中につくることができると。つくることができると

いうよりも、町長が指定することができるというようなかたちになりました。それ

で、非常に町の職員だけにですね、これをやりなさいと押し付けてもなかなか難し

い面がございますし、また地域おこし協力隊にも、必要以上の過大な請求をしてで

すね、要求をしてもなかなか無理な面があるなというふうに今感じております。 

そういった点で、この専門家等が運営しますところの空き家管理活用支援法人と

いうものをうまく活用できないかというようなことでございます。 

この点について、町としてはどうお考えか、お尋ねいたします。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 改正後の空き家特措法への町の取り組み、併せまして、空き家

管理活用支援法人への対応、この２点について、合わせてお答えをさせていただき

たいと思います。 

今回の改正で新たに指定することが可能となりました空家等管理活用支援法人と

は、先ほど議員がおっしゃったとおりでございます。やはり所有者、活用希望者へ

の普及啓発、情報提供、援助、あるいは所有者との相談対応、委託に基づく空き家

管理、そして委託を受けての所有者探索など、この空家等管理活用支援法人、本当

に今まで行政が担ってきたようなことをですね、やっていただける、そういう法人

でございます。 

本町におきましても、現在、現時点でも特定空き家であったり、管理不全空き家

の対象となるような物件が存在いたします。周辺住民の方々からの相談もあってお

ります。これまでは、町がどんなに相談いたしましても、意に返されない、あるい

は所有者が特定できないなどの壁がありましたが、今回の法改正で一歩前に進むこ

とができるのではないかと考えております。 

現在、町内で空き家の活用・管理を行っている団体等はございませんので、町外

の団体や町内で新たに取り組む団体、こういった方々を探していきたいと思ってお

りますし、外部委託する場合の費用であったり、需要等、こういったものを勘案し

ながら、その活用について検討を行ってまいります。 

○議長（上田 孝君） 坂田君。 

○６番（坂田竜義君） この空家等管理活用支援法人について、あのううちの町におき

ましても、あのう空き家等対策計画というのが、令和４年にできておりますが、当
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然その改正法に準じたかたちでの対策計画の改正というのが当然、改正箇所が出て

くると思うんですね。そういう中で、当然その、町長が指定しなければ、もう何も

法人は何もできないわけですけれども、当然その改正空家法、２条、３条に基づく

支援法人の申請処理については、国土交通省の解釈ですけれども、市町村行政手続

き法５条に基づいて審査基準を作成してですね、その対応をするべきだというよう

な国交省、基準が来ているかどうかわかりませんけれども、そういう新たな法人に

対する国の考えをきちんと把握をされた上で、できるだけですね、手詰まり感があ

る中での町の対応の問題ですから、ぜひこういう法人を活用してですね、空き家対

策がうまくいきますようにお願いいたしまして、質問を終わります。 

○議長（上田 孝君） これをもちまして、坂田竜義君の一般質問を終わります。 

ここでしばらく休憩します。再開を１３時ちょうどといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５７分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（上田 孝君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問の途中でしたので、一般質問を続けます。 

次に、２番、平野保弘君の一般質問を行います。平野保弘君。 

○２番（平野保弘君） ２番、平野です。通告に従い、質問をいたします。本日は、１

番目に美里バスの効果的な運行について、２番目に有害鳥獣対策について、３番目

に東部地区町水道の水源について質問をいたします。 

まずは、美里バスの効果的な運行についてですが、私自身、このことに関する質

問は、昨年の６月、本年の６月に続いて３回目になります。何をそんなに質問する

のかと思われるかもしれませんが、利用者が伸びているのか伸びていないのか。ま

た、利用数によっては費用対効果も考えなくてはいけないと思います。 

また、町ではアンケート「美里町での暮らしについてのアンケート」を取られて

います。その中でも、利用者がなかなか増えていないこと、今後の公共交通体系に

ついて苦心されていることが伺われます。アンケートを含めて、現状を分析し、手

詰まり感を何とか打破するきっかけになればとの思いから質問をいたします。力を

合わせて問題解決に近づければと思いますので、よろしくお願いします。 

まずは、現状、直近の利用状況はどうなっているのか。 

６月の質問から半年しかたっていませんが、前回６月のときは、令和４年度の利

用状況についてお答えをいただきました。令和５年度に入ってからの利用状況に変

化があるのかと思いまして、質問をいたします。 
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○議長（上田 孝君） 松岡美しい里創生課長。 

○美しい里創生課長（松岡征二君） ご説明させていただきます。 

美里バスの直近の利用状況とのことですので、令和５年度になってからの利用人

数をお答えいたします。 

４月１３０人、５月１０９人、６月１３６人、７月８６人、８月９３人、９月１

２８人、１０月１２４人の合計８０６人です。前年４月から１０月の合計は６８０

人ですので、前年同期比で１２６人、１８％増加していることになります。現時点

では、昨年度に比べ少し増加するのではと見込んでおります。 

以上です。 

○議長（上田 孝君） 平野君。 

○２番（平野保弘君） ４月から１０月までの７か月間で１２６人増加しているという

ことですので、１年間では大体２００人を超えるぐらいの増加が予測されます。 

前回、前々回の質問の答弁で、２回合わせるとこういうふうにおっしゃっていま

す。「新型コロナウイルス感染症の影響で少なかったが、新型コロナが収まってき

たこともあり回復傾向にある」ということだったと思います。 

プラス無料乗車イベント等のご努力もあって増えてはいます。ですが、微増と言

える範囲だと思います。 

先ほども言いましたが、アンケートを取られています。集計ができているかどう

かわかりませんが、前回の答弁の中で、「何かしらの見直しが必要であると考えて

いる。様々な関係者のご意見をいただきながら、よりよい制度となるよう新たな交

通手段の模索を行っていく」というふうにおっしゃっています。その一環としての

今回のアンケートに、美里バス及び今後の公共交通体系の問いが入っているのでは

ないかなと思います。 

今後は、アンケートの集計後、どのように検討、計画されているのかについても

お聞きしたいと思います。 

○議長（上田 孝君） 松岡美しい里創生課長。 

○美しい里創生課長（松岡征二君） まず、アンケートについて、ご説明申し上げます。 

議員ご指摘のとおり、１１月２日に嘱託員配布で町内全戸を対象としまして「美

里町での暮らしについてのアンケート」を行いました。回答期限は１１月２０日で、

現在取りまとめ作業を行っているところです。なのでまだ結果は出ておりません。 

このアンケートは、令和６年度に計画終期を迎える第２期美里町まち・ひと・し

ごと創生総合戦略及び令和７年度に計画終期を迎える第２次振興計画の策定に向け

て、町民の皆様からの意見を反映する一つの手段として協力をお願いしたものにな

ります。 
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前回、策定時にも同様のアンケートを行っており、違いは議員ご指摘の公共交通

体系の質問項目を追加した点になります。 

ちなみに、今回は、総合戦略が上位計画となる振興計画の前年に終期を迎えてし

まうため、総合戦略の終期を１年延長しまして、令和７年度に両計画を策定するこ

とで、その整合性を図ることとしております。 

今後の公共交通体系の検討についてですが、現在の美里バスは、全地区を対象と

した住民の移動手段として、持続可能性、利用ニーズ、運行費用、路線数、地元交

通事業者への経済循環、路線バスへの接続と維持、町の財政問題等、様々な観点か

ら総合的に勘案して導入した体系になりますが、美里バスの利用者がここ３年１,

３００人程度と横ばいとなっていることからも、町としまして改善の必要性を強く

認識しているところです。 

今後、さらに住民の皆さんの移動需要、公共交通事業者の状況等を改めて調査し

まして、体系的な評価を行うとともに、抜本的な制度変更を含めた公共交通体系の

検討を行ってまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（上田 孝君） 平野君。 

○２番（平野保弘君） アンケートについても詳しく説明をしていただきました。アン

ケートの集計も出ていませんし、どれくらいの回答があったのかもわかりませんが、

今現在、利用しづらいと考えている方たちの意見がどれだけ吸い上げられているの

かなとも思います。 

前回の質問でも申し上げましたが、地区ごとにでもですね、小規模のほうがよい

と思うのですが、利用する可能性がある方たちの意見を聞く機会を設けることがで

きたらよいと思います。そうすればですね、住民からの意見を聞くということだけ

でなく、その意見、要望に対する回答であるとか、いろんなアドバイス、予約の仕

方や利用の仕方もその場でアドバイスすることもできるかと思います。かしこまら

ずに雑談的に話ができれば、いろんな話ができて理解も深まるのではないかなとい

うふうに思います。 

今、防災交通係のほうで、マイタイムラインの説明が行われていますが、あのよ

うな形、規模でできないものかなというふうに思っています。必要としているとこ

ろから、手を挙げられたところからでもできないものかなと思いますが、そのよう

な計画はできませんか、お尋ねいたします。 

○議長（上田 孝君） 松岡美しい里創生課長。 

○美しい里創生課長（松岡征二君） ご説明申し上げます。 

議員ご指摘のとおり、今後の公共交通体系を検討していくにあたって、交通需要
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調査の外部委託を行いまして、その中で住民の皆様への説明やご意見を伺う場を設

けていくことを考えております。その頻度や規模等につきましては、回数や拘束す

る時間帯、時間数、人数等に応じてコストがかかることになります。このことは、

役場職員でやる場合も同様のことになりますので、効率的かつ効果的な説明会とな

るよう、最適解を見つけてまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（上田 孝君） 平野君。 

○２番（平野保弘君） 交通需要調査の外部委託を考えられているということですが、

私が思うのはですね、ここで課長や町長から詳しく説明をいただいていますが、ど

れだけ住民の方々に、特にですね、公共交通を必要とされている方々に届いている

のかなと思う部分があります。直接話をされたほうが伝わると思うのですが、検討

の一つに加えていただきたいと思います。 

利用状況についてですね、私なりに現状を理解するために、表とグラフにまとめ

てみましたのでお示しします。 

防災行政無線で聞いていただいている町民の皆さんや傍聴に来ていただいている

方々にはわからないと思いますが、少し詳しく説明します。 

システム内の私の一般質問の通告書からページをめくっていただくと「資料１」

となります。資料１は、平成２３年度からの福祉バスと美里バスの利用状況、利用

延べ人数の推移を表したものです。 

あとの資料が、平成２４年度からになっていますので、この平成２３年度は参考

にだけしていただければと思います。 

福祉バスは、平成２４年度が延べ人数で１万１３１人利用されていて、その後、

少しずつ減っています。平成２９年度には６,３６２人まで減っています。平成３

０年度は、年度途中で美里バスに代わっています。福祉バスが３,１４１人で、美

里バスが１,０７３人です。令和元年度は、完全に美里バスに代わっています。新

型コロナ流行前ですが２,３０７人の利用です。新型コロナウイルスが流行しはじ

めた令和２年度は１,２７２人と急減し、令和３年度が１,２４７人、昨年度、４年

度が１,３３１人とわずかに回復しています。令和５年度がさらに増えて、先ほど

のからいきますと、年間千五、六百人ぐらいになるのかなと思います。 

美里バスになって、急激に減っているのがわかると思いますが、実は福祉バスの

ときも年々減ってきているのもわかると思います。 

次のページを見ていただきたいと思います。 

「資料２」ですが、これはそれぞれのバスの年度ごとの経費の推移です。決算書ベ

ースで作成しています。 
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福祉バスは、福祉バス委託料として、ほぼ毎年度１,０００万円かかっていまし

た。美里バスは、美里バス運行費補助金として、令和２年度以降は定額１,２０８

万円かかっています。福祉バスは大体１,０００万ですね。平成３０年度と令和元

年度は、移行当初だからなのか１.５倍ぐらいかかっています。そこは無視して見

ても、毎年、福祉バスよりも美里バスのほうが２００万円ほど多くかかっていると

いうことになると思います。 

次のページ、「資料３」を見ていただきたいと思います。 

これは、先ほどの直接の経費だけでなく、関連経費と思われるものを合計してみ

ました。 

次のページ、「資料４」に内訳を載せていますが、ここでは説明を省略をします。 

次のページ、「資料５」、これがメインになるんですが、これは、資料２のかか

った費用の金額を資料１の延べ人数で割ったものです。つまり、一人１回乗るのに

幾らかかったのかという数字になります。福祉バスの一番安いときが、平成２４年

で９７１円、利用者が減るにつれて上がっていきます。平成３０年度は１,５７４

円になっています。それに比べて、美里バスは一番安い令和元年度で７,５４０円、

一番高いのが令和３年度で９,６９２円かかっています。平成２４年度の福祉バス

のときの約１０倍になります。 

資料には出していませんが、通年、トータルで計算すると、一人１回乗るのに福

祉バスが１,２５５円、美里バスが８,６９７円かかったということになります。７

倍近くになります。これがそのまま費用対効果と言えるかどうかわかりませんし、

費用対効果だけで物事を判断してはいけないのはわかっています。ですから、私の

感覚としてですが、貧乏性でもありますのであまりにも悪いというふうに感じてい

ます。 

費用対効果は、費用と効果両方を考えなくてはいけません。例えば、費用がかか

っても、その効果が絶大であれば、費用対効果があると言えますし、費用を抑えて

もその効果が低すぎれば、また効果がなければ、その事業をやる意味が薄くなると

思います。もし、利用者がめちゃくちゃ多いのであれば、効果が高いわけですから、

費用をかけられる路線定期運行方式ができると思います。 

私たち議員が視察研修に行きました宮城県の女川町ではこの方式でした。また、

福祉バスもこの方式にあたると思います。 

ですが、先ほども申しましたが、資料１のグラフから、運行方式に関わらず、利

用者は右肩下がりで減少傾向にあると言えます。利用者が少なければ、費用を抑え

なくては費用対効果が悪くなります。極端に利用者が少ない、または利用者に地域

的な偏りがある場合は、フルデマンド方式が定期運行方式よりも費用を抑え、利用
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者の利便性は上がると思います。フルデマンド方式は、同じく視察研修で行った岩

手県の紫波町でやっている方式です。フルデマンド方式と言ってもワンパターンで

はないと思いますが、紫波町では、時刻表や路線がなく、当日予約ができるもので

した。また、紫波町ではバス停もなく、町内はどこからでも乗れるし、どこでも降

りることができるようです。ただ、予約してみないといつ来てくれるのかわからな

いという点があります。出払っているときは待ってもらうしかないということにな

ります。また、もっと利用者が少ないのであれば、タクシーを利用していただいて、

タクシー料金に対して補助金を出すという方法もあるかと思います。利用された分

だけ、かかった料金に対しての補助金であれば、利用者が少なければ費用も少なく

なります。 

現行の美里バスの方式は、路線定期運行方式とフルデマンド方式の間にあると私

は思っています。美里バスは、非常に工夫されて複雑でありよくできた考えられた

システムであると思います。 

前回の質問のときに、「ベストな方法」と答弁をいただきました。先ほども様々

な観点から総合的にご説明がありました。私も最初にこの美里バスの総合時刻表を

見たときは、タクシー業者や路線バスにも配慮された、完璧と思われるシステムで

あると思いました。このやり方しかないんじゃないかと思えるほどのシステムなの

ですが、利用者が少なければ費用対効果が極端に悪くなってしまいます。利用者が

今日のように少なくなるというのは、予測不可能だったと思いますので、当時は誰

もがベストの方法だと考えられたと思います。 

一部の住民から、スクールバスが空いているので利用できないかといった意見も

ありました。また、国会ではライドシェアが話題になりました。今のやり方のまま、

利用者を増やす努力を続けるのもよいのですが、思い切った変更はまだ考えておら

れないのでしょうか、お尋ねいたします。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） まず、福祉バスと美里バスの利用者１回当たりの経費の比較に

ついてでございますが、当時の福祉バスの運行は、利用者が無料ということもあり、

年間の利用者数が美里バスの約５倍ありました。経費を利用者数で割った場合は、

議員ご指摘のとおりになると思いますが、当時も「週１回だけの利用は不便」であ

ったり、「一筆書きで集落を回るので目的地に行くまでの時間がかかり過ぎる」、

あるいは「家からバス停までの距離が遠い」などのご意見が挙がっていたというの

も認識をしているところでございます。 

また、運輸局からも、無料での運行は民業圧迫にあたるとの指摘を受けていたと

ころでもございます。 
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次期、公共交通体系の見直しにあたりましては、大前提として、町内一円の交通

手段の確保を想定して検討したいと考えております。 

議員ご指摘のとおり、様々な運行方式がございますが、それぞれにメリット・デ

メリットがございます。 

まず、路線定期運行方式につきましては、利用客の有無にかかわらず、定期に運

行しますので、利用者の利便性は高いものの、利用者数が一定以上なければ赤字路

線となり、それを維持するための運行事業者への補助が必要となります。現在、熊

本バス、産交バス、麻生交通により、主に国道沿線から町外への移動手段として運

行していただいておりますが、これを美里バスの代わりに町内一円で走らせた場合、

現在の運行方式に比べ、大幅なコスト増となります。 

また、各事業者におきましても、ドライバーの確保が難しい状況であり、現行の

運行系統の維持さえも厳しい状況にあると伺ってございます。 

次に、フルデマンド方式についてでございますが、現在の美里バスもこれにあた

ります。予約が必要ですが、自宅の近くの停留所まで来てくれます。例えば、これ

を利用者の自宅から目的地までのドアｔｏドアで運行した場合、必要経費が増加す

るほか、この方式を導入された他自治体では、路線バスが撤退された事例もありま

すので、路線バスがなくなってしまうというような可能性も考えられます。 

タクシー利用助成方式につきましては、こちらも予約が必要ですが、移動需要の

ある方が必要なときに利用できるようになるため、現行方式に比べてコストを下げ

ることが期待できます。ただし、路線バスが高い確率で撤退することが予想されま

す。 

スクールバス、先ほど議員がおっしゃいましたが、スクールバスの混乗につきま

しては、教育目的の管理外運行、これは教育目的ということで補助を受けて購入を

しているバスでございますので、その管理外運行（通学以外の目的）や防犯上の観

点からも難しいというふうに考えております。 

そのような中で、これも先ほどおっしゃいました現在話題になっているライドシ

ェアにつきましては、今後の議論がどう進むのか、とても興味を持っているところ

です。まだまだ不透明なところはあるものの、地域住民が自家用車を有効活用して

収入を得ることができますし、利用者の利便性も向上すると思われます。ただし、

タクシー事業者の顧客を奪うことになりかねませんし、路線バスも撤退する可能性

は高くなります。とはいえ、移動手段の選択肢が少ない過疎地域においては、非常

に有効な手段になり得るのではないかと期待をしているところでございます。 

これからも国の動向や先進自治体等の情報収集を行いながら、全ての可能性を排

除せず、今後の運行方式の検討を行ってまいります。 



－ 114 － 

○議長（上田 孝君） 平野君。 

○２番（平野保弘君） 現時点での見解を詳しく説明していただきました。必ずメリッ

ト・デメリットがあります。１００点はなかなかないのかなと思いますけれども、

少し長い目で見ながらですね、検討をしていっていただきたいというふうに思いま

す。 

前回の質問で、予約制にしている主な理由は、「運行を依頼しているタクシー事

業者のドライバー確保の関係から、前日までの予約により調整を行っている」との

答弁がありました。また、「関係者それぞれが少しずつ我慢をしながら成り立って

いる」との説明がありました。利用者からすると、前日予約というのも一つの我慢

になると思いますが、逆に予約のハードルを下げて、当日予約も可とし、その代わ

りにすぐに来れるかどうかはわからないがという我慢もあるのではないかと思いま

す。大きな変更には時間がかかると思います。実際の運行では、予約時には当然、

前日予約が優先されるものの、当日予約も可とすることも検討してはどうかと思う

のですが、いかがでしょうか。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 今、当日予約に対するご提案をいただきました。今後、参考に

させていただきたいというふうに思います。 

ただ、予約制にしている主な理由、先ほど議員もおっしゃいました、本年６月議

会でも説明しましたが、運行を委託しているタクシー事業者のドライバーの確保と

乗務のシフトを前日午後３時まで予約を受けることによって、やっぱり調整されて

いるということで、今、前の日、前日予約とさせていただいているところです。 

現在、ご案内のように、全国的にバスであったり、タクシーの運転手が不足して

いる中で、特に人口減少が進む中山間地域での人材の確保は、非常に難しい状況で

ございます。利用者の利便性向上のために、当日予約ができればと、そういうふう

に思ったこともあります。ただ、ドライバーの確保やシフトの調整ができていない

状態での当日予約は、通常のタクシー業務もあることから、電話しても配車ができ

ない可能性が高く、結果として出かけたい時間に出かけられないという自体になる

ことも予想されますし、そのことによって、料金徴収のトラブル等が発生する可能

性も排除できません。 

いずれにいたしましても、先ほどのご提案も含めて、次期見直しにつきましては、

しっかりといろんな可能性を排除せずに、検討を進めていきたいと考えております。 

○議長（上田 孝君） 平野君。 

○２番（平野保弘君） どうしてもデメリットは出てくるようですが、よろしく検討を

お願いします。 
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先ほども申しましたが、現在のシステムでは、路線バスの利用にも配慮されてい

ます。さらにそれと併せて、今回は資料に出していないのですが、路線バスを維持

するために、令和３年度と４年度では、４,４００万円以上が町から支払われてい

ます。その金額が安いのか高いのかという問題と、それだけ町が払っても、当然の

ことながらバス料金も安くはなりません。高校生の通学に、結構高い定期券を購入

しなければならない場合もあると聞いています。定期券が高いので、自家用車で送

ったほうがいいんじゃないかと悩まれることもあるようです。路線バスの問題を含

めると、さらに難しい話になりますが、避けては通れないですし、密接に関係もし

ています。今後、要検討だと思っていますので、よろしくお願いいたします。 

また、ライドシェアについても言及していただきましたが、国では、日本型ライ

ドシェアを検討されていると思います。将来的には、美里型ライドシェアを確立し

ていかなければいけないのかなというふうにも思っています。 

いずれにしても、利用者が減っている状況では、何らかの予約は必要ですので、

現実的には予約のハードルをいかにして下げるのかが大事になってくるかと思いま

す。検討をよろしくお願いいたします。 

それでは、次の質問に移ります。 

有害鳥獣対策についてなのですが、今年は例年以上に、私のところにイノシシに

よる水稲への被害を訴えかけられると言いますか、どぎゃんかせんといかんばいと

いったような話が多かったと感じています。私は、農業共済組合の損害調査員をや

っています。一日だけではありましたが、損害調査に出ました。そのときに、私が

回ったところの損害も全部イノシシによる被害でした、１００％です。 

そこで、農業共済組合に損害調査の集計ができているか尋ねてみました。回答を

いただきました。共済金の支払いの対象になった被害ということになりますが、美

里町では１６８筆、９５８アールが認定されています。そのうち１３８筆、７０６

アール、約７丁が獣害ということになっています。獣害ということなのですが、ほ

とんどがイノシシではなかったかと思います。 

今年は例年に比べると風水害、いもち等の病害、ウンカ等の虫の害が少なかった

ために、筆数で８２％、面積で７４％が獣害ということになります。 

過去との比較、増減の傾向も見たかったのですが、共済の仕組みが昨年度から大

きく変わっていまして、支払いの対象となる要件が上がっています。そのため、令

和３年度までと同じ被害状況でも、申請数が減っています。増減を数字で見ること

ができませんでした。 

そこで、共済組合の担当の方に聞いたところでは、獣害はこの数年、ずっと多い

とのことでした。 



－ 116 － 

前置きが長くなってしまいましたが、今はイノシシ対策をどうにかしないと、生

産意欲、労働意欲にも影響が出てきます。それで、被害をなくす、少なくするため

には、イノシシの個体を減らすことが一番なのですが、その一つの手段として、箱

罠を多くのところで使用されています。町では無償で箱罠を貸し出しています。箱

罠をしっかり活用して、個体数を減らしていかなくてはいけないのですが、箱罠が

足りていないという話を聞きました。 

そこで、町の箱罠の保有状況、貸し出し状況を教えていただきたいと思います。 

○議長（上田 孝君） 西寺農業政策課長。 

○農業政策課長（西寺 清君） ご説明申し上げます。 

イノシシの捕獲用の箱罠につきましては、町の協議会で所有している箱罠が２５

０基ございます。 

昨年度、冬までは３０基ほど貸し出しができるような状況でございましたけれど

も、有害獣の増加に伴いまして、貸し出しの基数が増え、現在、全ての箱罠を貸し

出している状況となっております。 

このため、緊急的に箱罠の基数は少ないですが、追加購入を現在進めている段階

でございます。 

また、有害獣の個体数が増加しているため、来年度、令和６年度になりますけれ

ども、につきましては、箱罠の貸し出し、基数を確保するため、予算を計上し、箱

罠の購入を計画的に行いたいと思っているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 平野君。 

○２番（平野保弘君） はい、わかりました。相当数が貸し出されているようです。箱

罠で相当確保されているという話も聞いています。非常に有効なのだと思いますが、

全ての箱罠を貸し出してしまっているという状況のようです。追加購入を予定され

ているようですが、貸し出しには期限がないとも聞いています。２５０基が貸し出

されているようですが、町が貸し出した箱罠が利用されずに放置されてはいないか

と懸念されます。貸し出された箱罠の管理はどうなっているのでしょうか、お尋ね

をいたします。 

○議長（上田 孝君） 西寺農業政策課長。 

○農業政策課長（西寺 清君） ご説明申し上げます。 

箱罠の管理につきましては、美里町イノシシ捕獲用箱罠貸与要綱を平成２３年に

設置いたしまして、箱罠貸与記録簿を作成いたしまして、管理を行っているところ

でございます。 

また、箱罠に番号を付しまして管理し、申請時には設置場所を記載していただく
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ことから、箱罠がどこに設置してあるかを把握もできるようになっております。 

貸与した後の箱罠につきましては、利用者が管理することとなっており、毎年で

はありませんが、箱罠の利用状況調査を行い、利用者が箱罠を利用及び管理してい

るかを調べております。直近では、令和３年度の春に利用状況調査を実施しており、

利用及び管理していない箱罠につきましては、返却していただくよう依頼しており

ます。 

今後も箱罠の利用状況調査を実施し、管理不十分な箱罠、及び使用しなくなった

箱罠につきましては、返却していただけるように通知していきたいというふうに思

っております。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 平野君。 

○２番（平野保弘君） 箱罠の管理は、適切に行われているということのようですが、

町の財産でもありますので、きちんと管理していただいて、もし利用していないよ

うな箱罠が、管理不十分な箱罠があれば返却していただいて、そしてもっと回転さ

せて有効活用しなければいけないと思います。それでもなお足りなければ、増やし

ていかなければいけないと思います。 

捕獲して個体数を減らしていくことが一番なのですが、急にいなくなるというこ

とはありませんので、防御もしていかなくてはいけません。私たち議員の研修で、

オンラインでの研修だったのですが、これからの地域社会と獣害対策という研修が

ありました。兵庫県立大学、そして兵庫県森林動物研究センターで、調査・研究と

実践・指導をやられている山端直人先生のお話でした。山端先生は、「正しい対策

で必ず成果は出る」とおっしゃっています。また、集落や地域で獣害対策の改善方

法を提案し、課題解決を図る実践活動で年間２０集落、累計で３００の集落で結果

を出されています。この山端先生ではなくても、そういった実践で結果を出されて

いる専門家を招いて、電気防護柵やワイヤーメッシュ柵などの設置、管理について、

現地で指導をいただくということはできないのでしょうか、お尋ねいたします。 

○議長（上田 孝君） 西寺農業政策課長。 

○農業政策課長（西寺 清君） ご説明申し上げます。 

電気防護柵やワイヤーメッシュ柵などの侵入防止柵の設置及び管理について、専

門家を呼んで現地指導はできないかというご質問をいただきましたけれども、熊本

県の補助事業で「えづけＳＴＯＰ！鳥獣被害対策事業」というものがございます。 

この事業は、地域ぐるみで「えづけＳＴＯＰ！対策」を実践するための活動に要

する経費に対しまして支援を行うもので、講師を招いての研修会の開催や、現地指

導の実施なども対象となります。 
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今後の予定といたしましては、令和６年３月に嘱託員を通じまして、支援対象と

なる活動事例などを記載した資料を添えてですね、取り組みの募集を行いたいと考

えております。 

また、取り組まれた活動内容などにつきましては、町全体への波及効果が図られ

ますよう、広報みさとなどを通じてですね、周知を行いたいと考えているところで

ございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） これは有害鳥獣対策に総じての答弁になりますが、議員がおっ

しゃいますように、今年は特にイノシシの被害がひどかったということは、もう本

当に至るところでそういったことを耳にいたします。 

現在、猟友会の高齢化というものも課題となってきております。そのような中で、

今後新たに狩猟免許等を取得し、有害獣対策に協力していただけるというような方

がですね、出てこられた場合、町として何らかの支援を行うことができないか、先

進地等を参考にさせていただきながら、検討してまいりたいと考えるところです。 

○議長（上田 孝君） 平野君。 

○２番（平野保弘君） 前向きな答弁をいただきました。 

対策そのものは簡単ではありません。防御できているところでも、ワイヤーメッ

シュ柵、電気防護柵、のり網と大変手がかかっています。大変ではありますが、成

果が上がれば意欲も出てくると思います。 

それから嘱託員を通じて募集されるということですが、被害が広まっているとこ

ろ辺りをですね、モデル地区として積極的に応募を促してはどうでしょうか。結果

が出ればですね、そのノウハウを広げていくことができます。 

また、山端先生は「獣害対策の目的は何かというのが大事だ」とおっしゃってい

ます。技術だけ習得すればよいということではなく、その先にある最終的な目的は

何なのか。目的が明確でなければ、その目的を共有できていなければ難しいようで

す。そこら辺りも含めてですね、広げていければよいなというふうに思います。 

次の質問に移ります。 

６月から７月にかけての梅雨前線による大雨で、旧砥用地区の東部地区水道にお

いて、断水の可能性があると予告がありました。一部で実際に断水があったようで

すが、具体的にどのような状況だったのか、お尋ねいたします。 

○議長（上田 孝君） 酒井上下水道課長。 

○上下水道課長（酒井博文君） ご説明を申し上げます。 

まず、７月の大雨のときの状況をご説明する前にですね、東部地区水道を含めた
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現在の美里町簡易水道の水源の概要を簡単に説明をさせていただきたいと思います。 

現在、美里町簡易水道の水源は、３か所の水源より取水をしております。１か所

目が清水水源でございます。この水源は、霊台橋付近の湧水を取水し、内山浄水場

に送っております。２か所目が永富水源です。この水源は、永富地区内の深井戸に

より地下水から取水し、永富浄水場に送っております。３か所目が山出川水源にな

ります。この水源が、議員質問の旧砥用地区の東部地区水道の水源になります。山

出川の源流近くから表流水を取水し、山出浄水場へと送っておりますが、７月３日

の短時間で降った大雨により、山出川の水の濁りがひどく、その水の濁りを取り除

く前処理装置が一時運転停止となり、その後、上流から流された土砂で水源の取水

口をふさぎ、水を取水できなくなってしまいました。 

早急に業者に依頼して、その取水口をふさいでいる土砂を取り除こうとしました

が、山出川水源に行く途中の道も土砂崩れが発生して、道をふさいでおりましたの

で、取水口をふさいでいる土砂を撤去するのにも相当の時間を要することになり、

洞岳地区内の数軒の断水が発生したという状況でありました。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 平野君。 

○２番（平野保弘君） ただいま説明がありましたとおり、近年の異常気象といいます

か、特に大雨のときの降り方が激しくなっています。山出川の水源は、大水が出る

と土砂が入りやすく、度々復旧作業が必要になってきています。 

また、水源までの町道・林道もいつ土砂崩れが起きてもおかしくないような場所

です。道路が寸断されると、水源の復旧作業に行くこともできなくなってしまいま

す。時間がたてば断水になってしまいます。 

これまでは、担当課の懸命な対処作業で大きな問題にはなっていませんが、今後

はこれまでに経験したことのない大雨になる可能性もあります。それを補完する水

源を探すということだと思うのですが、夏水地区で水源調査を計画されています。

町としては、その必要性、緊急性についてどの程度と考えておられるのか、お尋ね

いたします。 

○議長（上田 孝君） 酒井上下水道課長。 

○上下水道課長（酒井博文君） ご説明を申し上げます。 

先ほど７月の大雨のときの山出川水源の状況を説明させていただきましたが、水

道は町民の方に必要不可欠なライフラインであり、日常はもとより、災害、事故発

生などにおいても安定した水を供給することが求められているというふうに思って

おります。 

近年の雨の降り方を考えてみますと、局地的豪雨の発生回数が増え、いつ災害が
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発生してもおかしくない状況の中で、本町のような山間部に位置する表流水や湧水

を利用した水源は、今の自然現象に対応し得る災害に強い水源とは言い難い状況に

なってきています。 

このことを踏まえ、近年の自然災害に対応するための対策の一つとして、洞岳夏

水地区内にある洞岳分校跡地をボーリングし、その地下水を水源として活用できる

かどうかの調査を行い、活用可能であれば、山出川水源と併用しながら、災害に強

い施設の運用を図ってまいりたいと思っております。 

時期としましては、予算面もありますので、今年度中に洞岳分校跡地の電気探査

調査を実施いたしまして、可能であれば、令和６年度以降に水源活用に向けたボー

リングを実施したいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 平野君。 

○２番（平野保弘君） わかりました。 

ただいま町では中央北地区の水道事業に、全力を挙げて取り組んでおられます。

１０年間３０億円という事業で、ご苦労もされていると思います。 

今、供給されている町の簡易水道も、先人の大変なご努力によって出来上がり、

私たちが使えるようになっています。その恩恵を安定的に受け続け、自然災害で被

災しても、できるだけ供給が遮断しないようにすることは大事だと思います。 

また、事前に緊急事態になる前に、災害に強い施設の運用を図られるということ

ですので、住民の方々の不安をあおることのないようにしなければいけないと思い

ます。ですので、住民の方々も必要以上に不安に思われることがないようにしてい

ただきたいというふうに思います。 

以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（上田 孝君） これをもちまして、平野保弘君の一般質問を終わります。 

ここでしばらく休憩します。再開を１４時ちょうどといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時４７分 

再開 午後２時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（上田 孝君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問の途中でしたので、一般質問を続けます。 

次に、３番、吉住淳一君の一般質問を行います。吉住淳一君。 

○３番（吉住淳一君） 議長、３番、吉住でございます。通告に従って、質問をいたし

ます。本日は、３項目について質問させていただきます。まず最初に、観光地周辺
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の整備と観光に特化したまちづくりについて、次に、学校教育の現状と今後の展望

について、最後に、介護保険事業について、以上の項目について、質問をいたしま

す。 

まず最初に、観光地周辺の整備と観光に特化したまちづくりについてということ

でありますが、今回は２か所にスポットを当てて質問をさせていただき、その後に

全体のビジョンをお尋ねしたいというふうに思っております。 

まず最初に、二俣五橋周辺の整備状況はどうなっているのかということで、お尋

ねいたします。 

二俣橋においては、ご承知のとおり、平成２８年の熊本地震で二俣福良渡を中心

に被害を受けましたが、現在は復旧し、元の姿を取り戻しているところであります。

現在は、年祢橋において道路の整備が行われているところでありますが、この二俣

五橋周辺は、近年訪れる人も多くなり、霊台橋と並んで町内の観光スポットとして

定着しております。 

ご承知のとおり、二俣渡と二俣福良渡は双子橋とも呼ばれ、全国でも珍しい石橋

として知られており、ハートのできる石橋として、恋人の聖地にも登録されている

ところであります。近くには大銀杏の木もあり、紅葉時期はカメラマンの撮影スポ

ットとしても人気だと聞いております。まさに今がその時期かなと思いますが、少

し気になる点があります。 

国道２１８号線の小筵交差点から甲佐方面に向かう小筵大橋の際から、二俣橋の

駐車場に行けるようになっていると思いますが、ここは下り坂になっており、途中

ですね、一部ガードレールが設置されていないところがあります。杉の木は立って

おりますが、通ってみると河川に向かって崖になっており、怖い感じがいたします。

また、日が当たらない場所でもあるため、冬場は凍結した場合など危険だと感じま

す。 

また、年祢橋と国道が通っている新年祢橋下の河川敷になりますが、ここは工事

が終わり、整備されているところであります。しかし、先月初めに見に行ったとき

でしたが、落石があっておりました。直径５、６０センチぐらいの岩と、あと小さ

い岩が数個落ちているのを確認いたしました。現在は、撤去されているとのことで

すが、こういった町を代表するような観光スポットにですね、町外からもっと人が

訪れ、安心して見てもらえるような努力はしていかなければならないと思っており

ます。 

そういったことで、現在の状況を含め、今後の見通しや整備等の計画予定はある

のか、お尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 松岡美しい里創生課長。 
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○美しい里創生課長（松岡征二君） 二俣五橋周辺の整備状況について、ご説明いたし

ます。 

まず、江戸時代に架けられた二俣渡・二俣福良渡橋については、議員ご指摘のと

おり、平成２８年の４月の熊本地震により、二俣福良渡の右岸側の大部分が崩落し

まして、甚大な被害を受けました。その工事自体は、平成２９年１１月に完了して

おります。 

また、太陽の光を受けて、橋のアーチと影により作り出されるハートにより、恋

人の聖地として、平成２３年に認定され、聖地の証明である名盤を埋め込んだモニ

ュメントを設置、周辺にもそのときに案内看板を設置しております。さらに、令和

３年度にコロナ交付金を活用し、公衆トイレの整備を行っております。 

年祢橋につきましては、令和５年２月から管理者である熊本県において橋梁の補

修及び舗装工事が始まっておりまして、令和５年１２月末の完了予定となっており

ます。なお、令和３年度から４年度にかけて、年祢橋本体補修工事一環で、橋梁下

の東屋の解体と広場の整備を行っております。 

次に、観光客等の状況について、ご説明いたします。 

利用人数の把握はできておりませんが、ハートができる１０月から２月になると、

銀杏とハート形の写真を撮影するため、観光客からの問い合わせが多くなります。

また、夏場も川遊びに来る方が増える傾向にあります。 

観光地としての課題につきましては、議員ご指摘の国道４４３号線から二俣橋へ

向かう町道の幅員の狭さや、年祢橋下広場の落石などのほか、草刈り等の環境整備

やトイレ清掃の維持管理の労力とコスト、ごみの放置、不審者情報などがあります。 

課題に対する対応についてですが、町道につきまして、生活道路も含め、ほかに

も多くの箇所で整備を要する路線が存在しておりまして、当該箇所を優先させて整

備するという計画は今のところございません。 

町道入り口の看板につきましては、現在も設置しておりますがわかりにくいとい

うことであれば、民地にある支障木の伐採をお願いしたいと思います。 

年祢橋下の広場で発生した落石につきましては、現場が階段で下りる箇所になり

まして、車が駐車できないこと、落石は２メートルぐらいの高さのところからあっ

たものになりますので、直ちに危険性があるというものではないと思われますので、

当面は落石注意の看板を設置し、状況を注視したいと考えております。 

ごみ放置の問題は、東屋を撤去したことにより解消しました。 

不審者についても警察による巡回をお願いした以降は、出現情報はございません。 

今後、大きく何かを整備するという計画はございませんが、今後も発生する様々

な課題に対し、観光客からも良かったと言われるように、随時対応してまいりたい
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と考えております。 

以上です。 

○議長（上田 孝君） 吉住君。 

○３番（吉住淳一君） ありがとうございます。説明はよくわかりました。 

先週の土曜日だったですかね、確かその日はすごく天気がよくてですね、小筵橋

を含め、二俣橋付近にはですね、子ども連れさんとかたくさんの人が訪れて賑わっ

ておりました。 

次のですね、２番目にいきますけども、次の八角トンネルの入り口の駐車場及び

道路の整備ということも、これもまあつながってきますけれども、これも観光スポ

ットの整備ということで、１番と同じような質問になりますが、二俣橋のすぐ近く

にある八角トンネルでありますが、これは昭和３９年に廃線となった熊延鉄道の遺

構として残っているもので、自然豊かな森の中に突然現れる人工物の姿は、とても

不思議で、ＳＮＳなどスポットとしても人気を集めているところであります。 

しかしながら、駐車場まで行く道幅が狭く、駐車場においても舗装など整備され

ていない状況にあります。国道２１８号の小筵交差点から甲佐方面に架かる小筵大

橋の甲佐側から入っていくと、八角トンネルの駐車場に行くことができますが、入

りにくい上に道幅も狭いところがございます。 

先ほども申しましたが、二俣橋を含め、この一体の観光地としての質をもっと上

げるために整備していく必要があるのではないかと思っておりますが、そういった

構想、計画があるのか、改めてお尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 議員ご指摘のとおり、不思議な八角形のトンネルがＳＮＳ映え

するということで、結婚式の前撮りやカレンダー撮影にも使われるなど、徐々に認

知度も向上しているのではないかと感じております。観光客としてどれぐらいの数

の来訪者があるかは把握はできておりませんが、平日でも２～３台の車が止まって

いますし、休日になるとですね、かなり多くの車が止まっております。しかも県外

ナンバーが非常に多く見受けられるところでございます。 

観光地としての課題につきましては、議員ご指摘の国道４４３号線から八角トン

ネルへ向かう町道の幅員の狭さや入りにくさのほか、ここも落石や崩土の発生があ

ること、駐車スペースの不足や放置車両の問題、草刈り等の環境整備などが挙げら

れます。 

これら課題への対応についてでございますが、町道につきましては、先ほどの担

当課長の説明と同様、優先順位を考慮して整備を検討していくことになります。駐

車場につきましては、昨年、従来からあった駐車スペースの奥を整地し、砂利を敷
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き込むことで駐車場として利用できるよう拡張を行いました。舗装まで行うかどう

かは、コストに見合う需要等も勘案しながらの判断になると考えております。また、

落石等につきましては、対策工事には多額の費用が見込まれるため、当面は落石注

意の看板設置により、状況を注視してまいります。その他の環境整備といたしまし

ては、観光客への説明用に看板設置の要望があり、コロナ交付金を活用して、駐車

場の脇に熊延鉄道の歴史などの掲示を行っております。 

しかしながら、八角トンネルやそこに至るまでのルートは、そのほとんどが当時

のままの状態であり、その雰囲気もまた歴史的な趣を感じることができると思いま

す。 

今後、どこまで手を加えるのか、あるいは手を加える必要があるのか等、しっか

りと検討してまいります。 

現在、私も参加するボランティア団体で、定期的に同地の草刈り作業等を行い、

環境美化に努めているところでございます。ぜひ、ご都合がよろしければ一緒に草

刈りをやっていただければと思います。 

先日は、また先日は、美里町建設業協会のボランティア作業におきまして、町道

脇の支障木などの伐採等も行っていただいたところでございます。みんなでこうい

った歴史的観光地、そういったところをきれいにしていくというような気持ちを持

って、訪れた方が気持ちよく帰っていただけるように、あるいは感動して帰ってい

ただけるようにできればというふうに思います。 

○議長（上田 孝君） 吉住君。 

○３番（吉住淳一君） 町長から説明をいただきました。 

ここをですね、訪れた人の感想では、「不思議な形をしたトンネルで鉄道跡らし

いですとした上でですね、標識も何もないので知らないと行けない場所であると、

近くに名所の二俣橋があるので、そこを目指していけばよい。トンネルに向かう小

道に八角トンネルの標識が出ているが、大型車もしくは運転に自信のない方は、そ

の近くに車を置いていくのがよいと思う。散策として歩いていけば、距離もないし

苦にはなりません」とコメントされております。 

このコメントは、少し前のコメントになりますので、今は状況も少し変わってい

るかとは思いますが、町外からも注目されてきたこの周辺をですね、もっと人を呼

び込めるような細かいところまで見て、整備等を行っていただきたいと思いますし、

限られた財源をどこにどのように使っていくかは大変難しいところだと思いますが、

町内の観光地をより魅力的にしていくことは、大切なことだと思っております。で

きるところはしっかり対応していただきたいというふうに思っております。 

次に、３番目の、これは全体のビジョンになりますが、町の観光資源を今後どう
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まちづくりに生かしていくかということで、ご承知のように、今回山都町の通潤橋

が国宝に認定をされました。山都町では、今後さらに多くの観光客が訪れるように

なると予測をされます。新しい建物も建設され、道路も整備されている状況にあり

ます。 

その隣に位置する本町美里町も、その波に押されないよう力を入れていく必要が

あると思いますし、むしろそれに乗っかっていくことが大切だと思います。本町を

訪れた人たちが、美里町もいい所ですねと言っていただけることが重要だと思いま

す。霊台橋や二俣橋をはじめとする石橋群、日本一の石段、フォレストアドベンチ

ャーやガーデンプレイスといった緑川ダム湖周辺の施設、また、石段の里佐俣の湯、

それに自然の中を歩くフットパスなど、こういった観光資源を点ではなく、線で結

ぶような大胆な取り組みが必要になってくると思います。そのことがひいては町に

人を呼び込み、若者の移住定住や少子化問題にも関わってくるのではないでしょう

か。 

日々いろんなかたちで努力はされていると思いますが、今後、将来に向け、どう

取り組んでいかれるのか、見解をお伺いします。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） まず、町の主な観光施設等への入込客数について、せっかくで

ございますので、ご報告をさせていただきます。 

令和４年度で多い順から五つです。一番多かったのが佐俣の湯で約１５万５,０

００人、釈迦院参道、これは日本一の石段でございますが約３万８,０００人、カ

ントリーパーク約２万２,０００人、Ｂ＆Ｇ総合グラウンドが約１万６,０００人、

ガーデンプレイスキャンプ場が約１万４,０００人となっております。その次にフ

ォレストアドベンチャーが約１万１,０００人というそういう状況でございます。 

コロナの影響があった令和３年よりは、この数は増えておりますが、コロナ前の

令和元年と比較すると、現在８割程度の回復になります。 

鉄道や高速インターチェンジ等の交通インフラがないことや、宿泊施設や飲食店

等が少ないことからも、議員ご指摘のとおり、それぞれの観光素材を点と点で結ぶ

ことによる町内滞在時間を増やす取り組みや、隣接市町村と連携した観光メニュー

の開発、ＴＳＭＣ進出による台湾からの誘客等の仕掛けが必要というふうに、今後

考えられます。 

まず、点と点を結ぶ取り組みといたしまして、昨年、緑川流域の山都・美里・甲

佐・御船と連携したデジタルスタンプラリーを実施いたしました。また、宇土・宇

城と連携した観光パンフレット等の作成を実施しました。今年は甲佐町と連携した

観光ＰＲ動画の作成や、宇城地域振興局主催による台湾に関する勉強会に、町内事



－ 126 － 

業者と一緒に参加することなど、できるところから取り組んでいるというような状

況でございます。 

美里町には、先ほどの主な五つの観光施設に加え、先ほどの質問にも挙がりまし

た恋人の聖地や八角トンネル、さらにはフットパスや棚田、石橋群等のすばらしい

観光資源がございます。例えば、現在注目されておりますアドベンチャーツーリズ

ム、これは自然を体験してもらいながら、自然に触れることの喜びや歴史、文化を

学ぶことで知的欲求を満たす滞在型の旅行形態のことになりますが、まさに美里町

の観光資源を線で結べば、立派なアドベンチャーツーリズムになり得るというふう

に考えております。特に、海外からの旅行者の方々は、このアドベンチャーツーリ

ズムに興味をお持ちだというふうに伺っております。 

このような観光メニューの開発と訴求を行うことで、観光客等の交流人口や関係

人口の創出につながり、人と人とのつながりによる移住者の増加が、すばらしい里

山の風景と石橋等がつくり出す独自の景観を地域住民が守る活動とリンクをし、持

続的に発展していくことができれば、美里らしいまちづくりにつながるのではない

かと考えているところでございます。 

○議長（上田 孝君） 吉住君。 

○３番（吉住淳一君） 見解をお伺いしました。 

先月のですね、熊日新聞に今年の都道府県魅力度ランキングというのが掲載され

ておりました。これは東京にある民間のシンクタンク、ブランド総合研究所という

ところが発表したもので、それによりますと、北海道が１５年連続で１位、２位が

京都府、３位が沖縄県、４位が東京都、５位が大阪府と、５位まで前の年と同じだ

ったそうであります。なるほどと納得する部分もありますが、調査によると、大阪

府は若年層から、奈良県、これは８位になりますが、高齢者層からの指示が多く、

福岡県、これは６位ですが、九州に住む人からの評価が高かったそうであります。 

この調査は、６月から７月にかけて実施され、認知度や魅力度など８９項目につ

いて、昨年、２０代から７０代男女、３万１,１１７人から回答を得たとしており

ます。ちなみに、熊本県は１８位で昨年から順位を一つ下げたそうですが、魅力度

はアップしているとのことです。 

そして、今話題になっているのが熊本地震から６年、復興のため阿蘇の新たな魅

力発見と題してつくられた県のＷｅｂ、ＰＲ動画でございます。見られた方もおら

れると思いますが、大まかな内容は、ＵＦＯですね、ＵＦＯが阿蘇火口付近に不時

着し、帰れなくなった宇宙人が地元の老夫婦の家に世話になり、地元の人たちの温

かさとか大自然の豊かさを感じていくといったユーモアを交えたストーリーで、私

も見ましたが、よくできているなと思いました。 
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そういったことで、本町においても阿蘇や天草に比べると認知度も魅力度も劣り

ますが、先ほども申しました美里らしい魅力を発信し続けることが重要であると思

っております。 

今年は、議会広報紙にも載せてありますが、岩手県の紫波町と宮城県の女川町に

視察研修をいたしました。どちらもすばらしい町ができておりましたが、理由に違

いはあれ、やはり人材も含め、どちらも大きなきっかけ、いわゆるターニングポイ

ントがあってこのまちづくりを完成されているということであります。 

そういった意味では、私たちもそれぞれが斬新なアイディアを考え、提案してい

く必要があるのではないかと思っております。それがひいては、地方創生の大きな

原動力になっていくのではないでしょうか。 

続きまして、２番目にいきます。学校教育の現状と今後の展望についてというこ

とで質問いたします。 

まず最初に、町内の小中学校の児童・生徒数と今後も見通しはということでお尋

ねいたします。 

文部科学省がこのほど公表した２０２３年度の調査によりますと、５月１日現在

で全国の小学校の児童数は、前の年より１０万２,０００人ほど減って６０５万人、

中学校の生徒数は２万８,０００人ほど減って、約３１７万８,０００人となり、過

去最少になったとのことであります。少子化の影響は大きいと見られ、小学校では

４２年連続、中学校では２年連続の減少となっていて、１年間で公立の小中学校合

わせて２５２校が姿を消したとされております。 

そこで、本町においての現在の児童・生徒数はどうなっているのか、今後の推移

も含め、お尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 宮嵜教育長。 

○教育長（宮嵜幸仁君） ご説明申し上げます。 

本年度、令和５年度の児童・生徒数は、小学校２８６名、中学校１８６名の計４

７２名となっております。１０年前の平成２５年度が、小学校４４４名、中学校２

３２名の計６７６名でしたので、２０４名の減。比率としまして３０.２％の減と

なっております。 

また、今後の見通しとしましては、５年後の令和１０年度、小学校１７９名、中

学校１５２名の計３３１名。本年度と比較しまして１４１名の減、比率としまして

２９.９％の減を見込んでいるところです。 

今後とも児童・生徒数につきましては、減少傾向で推移するものと見ているとこ

ろでございます。 

以上です。 



－ 128 － 

○議長（上田 孝君） 吉住君。 

○３番（吉住淳一君） ありがとうございます。本町の現在の児童数・生徒数と推移に

ついてはわかりました。 

全国的に少子化が進む中において、本町においても同じような状況にあると感じ

ます。 

同時に、人口減少も大きな問題となっています。このまま人口が減っていくとい

うことは、その地域で税を納める人が減っていくということであります。そうなる

と自治体が運営している学校や施設、ごみ回収などの公共サービスが維持できなく

なってしまう恐れもあります。小学校・中学校においても、子どもの数が減ってい

けば、今の小学校３校、中学校２校から統合も含め、避けては通れない課題だと感

じています。 

また、学校は災害時の拠点としても利用され、地域の防災計画にも大きく関わっ

てくると思います。少子化に歯止めをかけることはそう簡単にできるものではあり

ませんが、若い人たちの移住定住促進、そのための住みやすいまちづくり、こうい

ったところにも力を入れていく必要があるのではないでしょうか。 

次に、２番目のＩＣＴを使った教育の現状はどうなっているかということでお尋

ねをします。 

新型コロナウイルスが感染拡大した過去３年において、全国的な休校措置が取ら

れ、休校中でもオンラインで授業可能なＩＣＴ情報通信技術を活用した教育にさら

に注目が集まりました。学校教育以外を見渡しても、様々なテクノロジーによって

社会のあり方そのものも変わってきております。 

そうした中、次世代を担う子どもたちには、情報を選択し、活用していくための

情報活用能力をはじめ、言語能力や数学的な思考力など、これからの時代を生きて

いく上で基盤となる資質、また能力を確実に身につけることが求められるようにな

ってきていると思っております。その育成に必要なＩＣＴ環境を整え、それらを適

切に活用した学びを実現していくことが重要だと考えます。 

そこで、本町においては、ＩＣＴを使った授業をはじめ、どのように活用されて

いるのかをお尋ねいたします。 

○議長（上田 孝君） 中川学校教育課長。 

○学校教育課長（中川幸生君） ご説明申し上げます。 

令和２年度からの新学習指導要領を踏まえた「教育の情報化の推進」、「デジタ

ル化による学校間での情報格差の解消」、「教育の平等性」等を目的に、本町でも

令和２年度に、児童、生徒１人１台の学習用端末を整備し、各学校において授業で

の調べ学習、ノートに代わる授業の記録、カメラ機能を使ったレポート作成など、
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ＩＣＴ機器を活用した授業が各学校で行われております。 

具体的には、小学校においては、タブレットを使っての調べ学習をはじめ、教科

ごとの振り返り、図形やデジタル教科書の資料を用いて、児童の理解を深めるため

の電子黒板の利用など、主体的で対話的な学びの実践が効果的に実施されておりま

す。また、各学校間とのリモート交流で、児童一人ひとりの意見をみんなで共有し、

話し合い活動にも活用され、さらには先生と児童、双方向のコミュニケーションが

図られているところでございます。 

中学校においても同様な活用が行われておりますが、感染症などで長期欠席した

生徒に対し、学校の授業をタブレットで配信し、家庭から学習へ参加することが可

能となっています。 

また、今年度、ＫＡＢ熊本朝日放送と連携した「ふるさとＣＭづくり」において

は、生徒が自分たちで考えたテーマに沿って、本町の魅力を発見し、実際現地取材

を行って、生徒たちの発想を効果的に表現する取り組みも行われております。 

このように、子どもたちを誰一人取り残すことのないよう、多様な創造性を育む

学びが実現されており、子どもたちの可能性も大きく広がっているものと考えられ

ます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 吉住君。 

○３番（吉住淳一君） ＩＣＴ教育を取り入れることによってですね、児童・生徒が自

分たちに合った方法やページで繰り返し学習ができること、また、先生が児童・生

徒の定着の度合いをより的確に把握し、最適な指導できることだと思います。それ

ぞれ個人で異なる得意・不得意に合わせた問題に取り組むことができるメリットが

あると思います。 

一方で、費用の面とかＩＣＴ教育環境の格差、インターネット普及など、また視

力低下など児童・生徒の健康面にも留意する必要があると思っております。 

いずれにしても、子どもたちが取り組みやすい環境をつくることが大切だと思い

ますし、それに対して、行政としてもしっかり支援を今後ともお願いしたいという

ふうに思っております。 

次に、３番目の学校現場での教職員の勤務状況ということで、お尋ねをいたしま

す。 

文部科学省が実施した教員勤務実態調査では、小中学校の教員の時間外労働はと

ても多い状況にあるとしております。２０２２年度の調査によると、小学校教諭の

６４.５％、中学校教諭の７７.１％が、国の指針で定めるところの月４５時間の上

限を超える時間外勤務、いわゆる残業をしていたということであります。この調査
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は、昨年１０月から１１月にかけ、公立の小中１,２００校と高校３００校を選出

し、高校や教頭、教員らを対象に実施され、計４万２,１７８人が回答したとして

います。依然として勤務が長時間となっており、背景には授業時間の増加と、それ

以外の業務が増えたものと思われます。部活動やクラブ活動に充てる時間は減った

ものの、長時間勤務が常態化している影響で、教員志望者が減り、採用倍率は低下

傾向にあるそうであります。 

そこで、本町における教職員の勤務状況はどうなっているのか、お尋ねをいたし

ます。 

○議長（上田 孝君） 宮嵜教育長。 

○教育長（宮嵜幸仁君） ご説明申し上げます。 

先ほど議員おっしゃるとおり、現在、教職員の長時間勤務が大きな問題となって

おります。町内小中学校における本年度４月から１１月までの教職員の時間外、在

校時間の状況につきましては、月４５時間を超える教職員の比率は、小学校で２５.

０％、中学校で３５.４％となっております。このうち月８０時間を超えるものに

ついては、小学校で１.８％、中学校で５.８％となっております。 

この超過勤務の要因としましては、小学校では校務分掌による時期的な勤務時間

の増加、教材研究の準備などが挙げられます。中学校では、部活動指導やその後の

教材研究、学校行事の準備、生徒会活動の指導、進路相談にかかる保護者面談、生

徒指導などが挙げられております。 

先ほど議員が示されました文部科学省の教員勤務実態調査の数値より比較的低い

値とはなりましたが、要因の解消には至っていないのが現状でございます。 

今後も教職員の超過勤務の要因が一つでも解消できるよう、さらに効果的な教育

活動を継続できる環境づくりと、子どもたちと向き合う時間の確保を目指していき

たいと考えているところでございます。 

以上です。 

○議長（上田 孝君） 吉住君。 

○３番（吉住淳一君） はい、わかりました。 

様々な要因はあると思いますが、本町においても現状、時間外勤務があっている

とのことであります。教職員の働き方をめぐっては、中教審、中央教育審議会が危

機的な状況にあるとし、社会全体で取り組むべきだとする緊急提言を取りまとめま

した。地域など、教員以外での業務の負担に加え、標準を大幅に上回る授業日数は

見直すことなど、対策に盛り込んでいくとしています。 

働き方改革においては、何か一つやれば解決するといったものではなく、国や自

治体、学校に加え、保護者や地域住民、企業など、社会全体が一丸となって課題に
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対応する必要があるとしています。 

教職員の労働負担は、それぞれ個人の健康問題にもつながるのは当然であり、さ

らに、児童・生徒への教育や指導の低下に直結してくる大きな問題だと思っていま

す。しっかりとした対策等、行政としても注視していく必要があると思っておりま

す。 

次に、４番目の不登校の現状ということで、お伺いをいたします。 

文部科学省は、全国の小中学校と高校、それに特別支援学校を対象に、不登校や

いじめ、自ら命を絶つ自死などの状況を毎年調査しておりますが、昨年の調査結果

がこのほど公表をされました。それによりますと、小中学校を３０日以上欠席した

不登校の状態にある子どもは、前の年度から５万４,０００人余り、率にして２

２％増え、２９万９,０４８人となり、県内においても５,３５３人、うち小学生１,

９１４人、中学生３,４３９人と１０年連続で増加し、過去最多となっております。

また、全国の高校においても６万５７５人と増加し、県内においては７７７人であ

りました。 

ここ数年、コロナ禍の長期化で生活環境が変化したことや、学校生活での様々な

制限で、交友関係が築きにくくなったことなどが背景にあるとしています。 

そこで、全国的に増加する中、本町の小中学校においてはどういった状況にある

のか、また把握をされておられるのか、お尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 宮嵜教育長。 

○教育長（宮嵜幸仁君） ご説明申し上げます。 

不登校児童生徒につきましては、何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会

的要因・背景により、登校したくない、あるいは登校したくてもできない状態にあ

るため、年間３０日以上欠席した者のうち、病気や経済的な理由によるものを除い

たものと定義されております。 

本年度の町内小中学校の児童・生徒の不登校状況につきましては、１０月時点で

７名と、令和３年度の１１名、令和４年度の１５名より少なくなっている状況です。 

不登校の実態としましては、朝起きれない、体調不良など、登校リズムや生活リ

ズムの改善が必要な子どもたちが多く存在しているようです。 

この要因の一つとして、小学校から中学校に進学した際の学校環境の変化や、教

育の変化に対する不安や悩みで起こる、いわゆる中１ギャップが考えられます。こ

のギャップ解消のために、なお一層の小学校、中学校の連携を進めていくことが大

事だと思っております。 

今後も、学校と保護者、専門家や関係機関などと不登校解消に向けた協議を重ね、

不登校につながる児童・生徒の問題行動の未然防止、早期発見・対応にも取り組み、
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不登校児童生徒への適切な支援につなげてまいりたいと考えているところでござい

ます。 

以上です。 

○議長（上田 孝君） 吉住君。 

○３番（吉住淳一君） 不登校については、様々な要因があり、それがいくつか重なっ

て起こると考えられています。 

３年前の文部科学省が行った実態調査で、学校に行きづらいと感じ始めたきっか

けを聞いたところ、先生が怖かったや体の不調、それから嫌がらせやいじめがあっ

たなど、回答は多岐にわたっているそうであります。調査は、協力した全国の小中

学校に通う前年度に不登校だった小学校６年生と中学校２年生、合わせて２万２,

０００人を対象に行われ、このうち２,０１６人から回答があったそうであります。

それによりますと、「小学校が先生と合わなかった」、「先生が怖かった」など、

先生のことが２９.７％、「学校に行こうとするとお腹が痛くなった」など、体の

不調が２６.５％、生活リズムの乱れが２５.７％でありました。中学校においても

同じような内容で、違ったところは、「勉強がわからない」という回答が２６.

７％あったそうであります。そして、「嫌がらせやいじめがあった」という回答は、

小中学校とも２５％以上と不登校のきっかけが多岐に及んでいるとしています。 

こういった状況を考えますと、やはり日常生活の中で少なくとも話を聞いてくれ

る大人がいるとか、大人じゃなくても同世代、あるいは先輩・後輩の関係の中で話

ができることが大切だと思いますし、何より家族がしっかり向き合ってあげること

が大事だと思っています。 

孤立させない、そして孤立からつながっていく支援が重要だと感じます。行政と

してもできるところはしっかり対応していただきたいというふうに思っております。 

次に、３番目の介護保険事業計画について質問いたします。 

まず最初に、第９期介護保険事業計画の基本理念、それから基本目標はどう考え

ておられるかということでお尋ねをいたします。 

近年、我が国は世界に例を見ない速さで高齢化が進み、厚生労働省によりますと、

介護や支援を必要としている人の２０２０年、令和２年の認定者数は６８２万人と

なり、前年度に比べ２.０％増加しているそうであります。介護保険制度がスター

トした２０００年、平成１２年の約２５６万人に比べると、約２.６６倍増加して

おります。 

本町におきましても、高齢化率で言いますと、介護保険制度が施行された平成１

２年当時、高齢化率３１.９％だった６５歳以上の高齢者は、本年１０月末で４７.

７％となり、団塊世代が７５歳以上になる令和７年には、かなりの率で高齢化が進
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むと推測されます。 

このような中にあって、本町においては、来年度から第９期介護保険事業が始ま

るわけでありますが、本町の第８期の介護保険事業計画、令和３年度から令和５年

度では、様々な社会資源が連携し、地域の実情に合わせて、高齢者の生活基盤とな

る住まいと生活支援、福祉サービスの整備の上に、介護、医療、予防という専門的

なサービスが適切に提供される地域包括ケアシステムを推進し、「誰もがいきいき

とくらせるまち 美里」の実現を図ることとし、災害や感染症に対する備えについ

ても、介護事業所と連携し、物資の備蓄や調達状況の確認を行い、訓練の実施や感

染症予防対策の周知啓発、代替えサービス確保に向けた連携体制の構築を踏まえ、

前期計画を継承、発展するとされておりますが、少し抽象的な感じを受けましたの

で、現段階においてですね、考えておられる具体的な第９期の基本理念と基本目標

について、お尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 第９期介護保険事業計画の基本理念・目標はどう考えておられ

るのかとのご質問ですが、私のほうから基本理念について、お答えさせていただき

ます。 

まず、市町村の介護保険事業計画は、法定計画であるとともに、介護保険制度の

中で運用される計画でございます。介護保険制度そのものにも基本理念があり、高

齢者の自立と尊厳の維持が基本理念とされております。 

介護保険の保険者は、市町村でございますが、市町村ごとに地域性や特色、地域

の実情や高齢者を取り巻く環境は同じではございません。しかし、その根底にある

のは、高齢者の自立と尊厳の維持であり、これを踏まえたあるべき社会、目指すべ

き地域づくりがどのようなものであるかを、介護保険事業計画の基本理念として定

めることとなりますので、それぞれの市町村で、様々な表現になっているものと承

知をしております。 

そこで、本町における第９期の介護保険事業計画の基本理念は、「誰もがいきい

きとくらせるまち 美里」としております。これは、高齢者等の皆さんお一人お一

人が生き生きと暮らせる町をつくる、そのような環境を整えるという気概にも似た

ものがあります。抽象的と思われるかもしれませんが、それぞれに暮らしている環

境や、介護サービスに対する実感が違うため、どうしてもこのような表現になって

しまいます。そこはどうかご理解いただきたいと思います。 

今後は、この「誰もがいきいきとくらせるまち 美里」を基本理念に、細部にわ

たる目標や計画がしっかりと検討されるものと理解をしております。 

○議長（上田 孝君） 谷口福祉課長。 
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○福祉課長（谷口信也君） ご説明申し上げます。 

次期計画、第９期の介護保険事業計画の基本目標のほうについて、ご説明いたし

ます。 

第９期介護保険事業計画につきましては、ご承知のとおり現在策定中であります

が、基本理念と同様に、基本目標につきましても既に提案を行い、協議・承認をい

ただいております。 

その上で申し上げますと、現行の第８期、計画の基本目標の一つであった自然災

害・感染症対策を統合して、五つの基本目標とすることとしております。 

基本目標１を「生涯現役社会の実現と自立支援、健康づくりの推進」、基本目標

２を「共生と予防の二本柱による認知症施策の推進」、基本目標３を「医療と介護

の連携・在宅医療基盤の充実」、基本目標４を「多様な住まいの確保、サービス基

盤の整備・活用」、基本目標５を「介護人材の定着や介護サービスの質の確保・向

上」としております。 

基本目標にも抽象的な表現がございますが、介護保険事業計画の策定上、まずは

基本理念でどういう社会・地域づくりを目指すのか、その次に、それを目指すため

の基本目標を定めることとなります。それから、基本目標を達成するための具体的

な施策や、事業が計画されていくということになっております。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 吉住君。 

○３番（吉住淳一君） はい、わかりました。策定委員会においては、これまで２回開

催されておるということで、現時点での、第９期の基本理念、それから基本目標に

ついても説明がありました。 

介護保険制度を持続可能なものとするには、地域での支え合いや助け合いの基盤

づくり、高齢者が活躍できる環境づくりだと思っています。それからすると、本町

が取り組んでいるｅスポーツも、その委嘱を担う事業の一つだと感じています。 

充実した介護予防事業を展開することは、介護認定者数の減少や保険料の抑制に

もつながっていくものと思いますので、第９期介護保険事業計画におきましては、

介護予防事業の充実につきまして、しっかり取り組んでいただきますようお願いを

いたします。 

次、２番目の第９期における介護認定者数（介護が必要な人）の見込みについて、

お尋ねいたします。 

本町の第８期介護保険事業計画においての介護認定者数の推移を見てみますと、

平成２６年３月末が８６１人、それから年を追って、令和２年４月末が８７３人と

ほぼ横ばいであります。第９期の介護保険事業計画では、令和３年度から令和５年
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度の認定者数の推移が追加されると思いますので、令和３年度から令和５年度の認

定者数の見込みをお尋ねしたいと思います。 

また、認定率につきましても、令和２年３月末まで全国平均が１８.４％に対し、

本町は２０.１％と高くなっております。これにつきましても、今後の見通しにつ

いてお尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 谷口福祉課長。 

○福祉課長（谷口信也君） ご説明申し上げます。 

次期計画、第９期の介護保険事業計画における要介護認定者数のお尋ねです。 

こちらも資料提出や提案を行い、策定委員会において協議・承認された範囲でご

説明させていただきます。 

第９期介護保険事業計画における令和３年度から令和５年度の認定者数の推移の

追加記載でございますが、令和３年度を８５８人、令和４年度を８３２人、令和５

年度は、第９期介護保険事業計画の完成段階が年度末より前に作成されますことか

ら、把握ができず未記載となります。 

直近の認定者数を申し上げますと、令和５年１０月末で７８４人となっています。

現行第８期計画の始まりであります令和３年度から減少傾向にある状況になってい

ます。 

ご指摘がありました令和２年度末の認定率は、全国平均の１８.４％に対して、

本町は２０.１％で１.７％高い状況でございました。 

なお、比較可能な直近のもの、令和４年度末では、全国平均の１９.１％に対し

て、本町は１９.３％と０.２％の高い認定率ですが、全国平均とほぼ変わらない認

定率となっています。 

全国平均の認定率は上昇したが、本町では認定率が減少し、全国平均に少し近づ

いたと言える状況になっています。 

しかしながら、第９期の計画期間中の令和６年度から８年度までの３年間は、い

ずれも後期高齢者の人口が増加すると予測されますことや、年齢が高くなるにつれ

認定者数も多くなる実態がございますので、認定者数、認定者率ともに十分留意し

ていく必要があると考えております。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 吉住君。 

○３番（吉住淳一君） はい、わかりました。認定者数は減少にあるものの、認定者率

は全国平均には近づいてはいるが、依然高い水準にあるとのことでありました。 

原因といいますか、要因はどこにあるかと言いますと、やはり当然ですが、高齢

化が進んでいるのが大きな要因の一つだと思います。 
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では、どうやったら認定率を下げることができるのかということですが、それに

は高齢者の健康寿命を延ばし、生活習慣病の予防や介護事業にしっかり取り組んで

いくことが大切だと思います。そういった意味でも、今後しっかりとした取り組み

をお願いしたいというふうに思います。 

次に、３番目の認知症対策への取り組みということでお尋ねします。 

認知症は、家族や身近な人がなることも含め、誰もがなり得るものであり、多く

の人にとって身近なものとなっております。 

本町の第８期介護保険事業計画においては、認知症の発症初期から、医療と介護

が一体となり、適切なケアが提供できるよう各関係機関との連携強化を図っていく

とし、関係機関や町民など、幅広く認知症に対する正しい理解を浸透させるため、

認知症初期集中支援チームの活動、地域ケア会議などの開催など、認知症サポータ

ーの要請を今後とも続けていき、認知症高齢者を地域で支えるまちづくりを推進、

虐待防止や早期発見、権利擁護体制の充実など、安全な生活をするための取り組み

を行っていくとされています。 

このように、第８期においては、認知症施策の推進として様々な取り組みを上げ

られておりますが、結果はどうだったのでしょうか。取り組みの検証を行っておら

れれば、認知症による認定、申請者数ですね、の推移も含め、お尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 谷口福祉課長。 

○福祉課長（谷口信也君） ご説明申し上げます。 

現行の第８期介護保険事業計画における認知症施策の取り組み結果についてのお

尋ねです。 

こちらも、第９期介護保険事業計画策定委員会を２回開催した中で、資料提案を

行い、協議・承認された範囲でご説明いたします。 

令和５年１０月１２日に、第２回の第９期介護保険事業計画策定委員会において、

第８期の振り返りを行っております。これは、目標の達成状況のまとめになります。 

その中で、数値目標を掲げた認知症サポーターの養成及び活性化では、令和３年

度の目標の養成の人数３,２１７人に対して、実績が２,９１７人、令和４年度では、

目標の養成延べ人数３,３８２人に対して、実績が３,０５３人でした。令和５年度

の実績はまだ確定しておりませんが、目標の達成ができなかった点は、反省ととも

にその要因、地域の課題やニーズの整理について、関係機関や他課と連携し、対策

を検討していく必要があると考えます。 

また、認知症初期集中支援チームの活動や地域ケア会議の開催は、各年度を通じ

たそれぞれの実績がございますが、特に地域包括支援センターにおける総合相談で、

医療職、看護師があたりますが、対応した認知症に関する相談件数が顕著に増加し
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ております。令和２年度５８７件、令和３年度６７４件、令和４年度１,０４１件

となっています。 

なお、権利擁護体制につきましては、第８期の計画初年度の令和３年度から、美

里町社会福祉協議会の業務委託により、権利擁護に関わる地域連携ネットワークの

構築及び運営等の中核機関となる成年後見センターを設置・運営しているところで

ございます。 

また、ご質問後段の認知症による新規の要支援・要介護認定者の推移につきまし

ては、令和２年度で４８人、令和３年度で４１人、令和４年度で４４人という状況

で推移しております。 

この状況は、毎年度、認知症が主な要因で要支援・要介護認定に至っていると言

えますので、この状況が減少していくような取り組みが極めて重要であると考えて

おります。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 吉住君。 

○３番（吉住淳一君） はい、ありがとうございます。認知症施策の推進は、まず認知

症にならない、認知症になるのを遅らせる、認知症になっても進行を緩やかにする、

このような考えのもとに取り組んでいく必要があると思っております。今後ともし

っかり取り組みをお願いしたいというふうに思っております。 

それでは、最後の質問になります。 

事業量の今後の見込みということで、お尋ねをいたします。 

介護保険事業の事業量の見込みは、介護保険料の選定に大きな影響を与えます。

介護保険料の財源は、給付費の５０％を国・県・市町村で賄い、残りの５０％を介

護保険料で賄うことになっています。そのうちの２３％を６５歳以上の第１号被保

険者で賄うことになっていると思います。本町の第１号被保険者の介護保険料は、

第７期の標準月額が６,７００円、第８期の標準月額が７,５００円と８００円の増

加となっており、第８期においては、県内で標準月額が一番高い自治体となってい

ます。 

また、公的年金を受け取っている高齢者の年金額が、当面は最大でも物価上昇率

でしか改正されないことも踏まえると、このままでは６５歳以上にとって、介護保

険料の負担はますます重いものになっていくと思われます。 

そこで、第９期の標準月額が気になるところでありますが、今回はまだ標準月額

の金額については、策定委員会において検討されておられるところだと思いますの

で、お聞きはいたしませんが、先ほど述べましたように、事業量が介護保険料に大

きく影響を与えますので、第９期においての委託サービスや設置サービス、地域密
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着型サービスの見込みについて、また策定委員会において検討中だとは思いますが、

事業量見込みについての答申、また考え方について、お尋ねをいたします。 

○議長（上田 孝君） 谷口福祉課長。 

○福祉課長（谷口信也君） ご説明申し上げます。 

介護保険事業計画における事業量の見込みについての方針、考え方のお尋ねでご

ざいます。 

介護保険事業計画における事業量の見込みにつきましては、具体的には介護保険

法第１１７条第２項第１号及び第２号で定められております。第１号が条文が長い

ために要約しますと、地理的条件、人口、交通事情、その他社会的条件、各年度の

サービスを提供するための施設の整備状況、施設の利用定員数、その他の介護給付

費等対象サービスの種類ごとの量の見込みになります。第２号は、各年度の地域支

援事業の量の見込みを定めるとされております。 

このような法定事項のもと、考え方としましては、可能な限り直近の介護給付費

等の給付実績データを活用することに加えて、議員のご質問にありました要介護認

定者数、認定率等の重要なデータを反映して、第１号被保険者の介護保険料基準額、

月額保険料を算出するための標準給付費と地域支援事業費を見込んでいくこととな

ります。 

ご指摘のとおり、この標準給付費と地域支援事業費、事業量の見込みですが、介

護保険料に直接大きな影響を与えますことから、第９期介護保険事業計画策定委員

会での慎重な議論と検討を踏まえて示されていくものとなります。 

介護保険事業計画は、国の基本指針に則して、３年を１期とする当該市町村が行

う介護保険事業に係る保険給付の円滑な実施に関する計画でありますので、適正な

事業量を見込み、それに見合う介護保険料基準額の設定に努めてまいります。 

なお、１２月２１日開催予定の第３回介護保険事業計画策定委員会における議題

に、先ほど申し上げました事業量の見込みとともに、介護保険料基準額を提案した

いと考えているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 吉住君。 

○３番（吉住淳一君） はい、今後ともしっかり取り組んでいただきますよう、よろし

くお願いします。 

これで質問を終わります。 

○議長（上田 孝君） これをもちまして、吉住淳一君の一般質問を終わります。 

以上で、通告されておりました一般質問は全部終了しました。 

これで、一般質問を終わります。 
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以上で、本日の日程は終了いたしました。 

お諮りします。本日はこれで散会したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 異議なしと認めます。 

また、お諮りします。明日は休会とし、午前１０時より各常任委員会を委員長の

指示により開いていただき、終了後は委員長の指示により散会していただきたいと

思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、本日はこれで散会し、明日午前１０時より各常任委員会を委員

長の指示により開いていただき、終了後は委員長の指示により散会していただくこ

とに決定いたしました。 

なお、常任委員会の会場は、総務文教常任委員会が委員会室、産業厚生常任委員

会が第３・第４会議室をご利用ください。 

明後日８日、金曜日は、午前１０時から会議を開きます。 

それでは、本日はこれで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時０２分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（上田 孝君） 改めまして、おはようございます。本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 各常任委員会報告及び質疑 

○議長（上田 孝君） 日程第１、各常任委員会報告及び質疑を行います。 

まず、総務文教常任委員会委員長の報告を求めます。総務文教常任委員会委員長、

濱田憲治君。 

○総務文教常任委員会委員長（濱田憲治君） 皆さん、改めましておはようございます。 

それでは、定例会中の総務文教常任委員会の報告をいたします。 

昨日１２月７日木曜日、午前１０時に、中央庁舎議会委員会室にて開会をしてお

ります。参加者は、福田副委員長、上田委員、吉住委員、村﨑委員と私、濱田。執

行部より、坂村総務課長、松岡美しい里創生課長、島田税務課長、松永住民生活課

長、中川会計課長、中川学校教育課長、長井社会教育課長出席のもと、開会してお

ります。 

まずはじめに、令和５年度美里町一般会計補正予算（第７号）について、各課よ

り主な予算を説明をいただきました。 

まず総務課では、熊本県建設業協会宇城支部から寄附があり、町の振興に寄与す

るために使用されるという説明でありました。 

次に、ふるさと応援基金繰入金は、出産・子育て応援交付金町単独分に充当され

るものと、そのほかに使われるということでありました。 

総務費の旅費、需用費、委託料ほかは、３月１２日から１４日まで、宇土市・宇

城市・美里町で台湾の台南市への公式訪問をする際の必要経費で、議員４名、職員

４名（町長等を含む）の予算であるとの説明でありました。 

合併２０周年記念事業の委託料は、作曲、編曲（踊り用）、踊り振付費用等であ

ります。 

消防費の公有財産購入費は、福祉保健センター湯の香苑に併設する車中避難所等

のための予算であります。財源は、緊急防災減災事業債を充てられるとのことであ

りました。 

次に、美しい里創生課では、県補助金の物価高騰対応生活者支援交付金は、県か

ら限度額の通知があっため歳入で計上し、くらし応援券に充当するものであります。

使用期限は１２月までとなっており、１１月末現在８５.４％の使用率であるとの

報告でありました。 

ふるさと応援寄附金は、当初歳入見込みより多くの寄附があり、増額補正をされ
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るそうです。歳入増額のため、関連した応援寄附金返礼品他の予算も増加補正とな

っております。 

企画費の修繕料は、くすのき平の階段手すりが壊れており、危険な状態なので撤

去費と新設の予算の計上であります。 

美里バス運行費補助金の減額補正は、美里バス運行会社３社との協定見直しを１

０月に実施し、協定料金の減額につながり、１０月から３月分を減額として計上さ

れております。 

次に、住民生活課では、表の第２表、繰越明許費は、システム改修が年度内に完

了する見込みがないため、翌年度へ繰り越すものであります。 

宇城広域連合関係の補正額は、宇城広域連合予算補正により、各負担金の減額と

人件費の増額であります。 

指定ごみ袋購入代金は、当初の予定枚数を上回る見込みで、大きいサイズ３万６,

０００枚、小さいサイズ３,３００枚の増額分であります。 

次に、学校教育課では、教育総務費の工事請負費は、砥用小学校・砥用中学校の

通学路（土喰地区）において、隣接する空き家の解体が行われ、解体前までは空き

家の壁により、水路への転落が防止されていたが、解体によって通学路の脇を流れ

る水路に児童・生徒が転落する恐れがあるため、早急に転落防止柵を設置する工事

費であります。 

小学校費の需用費は、令和６年度から新しい教科書に変わるため、令和５年度中

に教科書及び指導書を購入し、子どもたちの確かな学力の向上を図り、学校教材の

安定的で計画的な整備を行うものであります。 

次に、社会教育課では、体育施設の需用費の中で、総合運動公園グラウンドにお

いて、手洗いや屋外トイレに使用している給水管及びポンプが破損し、使用に支障

を来していることから、改修が必要となったための予算と、町営球技場ナイター照

明の水銀灯の老朽化のために切れている水銀灯などの交換費であります。 

午前中、１か所の現場調査をしております。中央庁舎、公金ステーション・セミ

セルフレジ。新しく導入され運用が始まった公金ステーション・セミセルフレジを

実際に使用していただいて、納付書に領収印済み印等が押されるのを確認をしてお

ります。 

午後から中央小学校プレハブ棟屋根修繕の現場に出向いております。工事が完了

され、昨日から足場の撤去があっており、屋根部分も以前の屋根を覆うように施工

され、外壁やパイプ管も塗り直してあり、真新しくなったプレハブ棟に仕上がって

おりました。 

続いて、町営球技場ナイター修繕のところを見ました。夜間のナイター照明の写
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真と現場を確認し、８本の照明灯があり、その中で水銀灯１４個が故障しておりま

す。水銀灯は現在製造されておらず、３個は確保できましたが、残りはハロゲン灯

で代用していくということでありました。 

次に、八角トンネルのところの駐車場を調査しております。町道からすぐの駐車

場のところで、雨水の流れで地表表面の石・砂が流されており、車の進入が入りづ

らい箇所も確認できたところです。駐車場から八角トンネル、橋脚に至るところま

で、きれいに草刈りはされておりましたが、昨夜の雨で途中ぬかるむところもあり

ました。また、防火水槽上部に車両が置いてあり、以前、近隣火災のとき、消防車

の吸管を投入するのに支障を来した事案もあり、車両の早期移動をお願いしたとこ

ろでもあります。八角トンネル先のところは、大きな岩の落石があり、川側の安全

パイプも一部壊れており、部材の交換などの修理が必要であると認識をしたところ

です。 

次に、Ｂ＆Ｇ総合グラウンドの現場を確認しております。グラウンドより下の用

地に水源ポンプがあり、そこからグラウンドより上にある貯水槽にくみ上げ、屋外

トイレ、野球グラウンド側・ソフトボールコート側の散水栓へ供給されていますが、

漏水及び老朽化のため、町の水道を利用する仕組みに変える修繕計画との説明があ

っております。 

次に、畝野地区国道２１８号線の複合交差点の箇所を確認しております。見通し

の悪い交差点のため、新しくカーブミラーを設置される現場を確認したところであ

ります。 

最後に、町道三本松千間線。１１月に発生した車両の転落事故の現場を確認し、

安全対策としてガードレール６１メートルを設置する説明を受けております。 

以上、現場確認を終わり、３時２０分に中央庁舎に帰り、散会としたところであ

ります。 

以上が報告としますが、報告漏れがありましたらば、ほかの委員さんから補足を

お願いしたいと思います。 

以上です。 

○議長（上田 孝君） 以上で、総務文教常任委員会委員長の報告を終わります。他の

委員さんからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 補足なしと認めます。 

総務文教常任委員会委員長の報告に対する質疑を行います。 

なお、各常任委員会委員長に対する質疑は、申合せ事項により審査の経過と結果

に対する質疑にとどめることになっておりますので申し添えます。 
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質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。 

以上で、総務文教常任委員会委員長の報告を終わります。 

次に、産業厚生常任委員会委員長の報告を求めます。産業厚生常任委員会委員長、

坂田竜義君。 

○産業厚生常任委員会委員長（坂田竜義君） 本定例会会期中に産業厚生常任委員会活

動をいたしましたので、その概要を報告します。 

１２月７日午前１０時より、髙田委員、今田委員、隈部委員、平野委員、坂田。

執行部より谷口福祉課長、隈部健康保険課長、酒井上下水道課長、西寺農業政策課

長、安達森づくり推進課長、富永建設課長出席のもと、一般会計補正予算審議を中

心に会議を開催いたしました。 

福祉課では、歳出の主なもので、介護保険基盤緊急整備特別対策事業費補助金４,

６０５万円、障害児通所支援給付費２４０万円、電力・ガス・食料品等価格高騰重

点支援給付金１億１,２００万円、１世帯当たり７万円であります。それと子ども

家庭センター開設関係が５,３１５万円、ほか介護保険特別会計等について説明が

ございました。 

健康保険課では、子ども医療費２３２万円、新型コロナ感染症対策の予防費４０

７万円、母子衛生費、健康づくり推進費などについて説明があり、若干の質疑がご

ざいました。 

上下水道課。簡易水道施設整備補助金３５万円、生活排水特別会計、簡易水道事

業特別会計においては、公営企業会計移行に伴う浄化槽使用料徴収の督促状を作成

し、修繕料等について説明がありました。 

農業政策課。耕作放棄地解消事業補助金、農業振興地域整備計画基礎調査業務委

託料３３３万円、担い手農地集積促進補助金１０５万円、農業水利施設電気料金高

騰対策事業補助金７０万円、農用地等災害復旧測量設計委託料５８０万円、農用地

災害復旧工事２,６６０万円等について説明がございました。 

森づくり推進課。林業施設災害復旧事業補助金１,１３４万円、重機等の借り上

げ４３１万円、林道施設災害復旧工事１,５９５万円と、また地域おこし協力隊募

集の現況について説明がございました。 

建設課。まず、減額補正予算の説明の後、増額補正部分については、道路工事請

負費５,２００万円、災害復旧工事費７００万円、路線別の内訳も詳しく説明がご

ざいました。 

現地調査といたしまして、永富地内の永富柳谷線、砥用食品近くの１７０メート
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ル舗装、２番目として永富北受の五瀬建築施工分の分譲地、３点目としては、坂貫

地区用水路整備工事、併せて側溝工事の箇所、県工事も予定されておりますので、

県の護岸工事の箇所で調査を行いました。 

また、最後にこども家庭センター工事予定箇所、湯の香苑の中を、予定箇所です

ので今からというところで調査をいたしました。 

最後に、小筵のボーリングをいたしました水源地について調査をして、中央庁舎

に帰庁いたしました。 

以上でございます。 

○議長（上田 孝君） 以上で、産業厚生常任委員会委員長の報告を終わります。他の

委員さんからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 補足なしと認めます。 

産業厚生常任委員会委員長の報告に対する質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。 

以上で、産業厚生常任委員会委員長の報告を終わります。 

これで、各常任委員会報告及び質疑を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 議案第８７号 令和５年度美里町一般会計補正予算（第７号） 

○議長（上田 孝君） 日程第２、議案第８７号、令和５年度美里町一般会計補正予算

（第７号）を再度上程し、議題とします。 

内容説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

お諮りします。補正予算の質疑につきましては、一括質疑で行いたいと思います

が、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、補正予算の質疑は一括で行います。質疑ありませんか。 

７番、濱田君。 

○７番（濱田憲治君） 議案第８７号について、１か所お尋ねいたします。ページ数で

いきますと、２２ページの民生費の電気・電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援

給付金（非課税追加分）でありますが、１,６００世帯というかたちで説明があっ

ております。１億１,２００万円、年内にも支給が完了するのか、お尋ねしたいと

思います。 
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○議長（上田 孝君） 谷口福祉課長。 

○福祉課長（谷口信也君） ご説明いたします。 

今議員、ご質問いただきましたとおり、国は当初１２月支給を自治体に促してい

たところです。今回も補正予算のほうにシステム改修費を計上しております。これ

が１８日以降の導入ということになります。それと１２月は会計処理の事務処理上、

月末までないというような実態もございます。これで１２月５日現在で、熊本県内

の自治体で１２月中の支給ができるかという確認を行いました際には、１自治体も

できるという自治体はございませんでした。 

しかしながら、予算がご議決いただきましたら、速やかに準備を取り行って、な

るべく早い時期に支給ができればと思っております。 

なので、ここで１２月にできるかということのお尋ねですが、困難な状況にある

というようなことでお答えいたします。 

○議長（上田 孝君） 濱田君。 

○７番（濱田憲治君） 国のニュースで年内給付というのが強く残っておりましたので、

確認をしたところであります。熊本県内のほかの自治体でも、この定例会等に予算

を組まれているところ、ないところといろいろあったものですから、確認をさせて

いただいたところでございます。 

以上です。 

○議長（上田 孝君） ほかに質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。補正予算の採決は、起立により行います。 

議案第８７号、令和５年度美里町一般会計補正予算（第７号）は、原案のとおり

決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８７号、令和５年度美里町一般会計補正予算（第７号）

は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第３ 議案第８８号 令和５年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

○議長（上田 孝君） 日程第３、議案第８８号、令和５年度美里町介護保険特別会計

補正予算（第２号）を再度上程し、議題とします。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。 

議案第８８号、令和５年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２号）は、原案

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８８号、令和５年度美里町介護保険特別会計補正予算

（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第８９号 令和５年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号） 

○議長（上田 孝君） 日程第４、議案第８９号、令和５年度美里町生活排水特別会計

補正予算（第３号）を再度上程し、議題とします。 

   これから質疑を行います。 

   質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。 

議案第８９号、令和５年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号）は、原案

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 
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（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８９号、令和５年度美里町生活排水特別会計補正予算

（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第９０号 令和５年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

○議長（上田 孝君） 日程第５、議案第９０号、令和５年度美里町簡易水道事業特別

会計補正予算（第４号）を再度上程し、議題とします。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。 

議案第９０号、令和５年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、

原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第９０号、令和５年度美里町簡易水道事業特別会計補正予

算（第４号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 同意第１６号 美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて 

○議長（上田 孝君） 日程第６、同意第１６号、美里町教育委員会委員の任命につき

同意を求めることについてを議題とします。 

内容説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 同意第１６号につきましてご説明申し上げます。 

同意第１６号、美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

美里町教育委員会委員に下記の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第４条第２項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

住所 熊本県下益城郡美里町安部８７８番地、氏名 野尻絹子、生年月日 昭和
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３２年１月１日生まれ 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。 

教育委員会委員を任命しようとするときは、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第２項の規定により議会の同意を得る必要があるため提案するもので

ございます。 

野尻委員の任期につきましては、令和５年１２月２２日までとなっておりますが、

引き続き、本町の教育行政の推進にご尽力をいただきたいということでご提案申し

上げております。 

よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（上田 孝君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。採決は起立により行います。 

同意第１６号、美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについては、

原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 

したがいまして、同意第１６号、美里町教育委員会委員の任命につき同意を求め

ることについては、原案のとおり同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

○議長（上田 孝君） 日程第７、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについてを議題とします。 

内容説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 諮問第１号につきましてご説明申し上げます。 

諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

人権擁護委員候補者に下記の者を選任したいので、人権擁護委員法第６条第３項
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の規定により議会の意見を求めるものでございます。 

住所 熊本県下益城郡美里町堅志田２３７番地２、氏名 有水和也、生年月日 

昭和２９年３月１２日生まれ 

令和５年１２月５日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。 

人権擁護委員候補者を推薦しようとするときは、人権擁護委員法第６条第３項の

規定により議会の意見を求める必要があるため提案するものでございます。 

有水委員の任期につきましては、令和６年３月３１日までとなっておりますが、

引き続き、人権思想の普及啓発活動にご尽力いただきたいということで、ご提案申

し上げております。 

よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（上田 孝君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

お諮りします。討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 異議なしと認め、討論を省略します。 

お諮りします。 

有水和也さんを適任とすることに、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 異議なしと認めます。 

よって、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについ

ては、有水和也さんを適任とすることに決定しました。 

ここでしばらく休憩します。再開を１０時５０分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時２９分 

再開 午前１０時５０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（上田 孝君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 発議第４号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をは

かるための、２０２４年度政府予算に係る意見書の提出につ

いて 
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○議長（上田 孝君） 日程第８、発議第４号、教職員定数改善と義務教育費国庫負担

制度２分の１復元をはかるための、２０２４年度政府予算に係る意見書の提出につ

いてを議題とします。 

   提出議員の趣旨説明を求めます。６番、坂田竜義君。 

○６番（坂田竜義君） それでは、趣旨説明をいたします。 

発議第４号、教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるた

めの、２０２４年度政府予算に係る意見書の提出について 

上記の議案を、下記のとおり美里町議会会議規則第１４条第１項及び第２項の規

定により提出します。 

令和５年１２月５日提出 提出者 美里町議会議員 坂田竜義、賛成者 美里町

議会議員 濱田憲治 

美里町議会議長 上田孝様 

提案理由でございます。 

学校現場における課題が複雑化・困難化する中で、子どもたちの豊かな学びを実

現するためには、教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが不可欠であり、

そのための教職員定数改善も欠かせないところでございます。 

また、義務教育国庫負担制度について、三位一体の改革の中で国庫負担率が２分

の１から３分の１に引き下げられております。このことが地方自治体の財政を圧迫

しているということでございます。 

豊かな子供の学びを保障するための条件整備として、計画的な教職員定数改善と

義務教育費国庫負担制度の負担割合２分の１復元は不可欠であります。 

こうした観点から、２０２４年度政府予算において上記事項が実現されるよう国

に求めていくことが不可欠であります。 

このことから、国に対し別紙意見書を提出したいため提案するものでございます。 

次のページが意見書でございます。 

内容は、提案理由のとおりでございます。 

要望事項としまして、１、計画的な教職員定数改善を推進すること、２、教育の

機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分

の１に復元すること。 

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出する。 

令和５年１２月８日 熊本県美里町議会議長 上田孝 

衆議院議長 額賀福志郎様、ほか５名、総理大臣も含めて、ほか５名宛に提出し

たいと考えております。 

以上でございます。 
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はい、全部で６名です。 

○議長（上田 孝君） 以上で、趣旨説明を終わります。 

   これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（上田 孝君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

発議第４号、教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるため

の、２０２４年度政府予算に係る意見書の提出については、原案のとおり決定する

ことに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（上田 孝君） 全員起立です。 

したがいまして、発議第４号、教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の

１復元をはかるための、２０２４年度政府予算に係る意見書の提出については、原

案のとおり決定されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 議員派遣の件について 

○議長（上田 孝君） 日程第９、議員派遣の件についてを議題とします。 

お諮りします。別紙のとおり議員を派遣したいと思います。 

また、派遣決議後の派遣内容の変更等がありました場合、及び次の議会までに新

たに派遣が必要となった場合等の判断は、議長に一任していただきたいと思います

が、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、別紙のとおり議員を派遣することに決定いたしました。 

また、派遣決議後に派遣内容の変更等がありました場合、及び次の議会までに新

たな派遣が必要となった場合等は、議長に一任していただくことに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査の件について 

日程第１１ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査の件について 
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○議長（上田 孝君） 日程第１０、各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査の件

について、及び日程第１１、議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査の件に

ついてを一括して議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、日程第１０及び日程第１１を一括して議題とすることに決定し

ました。 

日程第１０及び日程第１１を一括して議題とします。 

お諮りします。各常任委員会委員長、議会運営委員会委員長からの申し出のとお

り、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、各常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長の申し出のとお

り、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

以上で、本定例会に上程されました案件は全部議了しました。 

したがいまして、会議規則第８条の規定により、閉会したいと思いますが、ご異

議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（上田 孝君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、本定例会は本日をもって閉会することに決定しました。 

閉会に先立ち、上田町長に挨拶を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 閉会に先立ちまして、一言御礼のご挨拶を申し上げます。 

本定例会におきましても、全ての議案ご承認をいただきまして、誠にありがとう

ございます。 

また、本議会に起きましても様々なご提案やご指摘をいただきました。そういっ

たご提案やご指摘に関しましては、しっかりと真摯に受け止めさせていただき、緊

急性があるもの、あるいはそうでないもの、可能性があるもの、いろいろあると思

いますが、いろいろと検討を進めながらしっかり取り組んでいきたいと思います。 

しかしながら、やはり行政の仕事でありますので、一つひとつ手順を踏んでいく

必要がございます。そういった意味では、中には遅いんじゃないかと思われる方も

いらっしゃるかもしれませんが、ミスがないように、しっかり手順を踏んでやって

いきたいと思っておりますので、どうかその点に関しましては、ご理解、またご協

力をよろしくお願い申し上げます。 

今年も残すところ２０日ちょっととなりました。どうか寒い日が続いております
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が、どうか皆様にはお体にご留意をいただきまして、健やかに新年をお迎えいただ

きますようにご祈念を申し上げまして、御礼の挨拶とさせていただきます。 

大変ありがとうございました。お世話になりました。 

○議長（上田 孝君） 以上で、町長の挨拶を終わります。 

それでは、これをもちまして、本日の会議を閉じ、令和５年第４回美里町議会定

例会を閉会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１０時５８分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名いたします。 
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